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(

註〕
高
|1
|
保
馬
博
士
.は
こ
め
點
を
强
調
さ
れ
て
ゐ
る
ミ
新
利
子
論
研
究」

九
五
貧
、1

l
o
H
I
及
び
.

「

低
f

政
策
の
見
透
し
しr

日
本
學
術
振 

.興
會
編
1篇
問
題
の

.科
檢
討
ニ
.頁
丨
ニ
四
§

參
照
。

か
く
の
如
く

'
乘
數

_は
完
全
雇
傭
下
に
あ
つ
て
物
慣
騰
貴
抑
制
政
策
に
適
用

.さ
れ
る
。
然
し
目
下
の
我
國
に
お
い
て
、
適
用
し
ょ

う
 

と
思
へ
せ
、
先
づ
現
在
の
我
國
に
お
け
る
乘
數
の
大
い
さ
を
知
ら
ね
ば
な
ら
れ
。
遺
憾
な
が
ら
今
之
を
算
出
す
る
準
備
を
持
た
な
い
.け 

れ
ど
も
、
.高
田
保
馬
博
士

.は
*
: 

n

1

..
V
'ン
•
ク
ラ
.丨
ク
の
計
算
方
法
に
從
つy

、

我
國
の
乘
敷
を
推
第
さ
れ
て
ゐ
る

o
そ
.れ

に

ょ

る

と

.
、 

昭
和
十
四
年
に
お
い

•て
，
乘
數
は 
ー
»-
六
六
；̂

1

7五
0
で
あ
つ
.て
、
寧

ろ

T
六
六
に
近
い
と
さ
れ
る
；き

。
然
し
こ
れ
と
て
も
«
實 

な
統
計
に
签

'い
て
箕
妣
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
我
國
に
お
い
て
適
當
な
資
料
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
若
し
あ
る
と
す
れ
ば 

n

1
リ
ン
•
ク
ラ
ー
ク
又
は
ス
ト
ー

ン
の
計
篇
方
法
に
基
い
て
、
乘
數
を
算
出
す
る
こ

’と
も
可
能
で
あ
ら
う
？
我
國
の
乘
數
に
つ
い
て
積 

極
的
に
述
べ
る
ぺ
き
資
料
を
蒐
集
シ
て
ゐ
氡
い
の
は
甚
だ
殘
念
で
あ
る
が

-
之
に
つ
い

.て
は
他
日
研
究
を

.重
ね
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。

§
 

.高
田
保
馬
博
士「

乘

數

の

麗j

八
頁

.
1

.技
術

の

「

古

典

的

.
，
カ

學

像

の

成

立
 

.
ニ

所

謂「

テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ」

の

生

誕

と

變

邀

，

.

■

.

附

記

.

r

已
に
、

h
. No

l
r
s

は
、
手
の
機
能
を
以
て
物
を
動
か
す
と
共
に
物
を
摑
む
所
に
あ
る
と
な
し
、
人
間
理
性
の
發
逮
の
极
源
を

、
.掴
む 

働

I

よ
っ

.て
物
を
固
持
し
、
固
持
さ
れ
，た
物
に
働
き
か
け
る
所
に
認
め
、
手
の
活
動
を
以
て
理
性
の
發
達
の

§

i

。
w
i
n
o

qua.

3
o
n

と
な
し
た
がr

註
--o

、

手
？
道
具

•機
械(

裝
置)

を
も
つ
ホ
モ

•
フ
ァ
ー
べ
ル
こ
そ
が
ホ
モ

•サ
ビ
エ
ン
ス
を
規
定
し
、
.潤
色
す
るo

「

動
物 

は
器
宫
の
奴
隸
で
あ
る」

が「

A'
間
は
道
具
•の
主
人

'(

ノ
ヮ
レ〕

で
あ
り
、
ホ
モ

•
フ
ァ
ー
べ
ル
は
、
技
術
を
通
じ
て
勞
働
對
象=

自
然 

を
探
骼
と
し
て
觀

4
こ
と
が
で
き
、
逆
に
勞
働
主
體
た
る
こ
と
の
意
識
を
自
覺
す
る
、こ
と
が
で
き
、技
術
の
ぅ
ち
に
缂
習
的
に』

7*』

ヒ
^_

.
 

自
然
と
社

#
-

—

の
諸
規
定
性
を
汲
ひ
上
げ
て

.、
史
化
し
且

.っ
固
定
化
し
、
.就
中
、
.
自
然
の
諸
屬
性
を
無
意
識
的
に
せ
よ
意
識
的
に
せ 

よ
技
術
を
通
じ
て
赘
働
に
從
屬
ざ
せ
て
社
會
化
し
、
か
く
て
自
然
と
社
會
と
を
支
配
す
る
能
力(

K

o:nnen'

を
、
隨
つ
て
知

_

0ぐ
§
运
1

1

ン 

を
紙
得
す
る
。
例
へ
ば
、
•行
爲
的
直
觀
は
制
作\

ポ

：

v

 H

シ
ス
.

)

に
至
っ
て
益
々
明
瞭
で
あ
るj (

跳
©O

と
い
ふ
主
張
は
、
行
爲
的
直
觀

.

.
■-
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ヒ
ノ
ロ
ギ
ィ
I

譜

■ 

.

六
四
三
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系
譜 
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六

四
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九
'八
5

が
逆
に
.ボ
イ
エ
シ
ス
を
核
心
的
ft
容
と
す
べ
き
要
請
を
含
ん
で
居
り
、
ゾ
ーv

•
ボ
リ
テ
.イ
ゴ
.シ
れ
ボ
イH

シ
ス
は
、
從
つ
て
、道
具
を 

作
る
.動
物
の
：そ
れ
で
.な

け

れ

ば

な

：ら

袅

い
..
°

し
か
し
、
っ
技
術
と
理
性」

.に
關
す
る
認
識
論
的
問
題
提
趄
t

こ
れ
を
他
日
に
.讓
.り
、

一
應
理
性
に
對
す
る
技
術
的
象
働
の
優
^
と
い 

.ふ
見
地
に
立
.つ
.て
V
第

一
に
、『

テ
ヒ
/

ロ
ギ
.
.丨
は
兩
科
學一

-

社
會
科
學
H

經

濟

學

及

，び

自

然

科

學

"

エ
學——

へ
の「

分
水
嶺
,.
㈣

な
. 

方
法
的
透
視
と
•
'合
流
點J

的
な
®

貧

的

依

莽

と

，に

ょ

つ

て

、
己
れ

.の
獨
自
のr

境
界
領
域
.

」

を
も
つ
。
領
私
枕
對
象
を
構
成
し
、
か
、
る
對 

象
を
も
つ
も
の
と
I

て
、
テ
七
ノ
ロ
ギ
ー
は
自
立
.せ
ね
ば
な
ら
な
い』

®
 

3 

>

と
い
ふ
主
張
に
表
は
さ
れ
た
技
術
-o
o
雨科擧的を、

 

逆
に
意
識
の
側
か
ら
捉
へ
、
人
間
精
神
の
技
術
的
诌
覺
と
し
て
の
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
が
、
何
ょ
り
も
ま
づ
自
然
の
諸
風
佻
I

g

械
學
的 

と
化
學
的
上
丨
の
近
代
沛
民
的
自
覺
、
_就
中
；
工
場
制
手
工
業
の
段
階
に
，於
け
る「

古
典」

ヵ
擧
の
生
成
、
と
い
ふ
一
側
面
の
ぅ
ち
に 

表
れ
龙
ヒ
と
を
大
把
み
に
素
描
レ
、
次
に
、
マ1

!
フ
ァ
ク
ト
リ
イ
の
紙
點
か
ら
フ
ァ
ク
ト
リ
イ•

シ
ス
テ
ム
.の
起
點
に
か
け
て
生
れ
た 

新
興
市
民
の「

テ
ヒ
ノ 

口
へ
キ
.イ」

が
>
坐
誕
當
初「

布
民
社
#

の
解
剖
學」

と
し
て
の
經
濟
學
の
未
成
熟
の
た
め
に——

こ
れ
は
、
康
業
革 

命
の
展
開
を
ま
つ
て
始
め
て
可
能
で
.あ
つ
た
.の
•で——

全
き
技
術
像
を
豁
く
に
足
ら
ず
、
そ
..の
後
の
客
觀
的
並
び
に
主
観
的
諸
條
件
の 

整
備
に
.も
か
\

は
ら
ず
そ
の
啓
蒙
精
神
は
遂
に
自
ら
の
歷
史
的
限
局
性
を
現
す
に
至
り
、
遂
に
そ
れ
は
變
態
せ
る
こ
と
を
指
示
す
る
と 

い
ふ
こ
と
、
こ
れ
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。
隨
つV

、

本
論
は
、「

技
術
の
，概

念

八

月

號)

が
實
在
と
し
て
の
技
術
の
論
理
的
把
掘
を 

目
し
た
に
反
レ
、
技
術
を
意
識
の
側
か
ら
取
扱
ふ
こ
と
を
試
み
た
、
粗
雜
な
.一
寬
書
で
あ
つ
て
、
糜
業
革
命
の
總
過
程
に
於
け
る
近
代 

的
技
術
像
を
分
析
し
叙
述
す
る
こ
.と
、
及
び
、
現
時
の「

生
產
カ
洱
編
成
期
I
に
於
け
る
テ
ヒS

.v
t
ギ
イ
の
性
格
i

方
向
を
疋
し
く
規
定 

す
る
こ
上
、
就
艰
、
膨
史
科
學
と
し
て
の
技
術
史
の
:斷
片
を
記
述
す
る
.こ
ど
は
、
遙
か
そ
の
圈
外
に
橫
る(
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s
oa.
故

太

古

的

社

會

發

展

系

綠

に

あ

る

.-'
ホ
モ
，
フ
ナ
ー
ペ
ル
の
^
^
具
-

例
へ
ば
、
石

释
•石
鹿
丁
*石
匕
*石
鈒
*石
..
皿
，
石
槌
*
.̂
錐
や
骨
鈷
*骨
鈎
#
*骨
針
<
.骨
鐵
や
角
器
や
貝
器
や
木
.赞
銅
器
な
ど
-̂
の

う

ち

.
、

ノ

 
”
レ
は
特
に

斧
に
對
し
て
]
1大
な
位
置
を
與
へ
て
ゐ
，る
。
斧
の
哲
學
：

i.

つ
い
て
は
，
M

l

w

p

p

p
o'r

u
n
i
e
n

 einer Fnilosophie der Technik. 

Braunschweig, 1877,s
*
253.

及
び
、
取
斧
並
び
に
太
古
社
#
の
技
術
史
的
叙
述
に
つ
い
て
ほ
、B

，
r
B
a
g
a
f
s
k
y
,

 Istoriya T
i
k
i
,

 

1936, str. 2
4
6

议
降
並
び
に
全
卷
參
照o .

,
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V髙
3
岩
與
1續
西
闺
锂
學」

、
九
0

1

1頁
-0
同
跃「

哲
學
的
人
間
學」

中
第
二
節
、，
西
田
氏
n哲
學
論
文
集
第
ir.
一
.
參
照
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>
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.

i
、

技
術
の
■
■古
典
的j

カ
學
像
の
成
立 
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十
字
軍
以
來
の
.商
品
生
春
社
會
の
展
開
は
、
ョ
ー
.ロ
..ッ
。ハ
中
佌
の
終
焉(

一
四
五
三〕

ま
で
に
、
古

きOrbis-terraru

日
の
障
壁 

を
う
ち
破
り
、.
西
南
の
一
孔
か
ら
さ
し
こ
ん
だ
へ
レ
ネ
.

の
光
は
、
中
世
の
暗
夜
の
'な
か
か
ら
、
突
如
、
，力
學
上(

機
織
、
、時
計
製
造
、
水 

•

5
化
學
上C

染
色
、
.冶
金
、.
酒

精

-
ぉ
よ
び
物
理
學
上
ハ
眼
鏡)

の
^
象
を
照
し
出
し
、
•ド
イ
ッ
人
が
！
r

^

と
よ
び
フ
ラ 

ン
ス
人
が
文
藝
復
»-
と

よ

び

イ

ク

リ
ャ
人
が
十
六
世
紀
と
.よ
ぶ
、
勝
代
が
開
花
す
べ
き
で
あ
つ
たO

就
中
、
ド
イ
ッ
の
エ
業
.±

、
’第
十 

四
世
紀
お
よ
び
第
十
五
世
紀
に
お
い
て
、

一
の
顯
著
な
飛
躍
を
遂
げ
、
封
建
的
•村
落
的
•
地
方
的
工
業
に
と
つ
て
代
つ
て
、
こ
れ
よ
り 

1

曆
廣
い
範
圍
と
遠
い
市
場
す
ら
を
もE

的
-と
し
て
生
趦
す
る
、
都
市
の
ッ
.ン
フ
ト
の
土
業
經
營
が
現
れ
、
や
が
て
そ
の
商
工
業
的
繁 

榮
は
、
中
世
都
市
の
.本
來
的
の
M -
外
の
市
民
の
な
か
に
、
三
つ
の
分
派
一

一

パト
リ
チ
ェ
ト
ル
、
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
、
プ
レ
べ
I

工
ル̂

I 

を
著
し
く
分
化
•
.内
肛
せ
し
め
、商
人
•高
利
貸
資
本
は
市
自
治
團
體
や
市
に
從
屬
す
る
農
民
や
地
方
自
治
•や
ッ
ン
フ
ト
を
腐
蝕
し
、
こ
こ 

に
直
接
成
は
間
接
に_

マ̂
.イ
ス
テ
ル
.

や
フ
ュ
.ル
ス
テ
シ
を
通
じ
て——

都
市
や
農
扑
の
勞
働
カ
を
壞
敗
し
ハ
浮
浪
化
さ
せ
る
に
至
つ 

龙
が
、
他
方
に
於
て
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
反
中
世
的
反
ス
コ
ラ主

！！

的
ェ
.ネ
ル
す
イ
の
高
揚
の
う
ち
.に
、
.十
三
•四
•五
世
紀
に
於
け
.る 

.

「

テ
ヒ
ノ
n.
ギ
イ
し
の
系
譜
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四
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手

通
的

技

術

.は
、
火
藥
と
印
爵
と
の
發
明
を
一
聯
の
發
明
の
歷
史
的
頂
點
と
し
て
、
議

的

な

分

化

謹

を

寧

、る
、に
至
つ
.た
。 

こ
の
•期
の
手
i

的
技
術
は
、
唐
者
を
し
て
勞
働
對
象
隨
つ
て
ま
••た
.

f

然
.を
.ョ
y
精
密
に
.且
つ
分
析
的
に
對
象
視
し
麗
す
る
こ
と 

を
要
請
し
且
つ
H

、
觅
I

疆

程

そ

.の
も
の
の
要
求
か
ら
か
の
自
f

ll
l

j

Q

I

I

S
の
觀
念
を
漸
次
市
民
的
意
識
の 

5-
ち
1】

の
ぼ
.せ
治
め
、
同
時
に
、
た
と
へ
量
的
.に
は
極
め
て
僅
少
で
あ
つ
た
と
し
て
も
斿
業
資
4
の
航
评
故
r
上
の
t
要
M

後 

述
す
る
如
ぐ
、'
.羅
此
盤
*
地
.圖
な
ど
の
外
に
、
航
海
：と
結
び
0
い
た
天
文
學
上
三
角
法
上
の
器
具
例
へ
ば
議
鏡
や
十
字
抑
角
器
な
と 

丨
や
諸
領
主
の
軍
■
技
術
上
の
諸
要
求
を
滿
し
た
の
で
あ
り
、
_

の

裊
科
學
像

0
近
代
市
岚
的
鼻
は
、
そ
の
史
的
限
界
と
共

に

言

I

は
い
へ一

應
ス
コ
ー
フ
主
義
と
.の
_

ひ
の
.ア
ト
モ
ス
フ
ェ
ア
の
ぅ
ち
に
.、
萠
し
て
I

の
で
あ
る
。
仍
、

I

±'
一一。
1
1。|

紀
に
於
ナ
るH

ル
べ
以
卧
の
ョ
>
.ロ
ッ
•ハ
、
特
に
ュ

-
ル
ッ
ベ
ル
ク

、
ァ
々
グ
ス
ブ
ル
タ
：
サ
ク
？

は
、衣
料
の
I

•生

•

.

.
產

雷

の

_

部
面
に
於
て
も
，
謙
に
於
て
も

•
ま
た
、
自
然
的H

ネ
.ル
ギ
.
•イ
の
動
力
化
と
い
金
に
於
て
も
、

^
1
>ッ
バ
的
I

技
術

.
の
描
駿
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
、
か
の
農
设
_

的

エ
ネ
ル
*キ
イ
の
成
聚
、
技
術
の
中
I
的
沾
格
の
變
に
外
な
ら
な
力
つ
た
夢

^
:

• 
• 

• 

- 

<

^
扨
？を
み
る
こ
。 

.

.

>
 

一

.

へ
：

H
、

粗
來
な
毛
織
物
と
藤
祁
と
の
機
織
業
は
、：

ひ
ろ
く
普
及
せ
る
議
部
油
と
な
り
、
.精
巧
な
宅
織
物
*胆
議

物

•
な
ら

び

に

議 

物
が
、
す
で
に
下
ゥ
グ
ス
ブ
ル
グ
で
製
擊
ら
れ
る
に
い
た
つ
て
ゐ

-f
c
。
十
四
.世
紀
の
初
頭
に
す
で
に「

踏
み
は
た
.

」

が
見
ら
れ
、

一
三 
一
ニ
年 

の
ヶ
ル 
ノ 
に
は 
ニ 
〇
0
毫
の
1は
た

が
存
在
し
て
ゐ
た 

H
e
c
h
n
i
k der Altertums 

1
 Mlselalters, 1925. s. 

311
〕
。

、

■

に
於
て
は
、
十
三
I

末『

爲
し
の
泰
が
ス
パ
イ
エ
ル
人
に
ょ
つ
て
ョ
1
ロ
ッ
パ
に
齎
ら
さ
れ(Feldhaus, ibid s.

、
3
0
5
r

 

レ
‘ォ
ナ
ル
ド
ヶ
ヴ
ィ
ン
チ
の一

四
九
〇
部
の
紡
S

に
.は
フ

ラ

イ

ヤ

ア

が
！！

か

れ

て.ゐ
る
§

1

系

L
i
a
n
l
o

 als T
e
d
l
l
r

 

I
 

E
a
l
e
r
.

 1913 〕。
H

作
技
術
は
"
l
に
ュ
.
>ル
シ
ベ
ル
ク
で
發
達
し
い
.引
伸
•中
ぐ
り
.。痒
孔
、
■
縮
*硏
騁
等
の
|

的
.エ
作
運
動
に
つ
い
て 

;
:夫
.々
被
株
の
泔
具
ル
出
規
し
、
十
.五
1!
|
:紀
の
.涑
に
は
機
材
と
し
て
：鐵
'か
和
ひ
ら
：れ
る
：場
合
も
多
く
な
つ
て
ゐ
る
c

l

&

i

r

l

. 

S
.
.
3
3
0

以
下
、
ま
た K

 
饵 rmarsch, Geschichte der 

Tedhnologie 

s. 335 
以 

F 及
び T

V 

p Vogt,

o
i
e 

illustrierte Welt der Brfindu— 

n
g
p

1
9
0
0
, 

Leipzig. Bd. V. § 2
.

以
下
參
考
；

>。

鏽
業_

金̂
、銀
、
亜
鉛
、
銅
、鐵
、
鉛
、水
銀
等
の
探
鑛
•冶
金
は
.、特
に
十
六
世
紀
に
於
て 

興
隨
丨
丨
就
中
、
ザ
ク
セ
y——

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
，か
の
ア
グ
リ
コ
ラ
よ
り
遙
か
以
前
の
十
世
紀
以
降
に
於
て
、Avicenna

(

九
八 

0

1

1

0
三
七
年
。
ア
ラ
ビ
ヤ
人
の
醫
師
な
る
も
*
ギ
リ
シ
，ヤ
ロ 

I
Iの
技
術
.を
中
世
に
傅
へ
、D

e

 Ortu e
t
.
c
a
l

を
著
し
て
、
十
七
此 

紀
に
至
る
ま
で
ヨ
I 
ロ
ッ
パ
の
大
學
で
用
ひ
ら
れ
る)

やTheophilus 

C

修
道
僧
に
し
.て
.十
一
世
紀
後
半
と
推
定
さ
る
。
種
々
の
糖
煉
爐Q

 

檮
造
、
骨
灰
製
琳
禍
を
用
ひ
て
金
銀
を
分
離
す
る
方
法
■
沈
澱
し
た
鹽
に
よ
つ
て
及
び
硫
贸
を
以
て
す
る
溶
解
に
よ
つ
て
金
銀
を
^
■
す
る
こ 

と
、
銅
の
溶
解
、
銅
か
ら
餓
を
溶
析
す
る
こ
と
" 

'
な
ど
を
記
述)

や

o.
n>
豸

(

十
三
世
紀
と
推
定
。
硝
石
、
鹽
化
ア
ム
モ
二
ヤ
、
ア
ル
カ
リ
及 

び
酸
類
を
知
り
，
■ま
た
、
合
金
術
、
.骨
灰
製
坩
渦
精
煉•

沈
澱
し
た
鹽
‘に
よ
つ
て
及
び
硝
酸
に
よ
る
金
敬
の
析
出
を
知
る)

や

A
l
b
a
u
s

 

M
a
g
n
u
s

ハ 
一
一
O
K
I 一
一

一

八

〇

年

頃

.ド
ミ 
二 
コ
修
道
僧 

o
o
e 

R

n)
-
b
u
s 

Metallicis et Mineralibus. D
e

 Generatione et c

o-ITUPtione. 

及

びD
e

 Meteoris

の
著
者
で
*
ア
グ
9
ゴ
ラ
に
よ
つ
て
批
判
さ
れ
て
ゐ
る)

や

Roger 

B
a-O
o
n 

(

一
 
ニ
一 
因
丨 
一
ニ
九
四
年
。
フ
ラ
ン
ゾ 

ス
修
道
ft
で
•
、
.
オ

タ

ス

プ

ォ

ー

ド

の

講

㈱
#0

m
學
的
、
哲
學
的
、煉
金
術
上
の
論
文
多
し
V
や

Bail Valentin

故

(

そ
の
著
、Triumpfant 

ohariot 

o
f
'
A
n
t
i
m
o
n
y

it.

一
 
五
1«
:
紀
末
と
推
定
0
硫
酸
池
び
に
水
鹽
酸
、
y
ン
チ
モ〖I

イ
利
用
に
よ
る
金
銀
析
出
、
ア
ツ
チ
モ
二

イ
硫
ル 

物
の
命
歸
べ
の
遼
元
、
硫
酸
鹽
の
沈
澱
物
か
ら
銅
を
鐵
と
一
緖
に
析
出
、
種
々
の
ア
チ
モ
イ
鹽
の
.發
見)

が
出
現
し
た
。
十
六
fl
i：
紀
に
入
る
や 

裔
や
、
ド
イ
ッ
精
神
俄
然
勃
興
し
> Ey

n

 N
l
i
d
l

 Bergb
a
c
h
l
f

 

M

l

. 

1527 (

一
 
五
0
〇
年
前
パ
リ
に
出
現
、
著
者
不
.詳〕

や

P
R.
肖 

Sdh6fem 
の wolsleordst Niit&ch Bergbii&ein, Worms, 1512... 151S. 
•や Bergbiichlin von Erkantnus...der B

e
rckwerck, 

Niimberg, 1
5
3
2
Q
.

や 

pristian Egenolph 
の Bg"g 
名 

§
?r
cr
c多 &.probirbuch, Frankfurt-am-Meyn, 1533.

やweinrich 

Steyner 
•の^

o
l

XJeordent Ndtzlidh Bergbii&ein, Augsburg, 1534 1
5
3
9
;

が
躍
を
接
し
、
遂
に
サ
ク
ソ 
二
 
イ
の
グ
ラ
ウ
ハ
ウ
虫
れ 

の
ゲ
オ
ル
グ
，
バ
ウ
土
ルc- ー.

四
九
四
丨

1
五
宄
五)

が
ヨ
ア
ヒ
4
シ
ユ
タ
！
ル
の
猓
鑛
夫
間
.の
醫
藥
業
か
ら
！
五
三
〇
年
.に
猓
鑛
冶
金
の
中
心 

■-
1テ
ヒ
>

|>
ギ
イ
1.
の
蒗
譜
.

.

，

..

.■六
四
•七

(

一
九
八
五)



'

フ
尹
ヒ
ノ
&

ギ
ィ
し
^

系

諝
.-
'

.

:

六

西

八

(
一

九
八
六)

»
 

. 

•
 
•»

.
地

シ

A
ム
ニ
ッ
に
移
つ
て
、
ア
グ
リ
コ
ラ
な
る
ラ
テ

V
名
を
以
て

g
 R

e

 Metalli3a556>.

其
鐘
多
の
著
書
を
結
實
さ
せ
た(

以

上

P

■

-

 

* 

• 

. 

-

Agricola, D
e

 R
e

 MetalKca, trans. b
y

rH. Hoover, London, 1912, p. 593 
以
下
參
照)

。
因
に
、

ー
五
五
四
年
の
サ
ク
ソ 
ニヤ
 

.
,
_|1
|
㈱
に
罾
ル
る
如
く
，
絕
對
主
義
的
玉
營
鑛
山
，
國
營
熔
鑛
爐
な
ど
の
苕
大
經
營
も
存
在
し
、
フ
ジ
.ガ
ー
、
ヴ
エ
ル
ザ
，
、
エ
ブ
ナ
I
な
ど 

の
S
商
ま
た
鑛3
を
經
營
し
た
。
.か
く
て
、
十
四
*十
艽
世
紀
に
於
て
も
、鑛
山
へ
は
地
雷(

一
四
0
三
苹
ビ
ザ
に
て
記
錄
あ
り
I

フ

文

ル

ド

.
 

.ハ
ウ
ス)

や
風
カ
や
永
ガ
が
腱
兩
せ
ら
れ
,>
齒
車
仕
掛
に
ょ
.'る傳
カ
が
行
は
れ
た
が
、
.こ
れ
は
た
と
へ
ば
、
前
揭
の
デ
•レ
•
メ
タ
リ
ヵ
中
第
三 

四
圖
に
示
さ
れ
て
ゐ
名
が
、
そ
こ
で
は
踏
み
瑢
を
動
力
と
す
る
球
鎖
ボ
ン
ブ(Bau—and—c

h
a

B*>
F
u
m
p
v

が
排
水
作
業
に
使
用
さ
れ
て
ゐ 

»る
0
そ
の
^
，
揮
々
な
型
の
筒
形
ボ
ン
ブ
が
人
嘐
馬
汆
流
な
ど
に
ょ
つ
.て
動
か
さ
れ
；て
ゐ
た
が
、
こ
れ
は
勿
論
十
五
世
紀
の
ョ
ー
口
ジ
バ
に 

於
け
る
銀
鑄
貨
の
必
要
が
深
部
へ
の
採
鑛
钇
從
つ
て
ま
た
排
水
を
必
須
に
し
た
こ
と
を
出
現
の
一
契
機
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
蒸
汽
機
關
が
ボ 

ン
グ
の
發
達
と
結
び
つ
い
ズ
ゐ
た
_こ
と
を
想
起
す
れ
ば
"
注
目
.せ
ら
各
べ
ぎ
事
實
で
あ
づ
た
。

-.

更
に
-
ミ
ユ
I
ル
と
時
計
と
に
つ
い
て
V
へ
ば
.、
水
カ
の
利
用
は
す
で
忙一

三
.ニ
〇
年
頃
か
ら
行
は
れ
"
ア
ウ
グ
ス
.ブ
..ル
ク
で
は
製
材
や
研 

磨
に
現
れ
、
‘ベ
ル
リ
レ
で
は
水
球
磨
穀
が
見
ら
れ
、

ハ
ル
ッ
で
は
^
^
の
^
風
^
に
、
こ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
羊
皮
紙
の
製
造——

製
紙
業
は
*
.

手H

業
か
らH

場
制
竽H

榮
べ
と
特
に
ド
イ
ッ
で
、後
者
か
ら
大
工
業
べ
と
特
に
イ
ギ
.9
ス
で
r
典
型
的
に
展
開
し
た——

に
VK
に
.鐵
の
切
斷 

.に
ま
で
水
力
が
蹓
用
さ
れ
た

qgj&pg

、
g

-p
*s. 

3
1
0
)
0

更
に
、
ダ

ル
ム
シH

テ
ッ
タ
ア
に
ょ
れ
ば
.
ト
ル

rl
帝
サ
ラ
•チ
ン
が 
一
ニ
三
ニ 

年
ヵ
ィ
ザ
ア
•フ
リ
ー
，ト
リ
ッ
ヒ
1

*に
贈
つ
た
と
こ
ろ
の
、
時
鄙
及
び
日
•月
•星
の
軌
道
を
示
す
も
の
が
、
取
時
計
め
最
初
の
疋
確
な
記
錄
で

_
 

あ

る

が(
I
L

-Cd
w
i
g

 

D
a
r
r
n
s
t
a
e
d
t
e
l
v

 

H
a
n
d
b
u
d
h

 

z
u
r

 

G
e
s
c
h
i
d
i
t
e

 

d
e
r

 
N
a
t
u
n
y
î
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n

 

u
n
d

 

d
a)
-

r
 

T
e
c
h
n
i
k
,

 

B
e
r
l
i
n
,

 

1

9

0

8.

.s

*.54 V

カ
學
史
上
琨
要
な 
一
_
を
し
め
る
自
鳴
鐘
並
び
.に
揲
帶
p

の
歷
史
は
、
十
五
世
紀
末
ニ
丄
ル
、ノ
ベ
ル
ク
の
一
時
計
師
ぺ
ー
テ
ル
•

• 

• 

.

: 

，

.

. 

.

.

.

.:
ヘ
ン
ヲ
イ
シ
の
•
ぜ
.
ん
ま
.い
.仕
掛
ク 

ロ 
•ッ
ク
.
の.
發
明
に
始
る

(
u
^
h
l
e
r
,

 

A

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f

 
M
e
d
^
a
n
i
c
a
l

 

I
n
v
e
n
t
i
o
n
s
,
.

 

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 1929. 
p.

.14
6

以
下〕

。
更
に
、
プ
エ
ル
ド
ハ
ウ
ス
に
ょ
れ
ば
、
.1
..
四

1.1
九
1=|
芄
年
、
モ
ム
のM

S
肺
ビ
イH

レ
ッ
ト
.
ロ
ム
パ
ア
ル
ト
及
び
ブ
ル
令
デ
*

の
0
*
1
*
べ
.ン
テ
<
ン
：が
作
製
'̂
た
^

2は
、
.：す
で
に
發
條
函
と
ね
ぢ
と
を
も
ち
、
發
條
@
の
中
に
は
發
條
室

0
^
<
1
€
3
:
1
3
:
0
1
1
1
1
1
1

{5
.
.の
内
部
；

:

に
ら
せ
ん
形
の
金
屬
板
の
パ
ネ
が
あ
り
-

こ
れ
が
巳
に
分
銅
裝
置
に
代
っ
て
時
計
‘
を
動
し
た
。
こ
の
置
時
計
の
-

メ
カ
土
ズ
ム
が
八
o

年
後
の
っ
ユ 

チ
ル
.

ソ
ぺ
ル
ク
-

の
卵
'

 

懐
中
時
計〕

の
先
願
を
な
し
た
.C

F
d
d
h

p.u
s
,

 

i
b
i
d
.

 

S
.
3
6
5
.

以
下〕

。

‘

封
建
の
恶
賅
た
_る
掇
業
も
*
都
市
の
經
昌
に
ょ
っ
：て
-.
»
中
世
紀
初
期
の
未
熟
狀
態
を
脫
却
し
、
廣
大
な
耕
地
が
開
墾
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
 

染
料
刖
槌
物
へ
機
織
樂
と
の
關
聯
を
み
ょ〕

や
其
他
ア
ラ
ビ
ヤ
及
び
メ
キ
；

S

コ
•南
米
か
ら
の
轍
入
綴
^

綿
密
な
注
意
を
以
て
す
べ
き
栽
發 

が
、
耕
作
一
般
に
好
結
架
を
及
ぼ
し
た
。
更
に
、
か
の
フ
ラ
ン
^
的
土
地
⑽
双
の
も
と
で
、
早
く
も
十
五
世
紀
前
华
に
、「

ま
き
ろ
く
ろ
し
を
以 

て
運
轉
す
る(

動
力
は
人
、
後
に
馬)•

綱
犁
が
發
明
せ
ら
れ
た
こ
と
は
，
注
目
に
値
す
る(Feldhaavibid. S. 351.

參

照

o
 

軍
播
技
術
は
•
射
越
解
體
期
に
於
て
爛
漫
と
開
化
.し
、

.一
ニ
.四
五
年
の
ヴ
ィ
ラ
1
ル
の
ス
•ヶ
ッ
チ
‘ブ
ッ
ク
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
の
レ
オ
ナ
ル 

ド
•ダ
•ヴ
ィ
ゾ
チ
の
そ
れ
に
至
る
ま
で
パ
汗
牛
充
棟
の
ビ
.ル
ダ

7
ハ
ン
ト
シ
江
リ
プ
ト
ハ
.#
%
手
稿
®
を
現
出
さ
.せ
.た
。
農
民
戰
带
は
、
ま
す 

ま
す
以
て
、
帘
需
抜
術
の
必
要
を
痛
感
さ
せ
、
所
謂
砲
術
眩
.ハ
密
6
1
1
8
6
|
6
1
3
^
;

は

,'
凡
ゆ
る
戒
器
や
爆
藥
を
發
明
し
て
は
、
こ
ち
ら
の
領 

生
か
.ら
あ
ち
ら
の
領
ま
へ
と
-
主
君
を
求
め
て
渡
り
涉
き
、
.こ
れ
ら
办
製
造
を
請
負
つ
た
。
就
中
' S

游
全
十
卷
を
以
て
な
る
=|
ン
ラ
ッ
ド
.
 

キ
イ
せ
か
-
フ
ォ
ン
冬
イ
ヒ
シ

*
タ
ッ
ト
の「

ベ
リ
フ
ォ
ル
チ
イ
ス」

ハ
ー
W
0'
五
年
：>は
、
そ
の
歷
史
的
頂
點
に
位
す
る
。
火
藥
は
、
'K
イ
ツ
に 

於
て
は
：
ヶ
ル
ゾ
70
至
は
プ
ラ
イ
ブ
.ル
ク
出
の
修
道
僧
べ
ル
ト
ル
ド
•
•'/
-
ヮ
ル
ツ
の
ー
一
一
ニ
三
年
の
發
明
に
.か

\
は
り
、
火
藥
の
も
つ
エ
ネ
ル 

•ギ
イ
に
•ょ
っ
て
弾
丸
を
發
射
す
る
端
初
が
お
か
れ
、
火
器
の
時
代
が
始
っ
た
.(Darmstaed

(l>-r, 

ibid. S. 

58 
.參
照y

か
、
巳
に
べ
ー
ゴ
ン
は 

一
二
四
一
一
部
の
惹
技
術
と
商
然
の
神
祕
*

B

に
.っ
.い
て
し
の
第
い
章
で
火
藥
〃
，
製
法
に
っ
き
胃
双
し
、
硝
石
7 
•若
い
掇
材
& 
•
硫
黄
5

の
組
成
を

敎
へ
•
•

一

四
ニ
〇
部
顷

*7
:
フ
ラ
ハ
ム
*フ
ォ
ン
*
メ
エ
ミ
ン
ゲ
ン
の
術
記
は
ー
ー
ト
ロ
爆
發
素
の
製
法
を
の
べ
て
ゐ
る
。
觅
に
、
十
四

■
 

.

.

■ 

:

Il
l
:紀
中
葉
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
や
ス
パ
ン
ダ
ウ
、や
リ
1

グ

一一ッ
ツ
に
は
-
.已
に
火
藥
ミ

ex
.
丨
ル
が
存
在
し
た
と
い
は
れ
る(

以

上

p
e
j
&
p
g

、

ibid S. 2S1I389.

致
照
し
。
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;
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•
 

/
 

•
 

•

「

テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
し
の
系
譜
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六

四
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フ
ァ
ヒ
ノ
ロ
ギ
ィ
し
の
系
讅
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六
五
o 

(

一
九
八
八)

^
•

火
施
が
始
め
て
戰
举
に
用
ひ
ら
れ
た
の
は
、
ゾ
ム
パ
ル
.ト
.に
よ
れ
ば
•
十
四
世
紀
の
略
々
二
十
年
代
又
は
三
十
印
代
と
徘1 

疋さ
れ
る
が
、
當 

時

”
ラ
ン
ド
-/
1
/地
，方
は
岛
器
技
術
の
最
高
峰
亿
あ
0
、.
一
 
三
六
〇
年
以
後
に
は
巳
：.に
1>
-_

」

の
地
ガ
れ
諸
都
市
の
役
所
の
會
計
表
に
加
農
砲
が
揭
げ 

ら
れ
、
ま
た1
四
佌
紀
の
中
葉
に
は
ィ
ギ
リ
ス
の
船
艦
は
加
氍
砲
、
次
藥

.

.砲
斲
を
備
へ
、
ド
イ
ツ
に
於
て
火
藥
施
を
最
初
に
刖
ひ
た
の
は
、

1

三
六
丑
^
ザ
ル
ツ
デ
ル
へ
ル
デ
ン
城
を
防
衞
し
た
ブ
ラ
ゥ
ン
グ

ュ
ヴ

.7
イ
ク
、
グ
ル
ー
ベ
ジ
ハ
1
ゲ
ン
の
へ
ル
ツ
オ
ー
ク
、
デ
ル
ブ
レ
ヒ
ト 

.一
一

世

で

あ

っ

た

.

c
w:sombart,Krieg und Kapitalism

〕。

大
砲
の
鋳
造
は
敎
#*
の
鐘
の
鑄
造
と
相
關
的
に
發
展
し
て
來
た
の
で
あ
る
が
、 

十
叫
祗
充
に
现
れ
た
最
初
の
火
砲
は
、
.鐵
製
で
、
鐵
管
を
锻
接
し
て
縱
に
蜇
ね
合
せ
.、
そ
の
上
に
、
.鐵
.の
.鱗
を
熱
し
て
嵌
め
-
の
ち
に
冷
却
し 

て
砲
#
を
綮
着
さ
.め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
十
四
世
紀
の
.後
半
に
は
、
大
口
徑
砲
S
砲〕

が
造
ら
れ
、
.锻
接
如
ら
鑄
造
へ
移
行
し
たV

か
1̂
.
 

機
材
は
货
銅
で
あ
つ
て
.、
鐵
の
鑄
造
は
極
く
限
ら
れ
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
と
い
ふ
と
と
は
、

一'五
四
〇
年
に
至
つ
て
文
献
上
双
め
て
’
シ
エ
ナ 

出

«0
-
>
.
。
ビ

リ

ン

ギ

.
ュ

ッ

ギ

ォ

の

著

づ

ピ

 
ロ
テ
ク
-
r
T
J 

(

，
，0
?'§
-
す
0

1

1

3.
2

1

.̂vanuccio.Biringucdo)

が
、
大
^

^

^

w
の
中
子
及
び
粘
土 

製
鋳
型
や
砲
汾
の
中
ぐ
り
や
、
大
砲
の
裝
架
や
•鐵
製
彈
丸
の
鑄
逍
敢
び
に
鐘
の
鑄
造
や
を
記
述
せ
.る
.と
こ
ろ
か
ら
推
定
さ
れ
る.(Darmstae 

dters

，.二bid., 

sco
l
.

)
)

M
に
、
當
時
の
火
砲
は
-
初
期
は
主
と
し
て
前
裝
で
砲
車
な
ぐ
し
て
砲
架
に
_
定
さ
れ
射
程
極
め
て
短
か
い
も
の
で 

は
あ
づ
た
が
、
>
ィ
ザ
.ァ
.に
於
て
は
，已
に
藥
镜
後
裝
，の
問
轉
砲
の
端
初
が
み
ら
；れ
て
ゐ
る
0
十
四
世
紀
末
の
火
藥
.砲
の
發
明
は
中
世
的一

騎
打 

■的
な
戰
略
と
拔
制
と
を
變
革
し
\
ナ
イ
ト
の
地
位
を
轉
落
さ
せ
て
封
建
的
ヒ
ヤ
ル
キ
イ
の
一
端
を
崩
し
、
他
方
に
.於
て
は
農
民
戰
举
の
領
主
の 

勝
利
を
制
.せ
し
め
た
取
需
技
術
讷

.—
*契
機
と
な
っ
た
。
小
凝
の
出
現
も
火
砲
と
期
を
同
じ
.ぅ
し
、十

！
：

世
紀
中
葉
に
は
1

ハV

ド
ガ
ン(hand- 

1

r
か
出
現
し
た
が
、
こ
れ
は
粗
造
の
谶
鐵
製
で
、
砲
身
の
紈
ニ
浩
の
長
さ
を
も
っ
細
長
ぃ
姓
を
も
ち(

即
ち
、
フH

ル
ド
ハ
ゥ
ス
は
こ
れ
を
棒
•
 

銃
と
よ
ぶ〕

、砲
身
の
後
部
の
孔
か
ら
火
繩
を
さ
し
こ
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
十
四
世
紀
末
に
は
銃
味
に
よ
つ
て
肩
に
か
っ
ぐ
こ
と
の
で
き
る

揲 

帶
手
銃
が
现
れ
、火
門
孔
は
銃
の
右
側
に
っ
げ
ら
れ
•火
繩
を
手
に
も
っ
て
直
接
火
藥
に
酞
火
，し
ぅ
る
や
\
に
な
っ
た
。
小
銃
は
十
：九
世
紀
に
於 

て
も
.徵
々
た
る
も
.の
で
ぁ
0
た
.：が
、
こ
.の
期
に
於
扑
る
火
纈
.̂
引
金
付
手
銃
べ
の
.椎
II
,は
*.
支
那
•の『

鳥
錢
.

』

日
本
の
％
火
織
筒』

.ョ

..
ロ
ツ
バ
の
.

.

『

ア
ル
タ
ビ
dL
.7>
j
:乃
至
.

r

ハ
ル
タ
ビ
ユ
ス』

に
み
ら
れ
、
i
れ
は
銃
身
三
尺
位
の
長
.さ
を
.'も.つ
こ
.と
に
よ
っ
て
完
全
な
^
準
.を
可
能
に
し
發
火
裝 

遛
は
，火
繩
，

V

保
持
器
に
持
た
せ
、パ
ネ
と
引
金
と
に
よ
っ
て
發
射
す
る
器
械
で
あ
，っ
た
..
0F

e
l
&
a
u
s

に
よ
れ
ば
、
プ
ッ
ん
戰
爭
に
は
速
結
錢
が"

1

四
九
八
苹
0-
ラ
ィ
ブ
ツ
ィ
ッ
ヒ
の
射
的
窜
で
け
施
銃
が
用
ひ
ら
れ
た
^
日
本
滕
史
文
旗
中
ィ
鐵
鉋
傅
來
記
/
冪
末
典
制
改
本
史

參̂
照
、

• 

.其
他
、
.眼
鏡
に
關
す
る
記
述
は一

ニ
七
〇
年「

大
ハ
イ
デ
ル
.べ
ル
ヒ
歌
渠
手
稿
し
に
.み
ら

れ

る

が

-
一

三
世
紀
末
イ
ン
グ
ヲ
ソ
ド
の
J
，
ベ
ッ
ク 

マ
ン
や
チ
'ユ
リ
ン
ゲ
ン
.
.の
M 
•
ヴ
ィ
テ
ロ
は
光
歌
的
硏
究
を
の
こ
し
-
十
四
世
泡
の
ミ
ラ
ノ
は
眼
鏡
。
鏡

。
ガ
ラ
ス
の
.製
造
を
以
て
知
ら
れ
、 

(Feldhaus, 

ibid., 

S

 3
0
4

參
照
。
詳
細
は
.,
V
O
5

ibid, Bd. V
L

 §
1
0

參
照
ノ/

十
七
世
紀
初
頭
の
朝
遠
鏡
レ
ン
ズ
發
明
の
地
盤
は
已 

に
中
世
後
期
に
肢
胎
し
て
ゐ
る
0 
,例
へ
.ぱ
、
巳
に
一
〇
五
0
年
に
ド
イ
ツ
人
テ
•オ
フ
，
.ィ

ル

ス

の

著

，，Schedula diversarum artiu

日
S
は
、 

吹
く
こ
と
と
伸
ば
す
こ
と
に
よ
る
故
硝

^-
の
製
雄
を
別
段
軟
新
な
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
記
述
、し
、
現
在
の
筒
，■ガ
；
ラ
ス
と
仲
ベ
ガ
ラ
ス 

の
端
初
を
指
示
し
、
自

ら

：力.ラ
ス
製
造
を
開
始
.

C

四
Q
五
年
の
ブ
ル
デ
ン
チ
.ウ
ス
'-
八
八
〇
年
の
..ラ
ア
ト
。へ
ル
ト
：、
九
九
九
年
の
ゴ
ズ
べ
ル
•ト 

も
，
巳
に
こ
れ
を
行
っ
た)

し
た
が
、
.常
時
の
ガ
ラ
ス
動H

は
、
同
時
に
ガ
ラ
ス
製
造H

で
あ
り
繪
具
製
造
者
で
あ
.り
模
樣
書
き
で
、
•
'た
。

1

一
1八
〇
啼
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
ク
リ
ス
ト
プ
ォ
ロ 

•ブ
リ
ア
ふ
は
、
人
±
沙
金
^
を
發
明
し
た
が
、
.
_こ
れ
は
無
數
の
金
.色
に
輝
く
結
晶
を
含
夜
す 

る
大
部
分
簿
淺
黄
色
乃
至
綠
色
の
ガ
ラ
ス
で
あ
っ
て
，
閃
く
石
英
た
，る
自
双
^
难
孖
を
^.
-
»す
る
，
と
言
は
れ
た
？
そ
の
存
花
を
證
明
す
る
こ 

と
が
で
き
る
最
古
.の
ガ
ラ
ス
讓
所
は

.
ダ
ル
ム
•ゾ
久
テ
ジ
タ
ア
に
よ
れ
ば
、
.,
ウ
r V

*

レ
エ
ム
ボ
.

H 
■ル
が 
一
ニ
九
G
年
に
キ
ン
カ
y
グ
ロ
ー
二
 

ユ
に
建
て
た
ブ
ラ
スn

及
び
綠
fe
ガ
ラ
ス
.製
造
所
で
あ
る
。

一
三
三
〇
年
、
ブ
ィ
リ
ツ
ぺ
？デ
.ゥ
，
カ
キ
チ
ェ
レ
は
初
め
て
板
ガ
ラ
.ス——

中
央 

r『

ほ
ぞ
.，•の
あ
る
商
徑
八
乃
'至1

〇
セ
V
チ
の
一
種
の
圆
盤
ガ：

ラ
ス
.
1
.
'
を
製
造
し
た
'が
、
と
れ
は
か
世
に
於
て
は
板
ガ
ラ
ス
と
並
ん
で
窓
ガ 

ラ
ス
と
し
て
多
く
用
ひ
ら
れ
た
。
更
に
、
色
付
き
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
.か
の
テ
オ
フ
ィ
ラ
ス

it
均
一
な
色
付
き
ガ
ラ
ス
を
製
造
し
た
が
、
彼 

は
輪
廓
と
磺
淡
に
應
じ
乙
.ガ
ラ
ス
.に「

黒
，
鐡J (

W
及
び
赤
の
粉
末
に
し
.た
ガ
ラ
ス
;^
含
む
酸
化
第
二
銅

c
u
s
k
盛
り
■こ
ん
で
こ
れ
を
燒
き

付
け
.
灼
熱
し
.た
鐵
を
以
て
こ
れ
を
切
斷
し
.
t
o
.
.

.1

四
六
〇
年
に
ウ
ル
ム
出
の
ガ
'
Pス

製

造.

コ

ブ

，
ダ9
イ
ズ
ィ
ン
ガ
ア
は
、硫
酸
m
と

 ̂

.

.

.
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• 

■

.「

デ
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イ
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'
の
系
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,
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.

、
て

く

ギ

ィ

」

の

系

譜

.

：

.

.

、
六
五
ニ 

(
1

九
.
§
:

.

石
と
か
ら「

黑
F
に
次
い
で
.の
第
二
の
-金
麗
染
料
た
る
を

.^?
蹲
を
製
造

•し
た
が
、
こ
の
時
代
に
は
*
通
常
の
.ガ
ラK

を
薄
色
の
ガ
ラ
ス
の 

蔑
を
以
て
蔽
ひ
以
て
濃
淡
を
出
す
こ
と
が
一
般
で
あ
っ
た
o
'レ
ン
ズ
.は
、
巳
にI 0

三
八
年
に
、
ア
ラ
ビ
ア
人
プ
ル
ハ
ア
ツ
エ
ン
?
 

E
 

H
p
t
a
y
)

 

.

1め
てS.

弧
狀
の
レ>

-^-

を

.^
大
鏡
に
.應
用
七
、
凹
.顶
鏡
に
於
け
る
痛
儒
の
狀
況
を
認
識
し
た
が
'
彼

は

鐵

の

源

が

导

は 

な
く
て
光
る
物
腊
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
：、
光
線
の
，反
射
と
屈
折
を
研
究
し
た(

D
a
r
i
e
d
t
e
r
s
,

 

ibid, S. 49-65〕o 

>

^
に
火
藥
之
敢
ん
で
ー
聯
の
發
.明
の
歷
史
的
取
觀
を
肅
し
た

.>
„
$れ
る
印
刷
術
と
羅
針
盤
と
に
つ
い
て
.ー.言
.す
れ
ば
、

ー
四
瓦
3(

ト
こ
ギ
ッ 

チ
ン
ゲ
•ノ
の
.グ
.
_テ
ン
ベ
ル
ヒ
は
、
活
字
の
.器
械
的
複
製
、
.印
刷
器
の
.製
造
、
.
.完
全
に
等
し
い
活
字
の
•犬
さ
を
y
る
た
め
の
鑄
^
具
な
ど

を

發 

明

し(
D
a
r
m
i
d
t
e
r
s
,

 ibid., S. 6
3
.

更

に

謡

は

、V6g
t ibid., Bd. VI. § 6

參
考)

o

羅
針
盤
は
イ
タ
リ
ャ
、
ア
マ
ル
プ
イ
人
の
フ 

ラ
ヴ
ィ
ォ
.ジ
厂
ャ
に
ょ
？
て
ニ

.ー
0.
ニ
？

發
明
.さ
れ
た
が
、
こ
れ
ぼ
方
位
線
に
應
じ
て
分
割
し
|

針

贾

、
.搖
動
す
る
|

が
つ
い
て 

ゐK

も

の

で

.こ
に
ょ
つ
て

^
め
.て
矿
海」

不
用
さ
れ
る
.や
.ぅ
^
な

つ

た

..0玲
3
發

0
芬̂

.0*
0:
.、
g
-cn
4
,.尙
、
針
盤
の
こ
れ
以
前
の
 ̂

展
に
っ
い
て
は
：
同
甯
、
四
頁
•四C

頁

全

一
耳
■

賈
を
參
照

.。
，
其
他
の
、
天
文
學
的
諸
器
具
の
發
明
ゃ
乾
見
に
っ
い
てr

ヮ
グ
ネ
ル
は 

丨
と
ゥ
イ
ッ
ト
フ
ォ
1
ゲ
ル
I

括
す
るー

地
球
を
宇
宙
の
中
心
點
加
ら
追
出
し
た
.
o改
t

れ
た
测
量
器
•更
新
さ
れ
た
天
文
圖
•十
字
測 

角
器
を
も
っ
て
*
そ

し

て

蠢

i

f
で

あ

っ

I

鲁

を

利

ぞ

っ

、
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
人
は
ア
す
*
の
南
端
を
巡
っ
て
印
度
に
進
出

し
、
ゴ
ロ
ン
ブ
ス
け
ア
メ
リ
ヵ
を
發
見
し
.た
。：
こ
れ
ら
は
す
く
て
十
五
世
紀
の
こ
と
だ
ハ
ゥ
イ
ツ
ネ
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、「

讓

過
程
に
あ
る
茭
那
の

經
濟
と
tBl
*
會」

邦
靜
版
.
下
卷
三
〇
五
.丨
六
頁
。
更

-̂
、
其
他
の
.產
業
中
、
酒
類
に
っ
い
て
は

V
o
g
t
,

 

i
b
i
d
.
,

 

s
. 4 §

§
1

0
1

1
4
、

砂
糖
に
っ 

い
て
は
同
じ
く 

§
1

5
*
.

製

紙

に

つ

い

て

は

同

.
じ

く

 

B
d
.

 

6
. 

§
.
.
7
,

を
夫
々
參
照〕

？

- 

科
學
•の
領

-^
に
於
て
も
、
十
三
世
紀
の
ド
イ
ツ
は
’
ビ
ザ
の
い
ォ
ナ
ル
ド
丨
フ
イ
ボ
ナ
ッ
チ
ス
！
^
}
!
!
^
^
!
^
^
!
!
^
 ̂

!

一
七
0
?〕

を

パ
一
 

ハ
リ
ャ
で
敎
育
し
、

ヨ
ル
ダ
ヌ.
ス
•
ネ
モ
ラ
リ
ウ
スr J

o
r
d
a
n
u
s

 

N
e
m
a
r
a
r
i
u
s
.

! -
—
 I 
一
 
一
 |!『

七
V

を
サ
ク
ソ
二
ヤ
か
ら̂

つ
こ

が

、
JI
F
者 

.の

.

.

.
^
^
 ̂

A
b
a

-O
.
. 

c
.
n
l
,
o
.
l
c

は
.
.
.
.̂
-t
の
.數
學
的
傑
作
と
.
Vて
除
法
用
の
現
在
の
.線
を
用
ひ
て
:0
整
數
及
ぴ
分
數
に
關
す
る
^
:̂
,
¥
»
^

及
び
立
方
根
•級
數
•き
び
よ
ぅ
法
•合
資
界
法
や
べ
き
や
根
に
關
す
る
法
則
•方
程
式
の
解
法
な
ど
を
通
じ
て
、
ニ
世
紀
以
上
を
茭
蒒
し
、
更
に 

Liber Quadratorum. ( I 
ニ
. ニ
〇)

は
不
定
に
關
す
る
最
初
の
書
と
丄
て
彼
を
デ
ィ
オ
ブ
:r
ゾ
.テ
ゥ
ス
■と
フ
土
ル 
>
ア
と
の
中
間
に
お
く
も 

.の
で
あ
り
、Prkctica G

e
o
m
e

,aca (

ニ

三

3|
:
'

)

.は
幾
何
學
や
三
角
法
に
關
す
る
多
く
の
材
料
を
提
供
し
た
0
ネ
モ
ラ
リ
ウ
ス
のD

e

 

T
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n
g
u
l
i
s

は
、
三
角
や
多
角
形
や
間
を
も
取
扱
つ
た
が
、
彼
は
一
般
に
ア
ラ
ビ
ャ
數
字
を
使
阳
L

.E
L
つ
文
字
に
よ
つ
て
未
知
乃
至
既
知
の
量

を
表

-u
、
吏
に

o
ŷ
あ
^
は

は
カ
學
の
諸
要
素
^-
今
1
:む
，
と
言
は
れ
て
ゐ
る
0
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み
 
o

r
ラ
ビ
-r
的
思
占
術
が
天
文
學
に
對
す 

る
關
係
に
比
す
べ
き
、化
學
に
對
す
る
煉
余
術
に
於
て
は
、
ド
ミ
•

〖

一
コ
偾
團
の
ド
ィ
次
區
長
ア
ル
ベ
ル
タ
ス
•
マ
ダ
ヌ

ス
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g M

a
g
n
u
s

 

一
一
九
三
丄
ニ
人
〇)

*代
表
著
0

1

N
l
r
a
m
)

は
、
硫
黄
と
金
屬
と
の
關
係
を
記
述
す
る
に
際
し
て「

化
合」

.の
妃
代
的
_
念
を
暗
示
し
、 

猫
を「

灼
熱
し
た
煙j

と
定
義
し
、
煉
金
の
取
能
性
を
認
め
な
が
ら
も
煉
金
術
上
の
金
が
實
在
の
金
で
な
い
こ
と
を
ま
罾
し
て
、
中
世
的
煉
余
術 

の
否
定
の
酣
芬
を
表
出
し
た(

>
s
h
o
r
t

 Hist, 

V 

2
1
00
0
十
五
世
紀
に
於
て
は
'
自
然
科
學
的
認
識
I

特
に
、
こ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
の 

關
心
は
動
力
學
、
_從
つ
て
そ
の
科
學
史
的
先
騮
た
る
天
文
學
及
び
そ
の
計
算
手
段
た
、る
數
字
に
限
ら
れ
る
が
I

は
、
飛
躍
し
、
ョ
-1
ロ
ッ
バ

に
支
酏
せ
るH

場
制
手H

業
の
段
階
以
前
の
科
と
し
て
、•北
伊
ク
ザ
の
‘
コ
ラ
ウ
ル
、
ウ
ィー

ン
の
ゲ
オ
ル
ゲ
•ブ
ウ
ル
バ
ッ
ハ
、就
中
バ

- 

. 

.

:
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■ 
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■ 

バ
リ
ヤ
の
ケ
I
，一
 
ッ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
の
ヨ
オ
ハ
ン
•
ミ

*
ラ
T
即
ち
か
の
レ
ギ
オ
モ
ン
タ
ヌ
ス
が注

！：

0
!せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0
仍
ち
、

o
e

d
o
d
a

 ignoranta

の
著
者
ニ
コ
ラ
ウ
スCMCOiaus, 1404-64 〕

は
、
天
文
學
上
、宇
宙
の
擴
り
は
無
限
で
あ
つ
て
中
心
が
あ
り
撙
ぬ
こ
と
及

び
地
球
は1

日
.で
自
轉
す
る
こ
と
を
.論

じ

「

わ
れ
わ
れ
は
運
動
を
吨
不
励
の
も
の
と
垃
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
知
覺
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
い
.や
.し
く
も
そ
れ
を
觀
察
せ
ぬ
と
し
て
も
、
地
球
は
い
ま
や
明
.か
に
、
實
際
に
動
い
■て
ゐ
る
の
だj

と
主
張
.し
'
威
學
上
、
ユ
1
ク
リ
ッ

ド
及
び
ア
ル
キ
メ
デ
ス
■に
做
.つ
て
文
字
を
.ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
ラ
テ
.X-
誑
に
譯
し
、
a
つ
圓
の
丽
積
を
取
り
扱
ひ
，
ま
た
自
ら
コ
ン
バ
ス
と
宠
规

を
以
て
與
へ
ら
れ
た
正
方
形
に
等
し
い
湎
積
を
も
つ
圓
を
作
圖
し
且
つ
不
正
確
乍
ら
.月
の
若
干
の
値
を
發
見
し
、
吏
に
、
彼
は
中
央
投
影
法
を

• 

.

. 

' 

.

「

デ
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の
系
譜
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六
五
.

ui 

c
i

九
九
一〕

.



，
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
ィj

の
系
譜 

.六
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四

C
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九
丸
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用
ひ
て
巳
知
の
1|
1

思
ひ
地
圖
.を
作
成
し
た
0
ブ
か
バ
ッ
ハ

c
o§
g
e
 Purbach, or Peurbadi, 1423 

6
1)

は
、
ウ
ィ
.丨
ン
で
天
文

,̂
.及
*
>
 

數
字
を
講
じ
た
が
、

T
ル
フ
J

ゾ
十
世Q

表
に
代
ふ
る
に
、
+
吩
1

母
に
：̂
算
せ
る
ル
肢
眞
數
表
を
も
つ
た
プ
ト
ン
ミ
ィ
の
展
學i

，
<fae 

度
 

1

を
刊
行
し
、朱
だ
生
と
し
て
不
完
全
な
.ア
ラ
ビ
ャ
譯
に
依
據
し
て
ゐ
た
が
、「

西
洋
に
於
け
る
觀
與
筋
數
學
的
天
文
舉
の
創
始
ぎ
と 

稱
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
繼
请
レ
ギ
オ
モ
ン
タ
ヌ
スC

J
&
a
l
m

 

Mei
l
e
r
, 

or_ Legiomontai, 1436

丨76)
吁
、

ゴ
ン
ス
タ
ン
チ
/
1

ブ
ル
の
崩
壊 

後
ア
ル
キ
メ
デ
ス
や
十
ポ
ロ
.
.
-
ウ
ス
や
デ
ィ
プ
：ァ
ン
ッ
ス
に
親
灸
す
る
機
會
を
得
て
ア
ラ
ビ
ア

.̂峡
を
通
る
こ
と
に
よ
つ
て
ア
ラ
ビ
ア
的
に 

歪
f

れ
た
プ
ト
レ
ミ
ィ
の
星
學
醫
に
代
へ〗

る
に
ギ
リ
シ
ャ
の
原
脚
を
以
て
し
、
.他
方

5

七
某
に
刊
厅
さ
れ
た
彼
の
表
、は
天
文
學
に
も
ガ 

.マ
や
ヴ
ヱ
ス
ブ
ッ
.チ
や

ゴ
ロ
ム
ブ
ス
の
航
海
に
貢
献
レ
た
が
.\
こ

れ

ら

の

表

は

ー

.
四
七
ー
ー
ー
年
か
ら
一
艽
六

0
¥.
に
瓦
る
も
の
で
、弧
の
一
分
毎
に 

JF
•联
を
太
陽
と
•月
に
は
經
度
を
月
に
は
緯
度
を
且
つ
一
四
七
五
牢
か
ら
.一
五
三
0
苹
へ
か
け
て
の
日
月
炱
の
豫
言
表
を
與
.へ
た
0更
に
.、超
學
上

の
他
S

竹
は
、
麗
每
に
正
切
眞
數
表
を
も
つ
て
ゐ
た
。
彼

のD,e Triangulis

ベI

四」

べ
1̂
>こ
を
，
最
古
.の
近
代
三
角
法
で
あ
◊
-
と

い
.つ
て
も
そ
の
考
へ
は
オ
ィ
ラ
ア
に
於
け
る
如
く
近
代
的
で
は
な
い
^

—

五
卷
中
四
卷
は
；平
面
三
构
法
他
は
球
0 -
1

;
.法
に
當
て
ら
れ
た
が
•
彼 

は
サ
ィ
ン
と
コ
サ
イ
シ
と
を
用
t>
-て
三
つ
の
與
件
か
ら
三
角
を
決
走
し
0.
つ
例
へ
ば
三
狗
形
A
B
Clr
於

てa
—
b

と
.a sin B

とa
c
s

td

丨b

 

§
 A

と
が
旣
知
な
る
と
き
三
邊
を
求
む
と
い
ふ
や
ぅ
な
問
題
を
提
起
し
て
こ
.れ
に
ニ
次
方
程
式
を
應
用
し
た

>

iiisr
p
.
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)
。

最
後
に
、
十
六
世
紀
の
中
葉
ア
ル

ブ
ス
の
北
方
に
木
來
のH

場
制
手
エ
業
が
酊
現
す
る
弭
前
に
‘立
つ
て
、
正
.に
自
然
科
學
の
.
5ち
に
价
界
史 

の
.歷
史
的
旋
2
を
宣
齿
し
た
、g

^

 R
e
v
l
o
n
i
b
u
s

の
著
密
ボ
ー
ラ
ン
ドQ
ソ
？
ン
の
二
コ
ラ
ゥ
ス
。
コ

ペ

ル

ラ

ス

プTicoll c
o
p
e
?

 

n
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が
'
t
に
是
非
想
逝
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ク
ラ
ゴ
ゥ
で
藥
學
的
研
究
を
行
つ
た
後
-
初
め
ゥ
ィ
ー
ン
の
大
學
で
學
び 

次
い
で
ィ

.>

.リ
ィ
.の
ボn 

I ニ
ャ
、
パ
デ
ゥ
ア
，.、
プ
ラ
T.
ラ
及
び
ロ 

Jマ
■の
谷
大
學
で
常
時
最
高
.の
數
學
上
天
文
學
上
の
諸
知
^
を
體
撙
し
た 

a

ぺ

ル

プ

'は
、
ぞ
の
•著D

e

 R
e
v
o
l
o
n
i
b
g

'orbium coisll
唇

一
-
-

-

五 

カ
ス
に
ょ
り
出
贬
|

中

の

ロ

ー

.
マ

.法
王
.へ
0.
献
詞
~
-
そ
れ
は
皮
肉
に
も
敎
權
べ
办
死
刑
の
宣
哲
で
も
あ
つ
た
の
だ——

に

於

て

、
，
•—
*
睛

誰

が

天

體

の

運

動

は

學

校

で

數

舉

を

敎
 

ベ
る
人
達
が
要
謂
す
る
と
こ
ろ
の
本
の
と
は
別
で
あ
る
と
い
ふ
意
見
で
あ
つ
た
か
、
を
調
べ
る
た
め
に
;'
私
は
手
に
入
る
限
り
の
凡
る
^
學
者

9

の
書
を
讀
直
す
と
い
ふ
仕
寒
を
や
つ
て
み
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
る
と
*
私
は
梁
し
て
.
初
め
て
キ
ヶ
ロ
の
な
か
で
、
ヒ
ヶ
タ
ス
が
地

•

*

•

.

 

. 

:

 

S

球
が
励
く
こ
と
を
認
め
た
こ
と
を
發
見
致
し
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
後
に
ブ
ル
ゥ
タ
ル
ク
の
な
か
で
、
若
干
の
他
の
人
た
ち
が
こ
の
意
見
で
あ
る 

の
を
發
見
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
o 

.
:
.
:
:

こ
れ
を
出
發
點
と
.し
て
*
私
は
地
球
の
可
励
性
を
考
へ
始
め
' 
そ
し
て > 

そ
の
考
へ
が
不
合
理 

.に
見
え
た
と
し
ま
し
て
も
-
Mの
.現
象
の
說
阴
に
凡
る
種
類
の
小
圓
を
要
請
す
る
と
い
ふ
自
由
が
私
よ
り
前
の
他
ぬ
入
た
ち
に
畏
認
せ
ら
れ
て 

ゐ
ま
し
た
こ
と
を
知
.つ
て
居
り
ま
す
の
.で
、
私
も
亦
-
地
球
の
何
ら
か
の
錤
動
を
架
請
致
し
ま
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
天
.體
の
廻
轉
に
關
し
諸
先 

锻
の
そ
れ
よ
り
龙
一
層
僧
憑
致
し
将
べ
き
結
論
が
引
か
れ
得
る
に
非
ず
や
と
い
ふ
試
み
を
*
容
易
に
赦
さ
れ
る
も
の
と
思
考
し
た
の
で
ご
ざ
い 

ま
す
。
.さ
れ
ば
、
運
動_

.更
に
進
ん
で
本
醫
の
な
か
で
、
こ
れ
を
私
は
地
球
に
歸
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が—

を
要
請
致
し
ま
し
て
後
'
 

私
は
多
く
の
永
い
爾
察
に
よO'

ま
し
て
•
.他
の
漩
思
め
諸
運
動
が
地
球
の
循
環
運
動
と
假
定
せ
ら
れ
.0
.つ
個
々
の
思
の
廻
轉
に
代
替
さ
れ
る
と 

致
し
ま
す
れ
ば
、
た

^
に
こ
れ
ら
の
諸
现
象
が
こ
れ
よ
り
し
て
論
理
的
に
稚
論
サ
ら
れ
ま
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
渑
及
び
す
べ
て
の
そ
の
軌 

道
と
天
そ
の
も
の
と
の
兩
方
の
相
對
的
位
遛
と
大
き
さ
と
は
，*
そ
；の
中
の
或
ろ
部
分
に
於
け
る
何
ら
か
の
變
化
が
他
の
部
分
並
び
に
金
乎
茁
に 

混
亂
を
惹
起
す
る
こ
と
な
し
に
は
起
り
措
•な
い
ほ
ど
、
そ
れ
ほ
ど
密
接
に
關
係
し
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
發
見
致
し
ま
し
た
次
第
で
す」 

(Harvard Classics, 39, 

58,

9
1セ
デ
ゥ
イ
ッ
ク
：

> 
と
洞
察
し
て
、
早
く
も
後
述
のK

場
制
手
工
榮
的
勞
働f

.

程
の
諸
性
格
を
天
體
に
戯
肅 

化
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
コ
ペ
ル〖

一
ク
ス
は
ま
づ
、
第j

に
宇
{由
が
球
で
あ
る
こ
と(

？)

第
二
に
地
球
が
球
で
あ
る
こ
と
第
三
に
天
體
の 

褪
動
が
等
速
冏
轉
運
動
で
あ
る
か
或
は
か〈

る
運
動
の
合
成
で
あ
る
こ
と〔

？〕

を
假
定
し
て
出
發
し
、
特
に
遝
動
の
相
對
性
と
い
ふ
湖
•念——

こ
れ
は
、
と
り
も
直
ざ
ず
ヒ
ュ~

マ
ニ
ス
テ
イ
ッ
グ
な
、
觀
ら
れ
る
も
の
に
對
す
る
颧
ろ
も
の
の
.

{!!

覺
に
結
び
つ
い
て
ゐ
た

-
-
-
-

を
.4.
ち
こ
む

- 

- 

.

こ
と
に
よ
つ
て

、

「

靜

Ih
せ
石
观
球
の
周
圓
の
日
，，0
:
>
星
_の
日
々
の
§i
pi
が
向
分
自
身
の
軸
の
'周
.園
の
反
對
方
向
に
於
け
る
地
球
の
轉
と
外 

、
フ
ァ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
し
の
系
譜
- 

六

芄

五
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一
九
九
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■
.觀
上
同

1
の
，結

:^
を
示
し
„忠
っ
地
部
の
周
圍
の
年
々
0
運
動
の
.外
觀
が
地
球
の
軌
道
衝
勁
と
等
し
い」

.CA
.
S
I
H
i
s
t

 p. 232
、

こ
と
の
秘 

:
密
を
1:
:し
.た
の
で
あ
る
.
0 

、

■

以
上
に
摘
記
し
た
.や
う
な
、
十
三
•四
•2;
世
紀&

イ
タ
リ
イ
及
び
特
に
ド
イ
ツ
を
.
&心
と
す
る
手
エ
樂
的
抜
贩
の
發
達
と
、
技
術
の
自
然
科 

學—

特
に
、
•力
學—

像
の
栩
め
ズ
萠
芬
的
な
近
代
市
民
的
自
覺
に
も
>
、
は
ら
ず
、
.そ
し
て
ホ

1!
|
:的
社

會

は

コ

，
。
へ

ル

二

ク
ス
の
天̂
觀
の 

•

う
ち
、で
讓
さ
れ
た
に
も
か
、
は
ら
ず
、
し
か
も
尙
、0

0

改
§

れ
た
天
文
學
上
.へ
そ
れ
故
、
ま
た
機
械
理
上〕

の
諸
器
具
及
び
爪
獷
な
讓 

の

木

足(

ニ)

こ
れ
ら
の
觀
察
を
約
言
し
^
說
す
る
た
め
の
ょ
い
數
學
的
計
算
法
の
缺
如
、

-Q
.
0運
動
の
恨
木
的
事
賞
と
法
則
に
關
す
ろ
明
极 

な
思
惟
へ
の
本
質
的
進
涉
©-
缺
^1
1C

A

 Short Hist, P. 2
2
9
V

が
殘
滓
す
を
限
り
、
を
後
述
の
.如
く
結
局
は
エ
場
制
手
エ
業
的
^,
產
過
程
に 

极
さ
す
べ
き
檄
械
學
成
立
の
た
め
の
諸
條
袢
が
滿
た
さ
れ
な
か
.づ
た
限
り
、
市
民
的
機
械
學
は
支
配
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
生 

產
カ
發
達
.の
こ
の
新
段
階
に
入
.っ
て
、
始
め
て
•デ
ィ
.人
ゾ
グ

-a
ン
の
測
定
が
解
決
さ
れ
、
勞
働
對
象
自
然
を
質
點
の
懸
と
し
て
柚
く
こ
と
が 

で
き
•
南
ド
イ
ツ
の
ヶ
ブ
ラ
ァC

一
 
五
七一

丄

六

彐

〇)

の
敷
學
と
理
論
，、
•デ
ゾ
マ
ふ
の
チ
？

ブ
ラ
丨
エ

2
五
四
六
丨

一
六
0
一.

)

の
觀 

察
イ
タ
リ
イ
の
ガ
リ
レ
ォ(

一
五
六
四
丨一

六
四
ニ)
に
ょ
る
物
理
法
則
め
新
解
釋
と
結
び
っ
.け
ら
れ
た
實
驗
、
こ
れ
ら
の
科
學
的
方
法

■.
 

觀̂
察
實
驗
、油
定
、記
述
.、分
類
、法
則
、實
驗
的
檢
證
、原
理

-
の
う
ち
で
の
本
來
的
要
素
が
、
：ォ
ラ
ン
ダ
の
ホ
イ
ヘ
ン
ス(

一
六
ニ
九
丨

九
五)

Q

ぼ
子
時
計
の
制
作
の
う
ち
に
具
現
し
、
特
に
十
六
批
览
中
葉
か
ら
十
八
批
紀
め
最
後
の
三
分
の
一
期
に
か
.け
て
本
格
的
な
工
場
掣 

H

樂
を
展
開
せ
る
イ
ギ
リ
ス
の
1
1
>丨ト
ン(

一
六
四
ニ
丄
七
ニ
七)
の「

古
典
レ
カ
學
の
う
ち
に
結
集
し
た0,

偖
て
、
十
六
世
紀
に
至
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
都
市
手
•工
業
技
術
の
繁
榮
は
、
隨
っ
.て
ま
た
ビ
ル
ゲ
ル
及
び
ブ
レ
べ
1

H
ル
の
反
中
世
的 

な
改
良
と
變
革
と
.は
、
他
方
に
於
け
る
村
落
的
反
撥
と
照
應
し
つ
つ
、
宗
敎
的
ヴH
丨

ル
の
も
と
で
ル
ツ
タ
ア
や
ミ
ュ
ン
ツH

ル
t

 

じ
て
古
き
中
世
を
描
り
動
し
た
が
、.
.一
五
.五
.五
年
_ア
ラ
グ
ス
.ブ
ル
ク
の
會
議
.が
終
幕
し
た
と
き
、
己
に
世
界
質
晶
の
中
心
が
地
，中
海
を 

.見
放
し
•た4

H

 

/
.
.
t
紀
.の
:#
.
.に
.エ.
.ル
べ
.以
東
の
下
.イ
ツ
で
は
、
放
さ
れ
..た
勞
働
カ
の
.#
編
成
は
、
.
-̂
れ
.が

吸

收

さ

る

べ

き

新

な

エ

!•
經

營

v 7 ' V ；，フでて.':'，...' v.

の
與
起
も
な
く
ニ.，
.三
世
,̂
も
逆
の
方
向
|1
:

行
.
は
：れ
、
ヵ
イ
ザ
ア
と
都
市
は
沒
落

. 1
;

再
び
封
建
の
戯
書
が
書
か
れ
ね
ば
，
^
ら
な
か
.っ
た
々
 

.

.加

.く
て
、農
^
戰
爭
'*
1

ー
十
年
戰
驴
.
に
.

ょ

づ

て

、
ド

イ

，
ソ

の

農
.工
業
勞
働
カ
が
軌
道
を̂'
れ
、
エ
ル
；ベ
以
束
の
.プ

シ
ャ
に
ユ
ン
ヶ
ル
の
も
 

.と
で
農
奴
淛
逆
冉
版
さ
れ
灰
問
に
、.パ
ブ
戰
樂(

1

四
五
五
丨J

四
八
五〕

を
通
じ
て
中
央
集
權
的
政
治
支
配
を確
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
 

は
徵
業
內
部
の
生
座
カ
高
揚<0
.
.た
め
に
地
代
諸
形
德
の
推
移*解
體
が
行
は
れ
、v

i
l
l
e
i
n
s

はy
o

e
m

e
n

と
成
り
、

「

羊
が
人
間
を
唆
ひ
出

 

し
た
o

十
セ
•
八
世
紀
に
於
け
るド
イ
ツ
の
こ
の
ア
ナ
ク
ロ
.U

ズ
ム
は
、

エ
ル
べ
以
西
に
於
て
も
、ル
.：イ

十

一
世
以
來
の
ブ
ラ
ン
ス
絕
對 

王
政
に
於
け
る
や
う
なか
の
虚
業
的
發
達
を阻
止
し
、
永
ら
く
ド
イ
ツ
的
工
場
制
手
工
業
の
停
滞
を制
約
し
た
。
仍
ち
、
ド
イ
ツ
の
中 

世
的
な
ツ
ジ
フ
ト
に
於
て
.は
、
‘廣
然
、.勞
働
の
分
割
は
顚
倒
的
な
形
態
で
行.は
れ
、
勞

働

は

^

^

の

ツ

ン
フ
ト
問
に
分
割
さ
^
て
ゐ
て
、 

工
場
制
手
工
業
に
於
け
る’
う
な
仕
事
，場̂部
の
勞
働
の
分
割
即
ち
分
業
は
な
ほ
存
在.せ
ず
、
ま
.

た
、
イ
ギ
リ
ス
の
や
う
に
®
民
の移 

動
が
.ツ
シ
フ
ト
'の
な
い
地
方
に
起
り
、
そ
こ
に
エ.場
制
手
エ
業
が
5'
ち
た
て
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
も
な
か
っ
た0
こ
れ
に
反
し
て
、塞 

★
の
彼
方
で
は
、
'へ
ン
リ
七
世

(

一

四

八

五

丄

：五
〇
九
年
在
住
、
チ

r

ド
が
王
朝
開
始
ワ
以
來
十
八
粑
紀
に
至
る
ま
で
、
所

謂「

土 

地
の
清
掃
,-
.は
'#
底
的
に
行
は
れ
、
他
方
都
市
エ
業
は
農
村
勞
働
カ
を
冼
分
⑴
吸
收
し
セ
逆
に
ヒ
れ

fc
拍
車
し
、
玆
に
十
六
世
結
の
中
 

葉
か
ら
十
八
世
紀
の
.最
後
の
ニ
分
の

一
期
ま
で
、
か
の
^

格
的
エ
場
制
手
エ
業
|

羊

毛

業

指

標

_

_

が

世

坭

史

的

規

模

に

於

て

繰

り

廣
げ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
栽
.

に
、
昔
日
の
、
ド
イ
ツ
I

殊
に

H

ュ
ル
ン
べ
ル
，ク
や
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
や
ザ
ク
セ
ン
^
-

-

-

の
親
方
や
^

人
た
ち
.

は
、
ド
イ
ツ
的
エ
業
技
徽
は
、
陸
續
と
し
て
海
狹
を
渡
り
、
植
袅
ら
れ
る
ぺ
杳
で
あ
っ
た
°-

:當
時
ロ
シ
ド
ン
在
英
の
ド
イ
；

N

職
人
丨
そ
の
中
の
多
べ
は
猓
鑛
夫
、
印
刷
工
、
銀
冶
工
、
.織
：H
&-
ど
で
あ
っ
た
が——

は
、
ド
イ
ツ
帝
國 

の
1

_

り
丄
ネ
ザ
ア
ラ
ン
ド
が
ら
の
移
民
を
含
め
.て
、
.1
51
因
千
と
稱
せ
ら
れ
た
？
.當
時
の
ド
イ
ツ
エ
槳
の
水
準
は
卿
際
的
で
あ
0

、
励
力
.
 

に
は
已
に
蒸
汽
カ
が
利
«
'$
れ
て
？9
た
。

製
猶
槳
に
っ
い
て
み
て
も
*
ー
5
ー
ー
三
^.
に
.ブ
ラ
ン

ス
ヴ
ィ
け
ク
の
一
市
民
ユ
ゥ
y.
ツ
ヒ
の
發

■

,
'

「

テ
：ビ
.
ノ
ロ
ギ
イ
.

,

の
系
譜
'

.

.

ハ

■■
■

六
•

五-
七

：
.

'

(
一

九
：九
五
，



:
.
'
:
、
テ
1

»'
ギ
，ィ
し
の
系
諮
.

■

.

■,
'

.•
•
■■
六

本

八

：
.(

一.

*

>六)
.

明
に
が
、
.は
る
と
い
ふ
妨
車s

a
x
s
y

 W
h
e
d

 Qr^ipzig: W
h
eel 

(

若
f
の
間
隔
を
置
い
て
一
一
っ
の
ス
ビ
シ
ド
ル
が
同
1
の
絲
車
.に
と
®

...•’

 •

 

•
.•
•
:
, 

- 

• 

• If 

- 

- 

. 

. 

.、
 

• 

. 

• 

•

. 

,

っ
け
ら
れ
て
®
り
、妨
女
は
片
手
で
麻
.來
を

0
ぐ
る
こ
と
が
で
き
る
0へ
^
.
^
£
<
3
1
6

名Ure, T
h
e

 Cotton Maaiifacture of Great Britain
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.
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.
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. 

. 

.

.

. 
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.

.

. 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

-

B-vestisated and iuustratedl London; 1861, v
o
l*L p. 234 

む

，
は
■:
■
>
ア

ー

ク

ライ
ト
の
ぞ
デ
ル
に
な
つ
た
と
言
は
れ(Encydop-

aedia Britannica., vol. 
H
P 

230)
、

.ま
た
ダ
レ
ツ
イ
ツ
ヒ
の
ア
ン
ト
シ
•モ
ラ
ア
は
9.
ボ
ン
織
機(Bandmiihle)

を
發
明
し
、

一

,
、
 

.
• 

' 

. 

. 

. 

- 

• 

• 

* 

• 

• 

-
. 
• 

- •
.

'毫
で
十
六
乃
至
そ
れ
以
土
の
リ
ボ
シ
.
.の
避
造
を
对
能
に
^-
* 

0れ
は
ィ
：ギ
リ
ス
に
移
さ
れ
て
產
業
革
命
の
先
驛
と
な
.っ
た
^(

«
玲
1
1
1
8
^

脊

^

.
p

 

1
0
4
'

と
.い
は
れ
る
。
土
作
技
術

©-
一
例
を
み
る
に
’

に̂
ー
孟
七
八
ヸ
、
.ヂ
ヤ
ッ
ク
■，
ベ
ッ
ソ
シ
の「

用
具
及
ぴ
機
械
の
理
論』

は
.

.
.
.

. 

. 

.. 

i . 

.

. 

. 

-

•

一
 
種
の
绘
り
軸
を
備
へ
る
高
速
切
削
用
旋
篮
を
敎
へ
、
、
か
の

ダ

.

.

ヴ
.ィ
シ
チ
ー
も
ま
た
ニ
っ
の
達
り
軸
を
も
っ
高
速
切
削
用
旋
盤
を
儘
い
て
ゐ
る

.ス
ユ
义
ポ
ル
ト
'

CDarmstaedter, S. 

9
4
>

が
ノ
こ
れ
ら

-^
ー
七
四
㊀
年
の
ク
リ
ス
ト
プ
了
ボ
一
レ
エ
ム
の
發
明
送
ゥ
臺
と
ス
工
ー
デ
ン
の
扛
重
器

&
(1
>

sdiwedisdie Hebelade

と
共
に
：•
.
.
遂
にj,
七
九
七
年V

ギ
リK

の
ヘ
シ
リ
•
ぞ
ゥ
ズ
レ
イ
の「

送

«;
'
*
•臺」

の
發
明
の
淵
源
と
な
っ
た
と

. 

.
•
• 

• 

•

. ' 

.

.
.
.

 

- 

.

.

.

. 

* 

. 

. 

. 

. 

•
.

推
定
さ
れ
る
。
冶
金
特
に
製
鐵
業
に
っ
.
.い.て
み
る
！2、
ー
五
四
：>年
に
於
て
粘
-±
型

60
鑄
物
普
及
し(

0
玲
3
&
6
4
玲
，ibid, 

S

 8
1
)
-
1

五
三 

四
年
に
ィ
ギ
リ
.

ス
に
轍
^
ざ
れ
た{̂

xalibe, E
d
w
a
r
d

 

” 
G
e
r
m
a
n

 craftsman in England d
u
ring

'̂e Tudor period, in Economic 

History, supplvof Economic Journal. Febr. 3
9
.
)

と
い
：は
れ
る
が
、
こ
れ
はT

七
〇
八
年
イ
ギ
リ
ス
人
工
ィ
ブ
ラ
ハ
ム
*
ダ
ア
ビ
に 

よ
る
砂
型
緣
物
の
發
明
に
導
‘い
た(ptl: 。

Johansen, Gesdiidite des Eiseps, biissendorf, 1925, AuS. II. S. 71,75, 97,122, 

U
9
2

參
照〕

o
辭
鑛
爐

s

o

l

sで
な
く
：
 F

l
a
m
m
o
f
e
n

で
あ
ら
ぅ)
は
フ
ぞ
タ
ゥ
べ
に
よ
れ
ば
、

一
五
0
〇
年
に
‘ラ
ィ
ン
の
苽
で
發
明 

さ
れ
、
ィ
ギ
リ
ス
に
.導
入
さ
れ
た
。
い
ま
.や
、：資
幣
體
系—

當
時
.の
信
用
の
.供
位

，
の

も

と

で

.は
、
王

と.1
.て
鑄
貨
-——

の
諶
礎
を
固
め
、
勞
働 

，
手
段
に
堅
牢
な
素
材
令
當
し

’
以
て
解
き
放
た
れ
た
勞
働
カ
を
渐
な
生
產
過
程
の
ぅ
ら
に
編
入
す
べ
き
で
あ
る
い
’從
っ
て
、
金
屬
の
增
產
は 

.、
シ

リ

.
八-:
#
:©.
歷

史

的

^

^

の
-
つ
で
あ
っ
;̂
0
.
1毋
ニ
八
筇
*
ア
ゥ
^
ス
ブ
ル
ク
：か
鑛
業
家
；ョ
オ
'̂
.ム
•

へ4
.

イ
シ
V
テ
.づ
.タ
ナ
は
六
人
の
ド 

»

の
職
エ
.と
#
に
海
：を
宜
0'
;
.た
''
0
.
!五：五
0
年(

土
>;
ヮ
ー
ド
六
世」

に
.は
グ
レ
-̂

:

■.々
と
.ド
>

>-
<

の
、參
加
に
：ょ
ク
^

^

3

會

繁

:.
5
:'

^

た
て
ち
れ
；

(

例
：<
ば
ゾ
デ
<

グ
ィ
,!
-

ク
.ド
ぐ
ハ
：ウ
グ： |

:
<

イ
ス
.
•

•'?
>

グ

ナ

ケ

ア

^

^

，

>

イ 

\

ズ
-

ロ
や
ヤ
：ル
會
齔
な
: ^

め
採
銀
會
社
、
-̂
,
.木
ラ
ル
: 4
:

>

广
.
バ
ポ
テ
リ
‘

.«
7

’

ク

ス

：
#-
:
盹

其

佌

の

■■
'
.の
#
社
：>、相
次
.ぃ
で
當
鑛
が
發
見
さ
れ
9-
ス
：ヴ
メ
ッ
>
附
近
に
.銅
山
”
>/
ム
マ
ア
ゼ
ト
»:
-

銅
讪)

た
が
、
こ
れ』

の
ド
イ
ツ
の
讓
家
.の
ぅ
ち
，
.

.最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
ダ
ラ
エ
ル
• <

ユ
ヒ
ス
テ
ッ
.
.タヤ
で
あ
つ
,て
、
彼

：は
一
：
五
，
七

.一
年
イ
ン
ダ
ラ
ン
ド
に
定
著
し
て
以
来
、
鑛
山
壏
锻
に

. 

• 

.
•
•
•
•
•
.
- 

.. 

.* 

-

、
 

• 

-

っ
き
市
場
の
開
拓
に
フ
と
-^
る
と
满
に
フ
排
水
^
チ
ン
’チ
丫
の
製
造
键
社
を
た
て
た
^
ま
た
^

五
萁
六
年
に
テ
ィ
タ

眞
鍮
ボ
作
ら
れ
r
ド
イ
グ
製
の
針
金
製
造
機
械(

針

金

の

製

造

は

‘、

巳

k

四
0
0-
年
頃
、

J
ラ
ウ
ヴ
ィ
.
rヌ
ス
の
詩
の
中
に
ぅ
た
は
れ
て
を
り
*

フ
ラ
ン
ス
に
於
て
發
見
さ
れ
た
鐡
の
平
な
棒
に
針
緣
の
徑
と
同
じ
孔
を
あ
け
エ
作
物
を
ロ
で
耵
っ
ぱ
る
と
こ
ろ
の
、
針
金
引
伸
具
が
ぞ
の
頃
の

も
の
と
し
て
推
定
さ
れ
るV

1

七n

七
年
の
W 

-ホ

ガ

ー

ス

の

圖

^

-

四

0

0
年
頃
の
狀
態
j

に
ょ
れ
ば
、孔

.の
■あ
い

た

.
角

又

は

骨

の

棒

か

、

» 

•• 

•■ 

. 

. 

.
•
•
•
.
' 

• 

* 

.

.

.

.

.

ら
*
ー
-
<の
女
が
0
.
で
;;
4

>

っ
て
鉛
か
錫
の
厚
宇
の
針
盗
を
し
ご
き
作
ら
細
く
し
_て
ゐ
石
光
货
を
霤
い
て
ゐ
る
0
鏔
の
針
命
製
造
は
、
そ
の
後
、

M
.

ルV

ペ
ル
，
で
發
達
し
-.
'

遂
に
十
四
世
紀
が
.ら
十
艽
世
紀
に
か
け
て
ブ
ラ
ン
.：コ
製
趙
真
-
~人
隞
が
ブ
ヲ
シ
ゴ
に
の
り
、
そ
の
1 1
^

を
動

• , 

. 

.

.

.

.

. 

f 

• 

- 

.

.....

力
と
な
す
も
のS

d
l
8
k
l
e
h
e
r
——

が
現
れ
：*
や
が
て
V
Jの
，ブ
，ラV

コ
は
革
紐
を
以
て
永
車
の
軸
に
引
っ
か
け
ら
れ
る
や
ぅ
に
な
っ
た 

•

I以
上
，
フ
.ェ
ル
.ド
ハ
ウ
ス
興
他)

を
以
て
ブ
針
命
製
作
の
特
許
が
得
ら
れ
、
こ
ft
は
有
名
な
：ビ
ン
：製
造
：に
材
料
を
霞
し
た
。
ま
た
，

一
 

六
0
六
年
に
兑
ヨ
レ
，ク
シ
ヤ
イ
-J
r
の
銷
鑛
山
、
.
•テ
ケf

ハ
.ム
办
銀
山12

ド
イ
ツ
職
人
が
使
用
さ
ル
-
.彼
等
.に
ょ
っ
て
ル
ク
ト
ン
の
鑛
山
で
火
敷 

:が
使

用

さ

れ

た

。
，
更

.に

.;-
'
'鐡
•錮
飯
に
錫
を
跋
錫
す
る
こ
と
は
、
主
と
し
て
ザ
ク
卞
ン
に
發
展
し
，H

ハ
六
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
轍
入
さ
れ
た
。

,-
■
典
.前
の
產
榮
に
眼
を
轉
ず
.れ
ば
* 

far
:
八
八
年
に
、
リ
シ
ド
ー
人
ヨ
へ
ネ
ス
ふ
ユ
ビ

1
.ル
マ
ン
が
ケ
ン
ト
の
ダ
|
ト
フ
ォ
！
ド
に
六
〇
0
人

を
使
用
す
る
べ
イ
.
4ア
：ミ
T

ル
を
、
ド
イ
ツ
人
1?
.
6ニ

1
;ル
が
-ス
3
ッ> '

ラ
ゾ
ド
に
ぺ
、\
-パ
ア
ミ
ー
ル
^-
輸
入
し
た
0 ^

5

が
、r

&
i
o
o

. 

• 

• 
• 

.

年
と
一
五1

o
年
と
.の
間
に
、

,一
、
ル
ン
べ
.ル
.ク
の
ぺ
エ
タ
ア
•
へ
シ
ラ
个
シ
の
製
作
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
.が
、| 
.
七

世

紀

の

第

一

一

半

期

に

イ 

ギ
リ
ス
に
紹
介
^
九
た
。：

ガ
ラ
ス
の
製
造
も
十
六
:-i
i
i
：
紀
後
平
に
、
ド
.イ
ツ
人
及
び
フ
ラ
ン
ス
人
の
肩
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
醸
造
に
於
て
は
、
セ 

.二
，

，.
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
し
の
系
譜
：：

.

'

へ

：

六
五
九
..

(
一:

九
九
七)

.
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九
九
八)
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.■ '

バ
ス
チ
ャ
5/
•ブ
リ
ゴ
ノ
：秦
新
し
い
窯
を
太
て
、
^
ィ
ッ
の
鑛
家
が
ヶ
久
，す
ク
ク
に
醸
造

^-
-を
開
い
た
0:砂
糖
は
一
五
九
七
屯
頃
ヵ
ス
バ 

.

了
テ
丨
：̂
ゾ
が
.、
精
製
糖
ば「

六
一
三
ギ
_
ル

チ

ン

ィ

.
•ガ
ァ
が
を
獲
得
し
た
。
其
他
、
寧
硝
亨
明
蓉
な
ど

-
'い
づ

れ

も

ド

ィ

，
ッ

資 

本
家
の
對
墩
と
^
つ
た
。
.な
ほ

■■
■
■'木
綿
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
に
U
.ま
だ
.な
く
、

T:
ゥ
グ
ス
ブ
ル
ク
や
ゥ
ル
ム
の
フ
チ
ス
チ
ア
ン
織
が
ボ
ル
メ
ン

や
マ
ン
チ

^
ス
タ
^
の
苑
人
に
ょ
っ
て
模
做
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

；

• 

• 

• 

. 

... 
• 

-
• 

• 

• 

' 

• 

.

.
•
•
•
•
• 

•
.
.
.
.
/
• 

• 

• 

- 
0

印
刷
蕭
は
、
^
..
ヵ
ク
ス
ト
レ
が
1
四
七
六
牢
大
陸
ょ
.り
こ
^
を
窗
：し
、
ゥ

^

特

に

ィ

ギ

リ

ス

に

於

.て

勃
興
し
、
b
e 

Fropiesbus. R
e
r
u
m

 

(

ラ
テ
ン
の
百
科
金
書
-
.傅
物
誌)

中V

キ
リ£

1

の
バ
ィ
ブ
ル
を
始
め
砠
砠
文
^
罾
へ
、
十
六
世
^

• 

.

.

.

.

.

.

.

へ
.
. 

.... 

•

初
頭
に

--
6
に

pointer

とbookseller.

と
の
分
離
を
み
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
も
幾
多
の
ド
ィ
ッ
人
が
參
識
し
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る 

.ccf. Tanbe
，s.)。

‘

H

場
制
手
a：
業
|

こ
.の
協
業
の
特
殊
歷
史
的
形
態——

ば
、
^.
エ
葉
的
狻
術
か
ら
大
エ
業
的
技
術
へ
.の
飛
躍
の
過
渡
的
形
態
で
あ 

h
v
>そ
れ
は
依
然
と
-じ
て
手
.エ
業
的
技
術
に
立
脚
し
大
エ
業
と
異
ク
て
社
會
的
生
虚
の
全
範
圍
を
捉
へ
る
と
と
も
、
ま
た
こ
れ
を
そ
の 

深
部
に
於
て
變
革
す
る
こ
と
名
.で
.き
'^
.^,
っ
た
が
、
:1
.か
し
.乍
ら
、
そ
れ
は
假
別
啲
な
手
工
業
と
.異
っ

て

生

產# =
式

を

勞

働

仂

の

側

か

 

ら
改
編
し
、
さ
ら
•に
特
定
.の
段
階
に
達
し
令
.

aj

き
'
自
ら
：の
狭
.溢
な
故
術
的
鉴
礎
を
自
ら
創
造
し
た
生
.遮
上
の
諸
要
求
と
矛
盾
さ
せ
た 

.の
で
あ
.る
。
エ
場
韻
手
エ
業
甘
と
の
明
'1
.
1筋
の
道
を
進
み
っ
\

一
方
に
於
て
.は
、
社
會
的
規
t
に
於
て
肉
體
的
勞
働
と
精
神
的
勞 

働
と
の
分
難
を
.敢
行
し
、
自
然
科
學
的
方
法
於
け
.る
諸
器
具
の
量
.的
制
約
か
ら
解
放
し
た
の
み
で
な
く
、
自
ら
の
生
^
過
程
の
性
格 

か
ら
勞
働
に
よ
っ
' て
蓮
動
せ
し
め
ら
れ
た
勞
働
對
象=

自
然
を
質
點
蒞
く
は
質
點
系
の
運
動
と
し
て
故
象
^
る
と
と
を
可
能
に
し
、
か 

の
手
工
業
時
代
.の
技
術
的
ま
た
自
然
科
學
：g
:-
-ll
'天
文
學..
.
•
機
械
學
的
减
果
を
正
し
X
受
け
っ
ぎ
.以
て
着
々
こ
れ
ら
の
諸
^

_
を
數
學
的 

に
改
作
す
各
匕
と
に
よ
.0
:て
で
れ
に
秩
序
と
統
.

一

と

を

與

ベ

衣

の

，
で

あ

る

が

、

.他
方
に
於
て
は
.、
，1
れ
が
手
X
業
的
故
術
の
上
に
立
っ 

へ
:<
^:
石

限
;-
!
?̂:
'

術̂

を

通

じ.す
の
.
.-'
@
然

科

學
».
勞

働

.過

程

べ

み

,、
を
實
地
に
檢
證
す
と
を
限
茼
し
'.
-
,
\そ
れ
故
テ
.t 
> 

Wギ
；イ.や
.

H

業
に
對
す
る
自

然
.科
學
の
相
互
規
定
的
發
展
一
を
生
ま
ず
、

.'
か
く

て 

エ
場
制
手
エ
象
は
磯
械
學
的
並
び
.
•に
化
學
的
.の
隹
然
像
を
書
く
こ
と
が
で
§-
ず
フ
加
え
、
：t-
た
、.：

ず
ベ
.て
.め
勞
働
對
象
を
以
て
'個
別
的 

質
的
多
樣
性
を
拭
拂
せ
る
^

働

材

料

ー

般

、
.-
即
ち
單
に
量
的
な
る
へ
も
の
と
み
な
し
且
ク
各
種
の
物
體
か
ら
肌
ゆ
る
特
性
を
奪
つ
て「

_
 

く」

と
い
ふ
性
質
の
み
.を
共
有
良
せ
'、
玆
に
こ
の
時
代
.は
勞
働
對
象
r

自
然
を
專
ら
機
械
あ
的
に
の
み
觀
察
す
る
と
い
ふ
隻
眼
を
も
た
な 

け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
故
に
、例
へ
ば
.デ
力
ル
>

は
諸
々
の
歡
は
魂
の
無
い
何
の
©'
#-
性
を
1

た
敦
い
メ
パ
ュ
ー
ク
で
あ
る
と
言
ひ
、
 

近
.代
化
學
の
祖
'
•ロ
バ
ア
ト
•
ボ
イ
ル
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス=

ガ
ッ
サ
.
ン1

の
原
子
論
を
復
活
さ
せ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
.

•

广
1
ヴ
ェ
イ
は
ボ
ン 

プ
の
權
造
の
機
械
學
的
類
推
參
ら
血
液
の
循
環
を
說
.明
し
、

ー
切
め
動
物
は「

卵」

ょ
り
發
生
す
.る
こ
と
を
主
張
‘し
、
.-
ロ
バ
ア
.ト
*

フ
.ッ 

ク
は
植
物
組
織
を「

細
胞
k
.分
解
し
.、
ヂ
W

ン
.
•
レ
イ
は
.「

種

」

，
の
.概
念
を
發
見
し
、
ま
た
、
_ギ
.ル
バ
.ア
ト
の
電
磁
氣
上
の
諸
發
見 

は
分
子
說
的
に
解
釋
サ
ら
れ
、
_職
廣
か
ら
電
氣
•へ

の

硏

究

は

，十

八

世

紀

に

.
-*
.つ
て
.開
始
さ
れ
た
.の
.で
.あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
十
六
世
紀 

に
は
な
ほ
未
だ
發
達
し
な
か
つ
た
^
*;
ど
音
響
學
と
は
.、'
#•
时
說
W

の
應
用
の
容
总
な
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
己
.に
十
七
世
«
に
も
行
は 

れ

：た

の

：で
あ
る
.

(

骷

參

吸。

'

.

.

,

v

 

.

.

M
に

立

ぢ

人.o
て
、

エ

場

制

手

韓

的

勞

働

過

程

の

，
、

.消
極
的
積
極
的
側
面
を
.注
視
す
.れ
ば
、嘗
て
、
こ
.の
時
代
の
典
刑
？
一
的
赞
學
者
エ
.
マ

 

ヌ
エ
ル
，
ヵ
シ
ト
が
ヒ
ユ
！
ム
に
ょ
つ
，て
ラ
イ
ブ 

一一f

y

Kヴ
：ォ
ル
フ
的
獨
斷
.か

ら

覺

ま

さ

れ

、

一
一
土

.
丨
ト
ン
カ
學
の
.「

栽
.礎
づ
け
し
を 

’
試
み
.た
際
、
.
人
陬
理
粑
の
-

史
的
具
體
的
た
る
*<
:
き
認
識
論
的
槽
造
を
、
時
空
：の
感
性
や
數
學
的
，
カ
學
的
な
悟
性
の
罾
罾
_

へ
.解
體 

し

、「

：人

間

が1
然
を
規
定
す
る
.0
だ」

と
宣
言
し
た
と
き
、
こ
の
人
間
：は
と
の
時
.代
：の
暇
を
.以
て
機
械
學
的
に
現
截
を
み
た
に
す
ぎ
な

か
つ
た
所
以
を
知
る
：で
あ
ら
ぅ
0

十
六
»'
,七
1!
1
:
:紀
の
ホ
.モ
>
フ
ァ
1

ベ
ル
は
、
.自
ら
の
•■
■:,

「

身

體

」

.と
し
て
、
工
場
制
手
工
業
と
い
ふ
か

• 

• 

• 

•

か
る
躲
礎
的
肢
體
を
も
つ
セ
ゐ
た
め
.で
あ
つ
た
。
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•
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. 

•
.
1 

.
• 

' 

•

.
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p
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.•六
六 U

'.
3

0

0

8

.

.
:讀
極
朐
侧
面

:°
.エ
.緣
淛
手
エ
業
は
、
^

の
最
も
原
基
的
な
相

5:
對
抗
的
要
素
と
し
て
、
部
分
勞
働
者
の
形
成
と
勞
働
用
具
の
特
殊
化 

と

:̂
内
包
す
る
が
、
：.
.そ
れ
は
、
.
一
..方
に
^

て 

>
.手
：丄
業
的
な

«-
肌

的

勞

働

カ

ー

の

稂

源

を

襲

ひ

、
.
：
以

て

そ

れ

か

レ

個

人

的

な

生

酿

的

衝

動
 

や
素
質
ぞ
奪
ひ
、
部
分
的
熟
練
を
溫
蛩
的
忆
助
長
七

.ノ
更
に
と
れ
を
不
具
化
蹄
型
化
し
て

#
來
の
ギ
エ
業
的
道
具
の
.ま
は
り
に
骨
化
せ 

し

め

る

一

と

井

に

、

.他

方

に

於

て

、

自

立

的

な

諸

手

エ

，
業

勞

働

.
—
即
ち
、
自
然
發
也
的

.な
職
業
の
分
化——

^.
、
作
業
場
内
に
於
け
る 

全
體
勞
徽
中
の

.部
分
勞
獨
と
し

.て

.、.

.再
編
成
寸
る

b
か
く
て
.、
部
分
勞
働
者
は
、

.一
生
谁
單
.一
な
作
業
を
行
ふ
こ
と
に
ょ
つ
て
自
分
の 

身
體
全
膨
を
そ
の
作
業
に
專
屬
询
恕

.サ
縣

官

：
に#.
,化

ざ

：
せ

、
>同
|
わ

つ
て
、(

個
人
的
な
經
驗
か
ら
、
：最
名
馏
率
的
な
.勞
働
ガ
支
出
.
.の
方
法
を
會
得
す
る
に
茧
り
、
從
つ
そ
1
.か

れ

は

自

立

的

手

工

業

に

比

し

 

て
ョ
.リ
.僅
少
な
時
間
の
.勞
働
支
也
を
认
て
'ョ
及
多
：く
の
：も
の
：
を

.生

產
.1
>
:、.そ
し
.て
>
.か
 ̂

ッ

は
' 
や

が

て

代

々

.、

.碑
故

さ

 

れ
堆
積
さ
れ
蓄
横
さ
れ
て
行
.く

.:
0
だ
が
し
か
し
、
'と
0
や
..ぅ
#
部
分
勞
働
の
ー
®

_
へ
の
骨
化
こ
そ
、
勞
働
力
の
擔
ひ
手
を
し
て
、
费 

分
的
，な
ッ
ン
プ
ト
的
な
傅
蒎
め
社
會
組
織
に
對
し
、
.依
然
盲
從
.的
た
ら
.し

め
る
所
以
で
.あ
つ
て
、
.さ
れ
ば
、
エ
場
制
手
工
業
に
於
て
は
、
 

人

間

は

部

分

勞

働

者

に

ょ

づ

.て
特

殊

化.さ
れ

且

：つ
：分

化

さ

れ

た

舊

來

，の

.道
具
を
通
じ
.て
、
苜
然
諸
力
の
諸
麋
性
I
吸
ひ
上
げ
て
、
こ
れ 

を
固
定
.化
し
、
歷
史
化
し
手
.

H

業
技
術
的
に
自
然
を
支
缸
し
得
る
に
す
ぎ
^.
.

S

 

o
.そ
の
技
術
的
栽
礎
が
依
然
手
工
業
的
た
る
限
り
、
エ 

場
制
*
工
業
に
於
：

b

各

自

然

科

^

應

用

の

限

界

は

 

>
:だ
か
ら
、
嚴
密
と
し
：て
.中
，世
の
'範
圍
を
W
な
.；

S

の
で
あ
る
。 

.

.

.
積
桢
的
侧

®-
:
.
. 

•

み
場
制
手
工
.業
は
、
.依
然
手
エ
業
技
術
に

’恶
い
て
ゐ
る
と
し
て

.も
、
そ
れ
ば
.勞
嫩
カ
の
側
か
ら
生
產
の
樣
式
厂
改
變 

.し
た
の
で

1
り
、
か
く
て
新
装
の
生
け
る
勞
働
妨
や
が
て
死
ぜ
る
勞
働
を
も
變

.貌
す
る
に
至

.る
と
：と
ろ
か
ら
、
■と
こ
に
ニ
つ
の

^

M的

• 

• 

•
• 

I
t
;
. 

* 

•
.

側
面
を
嚕
ち
、
卽

ち

-m
.
l
.
r
、
部

分

勞

:#
は

手

-:
1
:
.
業

技

；術

を

分

池

し

特

殊

.化
す
る
と
，と
に
ょ
つ
て
遂
に
機
械
の
物
»
的
條
件
を
创
造
す 

■ 

V
0
に
至
丨
、
.
第 
一v

に
.、
.そ
れ

.は

.

.

V.

定

.：の
商

品

の

.
生

產

の

た

め

f
c必
要
な
勞
働

-̂
'
間
を
經
驗
的
に
確
包
し
、.

所
與
の
势
働

.時
間
內
に

所
與

.

mw m .

の
<刀
量

の

：
生

產

物
:;
?
:も

：た

ら.す
こ
"ど
；
を.坐
產
過
程
の
.技
術
的
法
則
と

.な
し
、
.價
値
の
量
的
並
び
に
質
的
規
定
性
に
含
蓄
夂
興
へ
苴
つW

 

れ
を
益
々
.具
體
化
し
展
開
す
る
と

^
に

よ

.0
て
；
ぺ
ー
，
被

的

な

人

間

勞

働

を

展

開

す

石

？

 

、

' 

V

手
エ
.業

的

坐

难

に

，お

け

る

勞

働

，の

坐

產

性

は

、

勞
働
の
.
巧

妙

さ

の

み

で

な

く

丫

已

に

ー

彼

の

か

ル

の

完

全

さ

に

も

衣

存

す

る

や

ぅ

 

に
な
つ
.て
.ゐ
名
。
切
つ
た
り
，
.穴
，を
ぁ
け
^
-り
、
押
し
た
り
、.：打
つ
た
-'
|
)な
ど
す
る
用
具
0-
如
き
、.
同
じ
種
類
の
.道
具
が
相
異
つ
，た
合 

目
的
性
を
も
つ
勞
働
過
程
で
使
用
さ
れ
、
ま
衣
同
.じ
勞
働
過
程
.で
.も
、
勞
働
過
程
.が
未
だ
多
く
個
別
的
主
觀
的
.で
客
觀
的
に
分
割
せ
ら 

•れ
て
ゐ
な
い
そ
の
齓
階
，で
は
、
同
じ
用
具
.が
相
異
つ
た
作
業
に
役
立
つ
'0
:
1>
-
か
る
に
'エ
.場
制
手
エ
業
の
仕
事
場
で
は
、
勞
働
過
程
に
お 

け
る
種
々
.の
作
讀
が
互
ひ
に
引
離
さ
れ
、
そ
し
て
、
部
分
勞
働
者
に
よ
つ
て
爲
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
作
業
が
出
来
る
だ
け
適
切
な
. 

從
の
て
ま
た
^

®
的
^：
•
形
態
を
と
る
や
ぅ
に
な
炊
、
.栽
に
於
で
と
れ
ま
，で
種
々
：の
使
用
價
値
生
產
に
，奉
仕
し
た
道
具
.の
變
化
が
必
然 

と
な
つ
て
來
る
P
其
の
道
具
の
形
態
變
化
の
方
卸
は
、
形
餳
を
變
化
せ
し
め
な
い
が
た
め
に
逢
着
す
る
特
殊
な
諸
困
難
を
經
驗
す
る
こ 

と
‘

か
ら
生
ず
る
も
の
.で
ぁ
る
。
か
ぐ
.て
、
同
七
猶
類
の
諸
用
具
忙
對
し
夫
々
特
殊
な
用
途—

使
用
價
値
生
產
の
た
め
の—

の
た
め 

の
特
殊
な
固
定
的
形
態
を
興
.へ

る

，と
い
：ふ
諸
勞
働
用
具
の
分
化
と
、
.
か
>
る
夫
々
：特
殊
.の
用
具
を
し
て
特
殊
の
部
分
勞
働
者
の
手
で
の 

み
は
じ
め
て
よ
く
作
用
せ
し
め
る
と

こ
.ろ
.の
諸
勞
働
用
具
の
®

化
と
が
、
章
に
.工
場
制
手
工
•業
の
特
徵
を
な
し
て
ゐ
る
々
さ
.れ
ば
、 

H

場
制
手
工
業
時
代
は
、
た
と
へ
未
だ
手
±

業
的
技
術
を
中
心
と
.し
て
ゐ
る
と
は
い
へ
、
.勞
働
道
具
を
部
分
勞
働
者
の
排
他
的
特
殊
機 

能
に
適
合
さ
せ
.る
事
に
よ
り
、
•そ
れ
を
簡
單
化
し
、
：设
良
し
、
#

樣
化
す
る
の
.で
ぁ
づ
て
、
次
の
大
工
場
の
段
階
へ
の
客
觀
的
生
産
有 

機
體
の
秘
術
的
濂
礎
.の
；た
め
に
準
歡
す
る
0
:
.か
<

て
同
畤
に
、
：1
-
1場
制
手
エ
業
時
代
は
、
.簡
單
な
諸
用
具
.の
結
合
か
ら
な
る
機
械
の 

物
質
的
諸
條
件
の
一
つ
を
創
造
す
る
。
こ
の
事
實
は
、
，全
.體
機
構
の
關
聯
が
部
分
勞
働
者
を
.强
制
し
て
機
械
の1

部
分
の
如
き
規
則
正 

し
さ
を

も

つ
て
勞
働
さ
.

せ
る
と

と

と

相

ま
つ
て

、

へ
坐
產
に
於
げ
る
所
要
勞
.働
時
間
の
短
縮
を
-¥
-

:

く̂

意

識

'的

原

則

と

し

て

噶

破

す

る

エ
‘ ..'靡

1テ
：>

7
ロ

ギ

イ

j

の
•
•
系

譜

六
六
三

a
l
o
o 
じ
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六
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0
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O
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二)

.」

場

制

乎.エ

業
.の
.ぅ
.ち
：
に

、
：
機

械

特

：
に

大

量

的

に

--
&
つ

大

き
.&
-ヵ
^;
'
用
ひ
て
遂
行
ざ
る
べ
き

#-
定

の

簡

皐

な

.る

笫

一

階

梯

的

諸

過

程

の

た
 

:

め
の
機
械
の

«
用
を

.も
發
生
さ
せ
る

.(

製
紙
用
ミ

1
ル

鉍

鑛

.、ベ
1
ル
等
4

こ
の
十
七
世
紀
に
於
け
る
機
械
の
散
在
的
な
醸
用
，は
、
當 

:

時

.の
大
數
學
者
た
ち

0

1ュ
1
ト
ン
、
.
ラ
ィ
プ

.ラ
ッ
ッ)

に
近
代
亂
ヵ
擧
.の
創
造
に
對
す
る
實
踐
的
な
支
黠
と
刺
戟
と
を
與
へ
た
と
と
ろ

.

.更
に
、
工
場
制
序H

業
に
於
て

.は
、
：特
殊
な
諸
部
分
勞
働
が
種
々

.の
個
人
の
問
に
分
配
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
個
人
そ
の
も
の
が
分 

割
さ
れ

1
部

分

勞

饊

の

自

動

的

，
機

--
*
に
轉
化
さ
れ
、
部
分
は

.そ
れ
自
身
の
間
に
階
層

.的
な
等
韨
を
創
造
し
つ
\
.
全
く
全
體
に
從
屬
す 

る
に
至
る
.
o
さ
れ
ば
、H

場
制
手
工
業
に
於

.て
は
、
手

1
業

.と
は
異
り
、
後
者
の
务
働
者
が
小
規
模
な
り
と
展
開
す
る
知
識
.
洞
察
お

,
 

- 

X 

• 

♦ 

• 

•

.
 

'

ょ
び
意
志
は

"
い
ま
や
作
業
全
體
に
つ
い
て
，-の
み
必
要
で
ぁ
る

.に
す
ぎ
な
い
。
部
分
勞
働
者

.が
失
ふ
も
の

.は

、
.
そ

の

作

業

場

に

舞

ひ

上
 

る

.生
產

上

，
の
.精
神
的
諸
力
能
の
、
.
こ
の
や
ぅ
な
分
離
過
程
は
：單
純
協
業
に
於
て
始
ま
り
.、
勞
働
者
を
不
具
な
瓿
分
勞
働
者
た
ら
し
め 

る
工
場
制
手
工
業

.に
お
い

.て
發
展
し
、
科
學
を
自
然
的
な
生
產
ヵ
能
と
し
て
君
臨
さ
せ
る
，と
こ
ろ
の
大
エ
業
に
於
て
完
成
す
る

0
從
つ

て
逆
說
的
に
、H

場
制
手
エ
，業
は
精
神
勞
働
と
肉
歡
的
勞
働
と
の
分
離
を
發
展
さ
せ
て
、
科
學
の
生
產
へ
の
應
用
.の
他
盤
を
擴
大
し
た

• 

• 

.

.と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
ぁ
ら
ぅ

o 

.

.

I

U
工
場
制
手H

業

は1-

の
全
體
機
權
內
で

1
部
分
勞
働
者
を
群
化

‘
結
合
す
名
こ
と
に
ょ
つ
て
、社

！
,

的̂
生
產
過
程
の
質
的
編
成

と
#:
-
的
比
例
性
と
を
、
か
く
し
.て
一
定
の
社
會
的
勞
働
組
織
を
創
造
し
、
隨
つ
て
ま
た
■同
時
に
、
勞
働
の
新
な
社
會
的
生
產
力
を
發
展

. 

• 

•

さ
せ
る
、

と
い
つ
て

^
、
.エ
場
僩
手
エ
業
的
分
桊

.の
利
益
の
.ぅ
ち
の
ぁ
る
も
の
は
、
協
業
の
一
般
本
質
か
ら
來
る
も
の——

個
々
別
 々

の

個

別

的

，劈

働

日

.

Q

同
量
の
總
和
と
麩
々
結
ム
ロ
勞
働
日

.

は
、
第. 一

に
.勞
働
の
力
學
的
ヵ
能
を
高
め
、
，第I

一
 
に
勞
働
の
空
間
的
活

i&
f̂
圍 

,5
:
'獷
大

.1

.、
第
三
：に
生
齡
の
規
獏
の
割
合

.に
空
間
的
生

.產
場
所

1
縮
少
を
せ
、
；第
四

.に

.決
：定
抑
時
機
に
多
量

.の
勞

慟

を

.
少

時

間

.

.

. 

. 

.

. 

. 

. 

•

ン
.ノ
 

： 
-
Z 

. 

•
.
.
. 

•
. 

.

V
- 

! 

. 

'
.

*•: 

•

.

.

.
さ

‘せ
名A

と

.が
で

f
、
.
«
5'
に
..個
々
人
の
競

#.
心

ど

刺

戟

し

，で
.：̂

の
'活
ヵ

を

緊

張

さ

せ

，、:-
-第
六

に

#.
數

^
.の
同
種
類
の
諸
作
業

tc
.

.連
續
性
.と
#.
面
性
.七
の
.極
印
.を
捺
し
•'
第
七
に
相
異
る
諸
作
業
そ
同
時
に
遂
行
ん
、
、第
八
.に
罾
砠
*

チ
段
を
又
れ
ら
<0
-
共
同
使
用
に
よ 

つ
て
.節
約
.し
、：

第
九
に
個
抓
.的
勞
働
.に
社
會
的
！̂
均
勞
働
の
性
格
を
賦
與
し
、
緣
括
す
れ
ば
社
會
的
勞
働
の
生
.產
ヵ
の
增
大
か
ら
く
る
. 

利
益
|

で
あ
づ
：て

、
.協
業
の
.か
'̂

る

费

殊

的

形

態

か
_ら
發
生
ず
る
の
.で
.な
ぐ
、
予
エ
業
的
技
術
と
部
分
勞
働
と
に
立
脚
し
て
こ
の
利 

•益
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
フ
こ
.と
々
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

偖
て
.、
X
敬
制
：
X
業
の
作
業
場
を
.一
個
の
全
體
機
#
と
し
て
.み 

.，る

と

き

、

大

エ
■

ベ
の
■

化
.至
難
の
異
質
的
工
場
制
手
工
業(

時
計
型)

に
せ
よ
有
機
g

x
場
制
手
工
業(

ヒ
.ン
型〕

で
あ
.る
に
せ
よ
、
各 

々
.の
^

八
力:^
_

'■
-
«の
部
分
勞
働
生
產
物
は_

_
種

々
の
段
階
的
諸
過
程
が
時
間
的
繼
起
か
ら
空
間
的
並
立
に
轉
化
さ
れ
灰
に
外
な
ら
ぬ 

故
I

同
時
.に
、
同
一
.完
成
品
.の
特
殊
的
な」

發
展
段
階
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
A
申
.の
.部
分
勞
働
者
は
こ
に
、
A

の
.部
分
勞
働
者
群
は
B

に
、
 

そ
の
原
料
を
供
給
す
る
こ
と
疋
な
る
。
即

ち
,-
"
*前
者
か
.勞
働
.の
結
果
が
後
者
の
：勞
働
の
出
發
點
を
な
し
、

I

方
の
勞
働
者
が
直
接
に
他 

方
.の
勞
働
絜
を
就
業
さ
せ
る」

し
の
場
合
、
各
々
..の
部
分
過
程
で
所
期
の
效
果
を
あ
げ
る
た
め
の
必
要
勞
働
時
間
は
經
驗
盼
に
確
宛
さ 

れ
、
そ
し
；.てH

.

場
制
手
.

H

業
の
全
機
構
は
3

所
與
.の
.勞
働
時
間
內
に
或
：る
所
與
の
成
果
亦
達
成
ざ
れ
る
と
：い
ふ
前
提
に
立
っ
。
蓋
レ
、
 

.
か
、
る
前
提
の
も
と
で
の
み
、.相
K

補
足
し
あ
ふ
種
々
の
勞
働
過
程
が
、

.^
斷
さ
れ
る
；こ
と
反
く
、
同
，時
繼
起
的
に
ま
た
空
間
並
立
.的 

〈

に
進
行
す
る
じ
:>
が
で
廣
る
か
ぢ
,
'
,あ
る
。
か
く
し
：て
ゝ
段
階
的
諸
勞
働
過
程
の
.、從
っ
て
ま
.た
諸
部
分
勞
働
敦
の
、
か
_'\
る
直
接
的
.な
相 

E

依
存
は
、各
個
の
勞
榻
者
を
し
て
同1

完
敗
品6

 

r

定
簠
.の
生
產
に
必
.要
な
诗
間
の
か
釔
彼
の
.機
能
に
费
す
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
せ
.
、
. 

.こ
こ
に
、
_獨
.玄
の
手
エ
業
に
紀
け
る
も
：の
と
は
^

た
單
純
な
協
業
に
お
け
る
も
の
と
さ
へ
全
く
異
つ
た
、J»
勞
働
過
程
.の
連
籟
性(

K
o
n
-

 

t
i
s

.f)

、
.一
椽

性

o
o
l
e
i
c
v 

f
o
r
m
i
g
k
e
i
t
s

規
則
»■
■
■

(
R
e
g
e
l

 s
a
s
s
i
g
k
e
i
t〕、

秩
序(

o
r
d
n
u
n
s

及
び
發
働
の
强
度
が
生
み
出
さ
れ 

る
。
そ
し
て
、
.所
勝
の
勞
働
時
間
內
に
所
與
の
分
量
の
生
ま
物
を
も
.た
ら
す
と
い
ふ
で
と
ボ
、
生
產
過
程
そ
の
も
の
の
技
■
的
法
則
と

.
:'

.

■■
.ー
テ
ハ
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デ
ギ
ィ
し
の
系
雄
'

:
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.
■
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::
&
る
-

ま̂
づ
て
$

エ
場
制
チ
エ
1

營
«;
.
:
'
生
產
過
程
2 ;
«

^

學̂
讷
ぉ
.ょ
.び
物
理
學
^
^
#
を
な
ほ
未
だ
確
實
に
統
 

制
し
.得
な
い
：.か
為
多
<
:の
部
門
、で
ば
.か
1

成
果
を
不
完
余
に1>
加
達
成
し
て
ゐ
.な
い
が
0ー
■■
■.

:-

.
こ
"の
勞
働
過

5

|

、̂「

ヵ
學
.は
鈴
石
生
產
過
程
の
自
氣
科
學
敗
改
作
だ(

ボ
：ル
サ
ナ
ゥ〕

.
,と
推
す
と
と
が
で
き
る
。
•力
學
は
か
、
-
 

る
坐
谪
_
程
に
深
く
棵
を
卞
'-
-
1
>
.
、：«
械
^

遣
§
技
.術
.の
上
に
立
づ
大H

業
の
段
階
に
：於
て
勢
牵
固
な
も
か
と
な
り
行
く
と
こ
ろ
の
、 

か
；の
連
續
性
•
，！*
性
*規
則
性
；.秩
序
文
も
ク
龙
贫
働
過
涸
か
>
1
エ̂
業
技
術
を
通
し
セ
み
た
&
然
の
量
的
柚
廣
に
外
な
ら
な
ぃ
。

■.
所
與
0 ;
仕
事
羞
す
ボ
ボ
い
：.か
な
る
为
が
必
.要
で
ぁ
苓
か
>
,所
與
の
カ
は
い
か
が
る
仕
事
を
な
す
か
、
こ
れ
に
對
す
る
固
定
的
體
琴 

的

な

解

答

ゆ

、
ソ
即
ち
靜
ヵ
專
で
ぁ
^

と

れ

モ

自

由

な

淹

動

め

喚

起

と

い

ふ

立

場

か

ら

解

答

す

れ

ば

即

ち

落

下

丨

拋

擲

に

關

す

る

败

ヵ

 

蓽
で
ぁ
る
。
.人
間
的
勞
働
.

I..

煮
S

本
的
形
臌
に
關
係
せ
る
若
*

潘

題

.提
起
は
、
.

5
 口
ず
れ
ば
、
個
別
的
氟
働
に
社
#
的
平
均
的 

性
格
を
.興
へ
^

—

:
そ
.れ
ば
單
純
協
篥
に
於
て
成
立
し
、，
_エ
場
制
手
_
,エ
業
に
.於
て
藥
股
し
、
大
工
業
に
於
て
成
熟
し
、
價
値
法
則
の
賞
撤 

と
し
て
自
己
を
實
現
す
る—

す
べ
て
の
人
間
的
勞
麟
を
單
な
るI.

般
的
人
間
勞
働
と
震
し
、
.
總
べ
..て
の
勞
働
材
料
を
單
に
勞
働
基 

體
.そ
の
も
の
->
:
看
做
す
と
ご
^

の
>
:、
エ
場
制
.手
エ
.業
的
技
術
(0
.特
殊
«,
に
根
ざ
七
て
ゐ
る
0

こ
K

に
於
け
る
、
熟
練
勞
働
と
不
熟
練
勞 

.働
の
分
離
ハ
激
働
の
嚴
然
た
る
パ
ィ
ァ
ラ
ァ
キ
イ
の
成
立
ノ
勞
働
の
令
エ
業
的
個
立
分
散
性
の
群
別
化
は
、
X

間
勞
働
の
；

u

の*
一
 

般
性 

を
益
々
掘
保
し
、
從
0
.て
勞
働
時
間
は
愈
>'
羅

に

.比
量
い
”

”
も
0'
と
.な
る
0

と
こ
ろ
が
ヵ
學
は
、
ボ
ル
.ヶ
ナ
ゥ
も
言
ふ
が
如
く
本

質
的
に
言
つ
て
、
勞
働
.の
成
娛
を
比
較
す
る
：一
の
精
密
な
科
學
含

• 

•
• 

*

^
 

カ
邀
的
問
題
を
.ヴH

ュ
ス
嬙
兵
廠
に
於
け
る
熟
練
勞
働
密
の
技
術
•

'
ン
的
勞
働
に
.即
し
.て
提
起
し
て
ゐ
る
:°
. ...V 

. 

.
-

'
'.■
■
■.■■̂
:^
ヴ
ィ
:,
7
チ

玉

々

^7
.
1ス
>
;?
■
.:
>
ス
學
者
3<
-
ゾ

ブ

リ

チ

ォ

欠

對

-±
す

る

新

科8
$
^

)

、
君

た

.ち

ヴ
■■
*■
a

K.

人

の
' 
あ

の

^

?

な

造

兵

敗

こ

■

.

.

.
f
 

^ 

そ
.，

j 
で
は
機
械
や
裝
置
が
多
勢
の
截 

H

た

ち

の

宇

で

蓮

轉

さ

れ

て

必

る

が

，
、

彼

等

の

：
な

'か
に
及
知
識
の
ひ
ろ
い
、
，實
際
あ
た
ま
の
よ
ぐ
出
來
た
連
中
が
居
る
か
ら
ね
。

サ
ダ
レ
ド
.
.
ヴ

r

ス
の
へ
5
民
、

$
う
と
兄
君
.、
僕
は
戈
來
設
緊
好 

づ
ぬ
け
て
腕
が
よ
く
て
ピ
ヵ 

一
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
逋
中
の
經
徽
を
聞
1

、
•今
造
は
づ
|

吞
み
象
な
か
つ

'た
り
、
.到
底
信
ぜ
ら
れ
な
か
つ
た
り
し
た
不
思
議
な
現
象
の 

因
§

結
び
.つ
き
に
.，

ル

の

ゆ.く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
實
際
こ
れ
ほ
ど
多
數
の
經
驗
上
の
事
柄
を
說
明
で
き
な
か
つ
た
と
い
ふ
こ
と
に
對
し
、 

擇
は
ど
ん
な
に
困
惑
と
絕
望
と
を
感
じ
た
^
,。.
そ
れ
を
^:
の
速
^:
は
•口
^
;の
ゲ
う
に
知
み
拔
い
て
ゐ
る
、の
、だ 
一。(r

カ
學
對
話」

の
胃
頭
。
母

， 
「

世
界
大
思
想
金」

集
第
四
+
四
卷
參
照
。
；
>

-.
'•
■■
.

.こ
の
や
う
に
し
て
間
題
を
昏
起
し
た
ガ
リ
レ
オ
；のr

目
的
は
、極
め

i

い
塞
を
取
扱
ふ
極

^

ま
す
。
自
然
の
中
上
は
、
J
ら
く
運
動
よ
り
古
い
も
の
は
•な
い
で
あ
り
ま
せ
う
し
，
こ
九
に
贫
し
.て
は
哲
學
者
が
少
か
ら
ざ
る
數
最
.の
書
物
を
.
 

か

い
て
ゐ
ま
す
、
^
そ
れ
に
.も
か
容
ら
ず
、私

は

麗

す

べ

翁

他

が

|

且

:?
.

」

れ
ま
で
觀
察
さ
れ
た
こ
と
も
證
明
さ
れ
た
こ

と
も
な
い
、 

讓
の
若
ザ
の

.性
質
を
贺
歡
に
よ
つ
て
發
見
し
た
の
.で
あ
|

す
。
ご
れ
ま
で
、
例
.へ
ば
、
重

い

落

體

由

議

cgturalemmotum
)

は 

議
的
に
加
速
さ
れ
る
と
い

'^
や
う
な
、
若
干
の
皮
想
な
麗
が
な
さ
れ
ま
*し
た
が
、，
.疋
，に
-こ
の
加
速
度
が
ど
の
謹
で
起
る
の
で
あ
る
か
が 

發
表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
1
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
靜
止
か
ら
始
ま
る
落
體
が
等
時
間
に
過
る
齧
は一

を
以 

.て
始

ま

，
名

奇

數

と

相

互

に

同

I

の
比
率
に
あ
る
、
と
い
ふ
こ
ど
を
指
摘
し
た
も
の
が
未
だ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
ず
。(

ま
た)

飛
道
具
や
發
射
物 

が
或
る
種
の
獻
次
鐵
く
こ
と
が
、
孟
ま
で
觀
察
さ
れ
ま
し
た
が
、
誰
も
こ
の
經
路
が
抛
物
線
.で
あ
る
と
い
ふ
奮
を
指
摘
し
た
も

0
が
•あ 

せ
ん
で
-
;
.
し
た
。
：
:

.、

.こ
の
議
は
ノ
三
つ
の
部
分
に
分
れ
て
居
り
ま
す
。
第
一
部
は
不
變
乃
至
は
平
均
運
動
を
取
扱
ひ
、.
第
二
部
は 

わ
わ
わ
れ
の
.發
見
す
る
や
う
な
自
然
の
.う
ぢ
に
加
速
さ
れ
る
運
動
を
取
极
.ひ
、第

I

は
所
謂
急
激
な
讓

i

は
抛
物
，を

摄
つ

て

ゐ

ま

す

し
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)
。

ガ

•'
;
レ
オ
は
、
こ
の
著
作
を
通
じ
て
實
驗
と
彼
の
諸
器
具
が
許
し
得
る
.院
り

の

と

に

.、依
據
し
た
の
で
あ
る
が
、
.

.

.
例
へ
ば
彼
は
次
の
や
ぅ
に
.實
驗
的
に
*
斜
面
を
物
體
.が
平
均
加
速
度
を
以
て
落
下
す
る
の
/

\

示
し
て
ゐ
る
。「

長
.名
十
一
一
エ
ル

(

イ
ブ
.
.グ
ラ
V
ド

.

.

.

. 

.

. 

.

.

.

.

. 

•
.
•
•
•
•
•
•
•
• 

- 

•
•
•
•
.
. 

: 

.

.

. 

•

.

で
は
四
五
ィ
ク
チ
ノ
ス
=!
.ッ
ト
ラ
ゾ
ド
で
は
約
三
.七
イ
ジ
チ)

の
板
に
輻
半
ィ
>
:
チ

-C
0
溝
を
つ
く
つ
た
。
そ
れ
は
ま
っ
す
ぐ
に
引
か
れ
、
闪
側
を 

.
極
め
て
滑
が
な
羊
皮
紙
で
蔽
っ
た
。
次
の
板
の
.一
方
の
端
を
.
め
は
，一

エ
ル
次
ほ
ニ
ユ
ル
.だ
け
も
ち
上
げ
た
。
•次
に
、
ガ
リ
レ
オ
は
磨
い
た

-M 

•
線
の
球
を
傭
を
通
っ
て
轉
し
、
.溝
の
全
長
に
對
す
る
落
下
の
時
間
を
決
定
し
た
。
も
し
、
他
方
.の
竽
で
彼
が
そ
の
球
を
た
公
の
四
分
の
一
の
長 

，
さ
だ
け
帱
す
と
、
こ
れ
は
丁
度
そ
の
時
間
の
平
分
を
必
要
と
し
た
^
ン
ふ
そ
の
踣
離
は
時
間
の
自
乘
と
相
互
關
保
に
あ
つ
た
^
&戶
芑

沒

 ̂

.

「

そ
れ
は
，
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
踣
離
と
傾
斜
に
對
し
て
百
個
か
ら
繰
む
返
す
こ
‘と
に
X
つ
て
證
明
さ
れ
た
法
則
で
.あ
る
。
そ
の
時
間
は
、
ま
だ
、
 

小
%
か
ら
出
る
水
§
誼
名
を
测
る
こ
と
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
。

㈣

は
天
才
的
な
諸
實
驗
に
±.
つ
て
速
度
が
高
さ
だ
け
に
依
存
す 

..

る
こ
と
を
示
し
*
ま
た
自
由
に
落
下
す
る
彻
體
他
そ
の
元
の
水
準
に
達
す
る
に
必
要
か
エ
ネ
ル
ギ
ィC

尤

も

エ

氺

ル

ギ

イ

は

'-
-.
ュ

ー

ト

ン

の 

時
代
に
攝
す
る
I

引
用
者)

を
も
つ
こ
と
を
證
明
し
た
。
落
體
の
金
理
論
は
今
や
轾
易
に
演
繹
ざ
れ
る
，

V

こ
ろ
で
あ
るj C

A

 Short 

H

F
 

■ p. 282
〕

。「

そ
れ
故
、
私
が
最
初
靜
止
®

に
あ
つ
て
說
所
か
ら
落
下
す
る
石
が
、
連
績
盼
に
速
度
の
新
な
壻
加
分
を
獲
得
し
て
行
く
の
を
觀
察 

-す
る
と
き
、
こ
の
や
:-
5
な
増
加
が
極
め
て
單
純
で
.む
し
ろ
嫌
め
眼
に
も
明
か
な
風
に
起
る
と
い
ふ
こ
と
か
信
じ
て
は
な
ら
な
い
だ
ら
ぅ
か
？
も 

し
い
4-
わ
れ
わ
れ
が
こ
.の
琪
を
注
意
深V

吟
味
す
れ
ば
、
■.わ
れ
わ
れ
は
、
い
0
<>
:
同
ニ
.風
に
繰
な
返
•さ
れ
る
附
加
乃
至
增
加
ほ
ど
眾
純
な
も
の 

•令
な
い
こ
1
を
見
付
け
る
の
'で
あ
る
。
時
間
と
運
励
と
の
間
の
緊
密
な
關
係
を
考
慮
す
る
と
.き
、
わ
れ
わ
れ
は
容
易
に
こ
れ
•を
理

解

す

る

、
.
と 

.

い
.
.ふの
は
、
運
励
の
.平
均
性
が
相
等
し
い
時
間
及
び
相
等
し
.い
.空
間(

か
く
て
:*
わ
れ
わ
れ
は
、
等
し
い
跹
離
が
等
し
い
時
間
に
過
¥
、-0-
れ
る

.c
-̂.
v
4-
-

l

*

s

••
.•
••

 

.

 
% 

•

■

と

き

渑

動

を

平

均

的

と

：
ょ

ぷ

)

牝
ょ
.■つ
て
限
定
さ
れ
見
つ
：こ
れ
ら
に
ょ
.つ
.て
表
象
さ
れ
る
の
.と
正
.に
同
.じ
く
、
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
風
に
、
相
等 

.
:t
:い
時
亂
を
通
•じ
て
.
.速览
^
附
撕
が
混
觀
ず
：る
こ
^
な
..
し
に
：起
る
の
を
表
象
し
.ぅ
る

の

で

あ

る

。
？
か

く

て

、

わ

れ

わ

れ

は

、

苟

く

%'
-
相

等

し
 

.ぃ
時
^
を
^

ル̂
^

0̂'
へ
相
鼻'し
:\
,
''#
^

運̂

動
^
與
へ
.̂:
:机
'̂
.
見̂

.
‘
|!
|
'
4¥'
^'
阶
1'
:
:
?
'
&
&
^
£
^

奶
$'
^
'|
>
>も
0
々

し

て5
お
1
く

.■■
■:£;

a

.-
'
>
5
iT*
'
;§
-
$.
-*
e

,

^

j-/
\
々
w

:

.

T

.

1

B :
.

cl:
:

:

.

^

l

.振
子
に
移
^
、
:-
振
子
を

:^
間
の
;.
1
定
に
利
用
サ
る
可
組

-#
を
評
價

..
^
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
跟
純
な
裝
遛
を
つ
く
つ
た
が
、
そ
れ
は
ト
子
が

 ̂

9
U

9

先
願
と
な
っ
た
。
更
に
、
ガ

-̂
レ
わ
攸
抛
物
の
合
成
運
動
を
疋
確
に
分
析
し
、.
ニ
.
a.丨
ト
ン
の
發
見
せ
る
か
の
平
行
四
邊
形
と
は
股 

>
9遷
の
平
方
四
邊
形
や
法
則
を
認
識
し
：'
如
た
、
.漂
的
の
最
初
の
方
向
が
牵
で
あ

.っ
て
も
な
く
て
も
靄
か
れ
た
徑
路
S

I
の
軸
を
も
一 

抛
物
線
マ
あ
っ
て
、
明
か
に
空
氣
の
抵
•■
«
!
;
及
び
.！g'-
'
i
s
の
力
の
方
.向
の
變
北
を
無
視
す
.る
こ
と
を
示
し
た
o
.從
來
*.
麗
は
讓
的
原
因
を
含
紫 

.
す
る
と
主
張
.さ
れ
て
來
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ガ
、

レ
オ
に
あ
っ
て
は
で
れ
は
渾
動
に
於
け
る
傻
化
に
っ
い
て
の
み
眞
で
あ
o
、
.時
間
と
络
間
> 

の
袖
象
が
彼
の
_

的
觀
念
で
.あ
っ
て
も
、
力
の
本
質
は
未
知
.で
あ
っ
た
。
力

の

變

化

に

動

は

、
工
場
作
手H

榮
的
勞
働
過
程
の
展
丽 

■に
ょ

る

微

分

的

槪

念

の

；
發

達

，に

f

、
數
學
1
以
て
i

は
れ
ね
ば
な
ら
f

っ
.た
。，

ガ
リ
レ
オ
は
、
其
他
、.自
ら
製
作
せ
I

遠
鎭
を
以
て 

天
髖
を
觀
察
し
I

だ
が
、
：す

V
.オ
.は
天
體
I

に
ま
で
そ
の
力
學
的
解
f

貫
徹
す
る
こ
と
は
I

.な
か
っ
た
、
天
と
地
と
の
力
學
的
級 

,
1

は

客
ニ H

丨
ト
y 

§
す
7フ
と
.
.ころ
で
あ
っ
て
*
エ
場
手
エ
.
的

嘉

は

、
.
ガ

リ

レ

オ

の

時

代

に

於

て

未

だ

支

挪

的

で

は

な

か

っ

た

か

ら
 

.
で
I
 

J
音
や
光
に
對
す
る
ヵ
學
的
解
明
を
な
し
、
材
料
强
弱
や
流
僻
靜
ヵ
學
上
に
幾
多
.の
貢
献
を
殘
し
た
が
、
就
中
、
彼
は
.r

主
と
，し
て 

: 1
に

康

を

カ

て

^

の
で
方
く
し
て
、
他
の
J

f
こ
れ
し
て
ゐ
る
宏
羞
調
し
た
。彼
は
蒙

•觳

4
。

歡

の

.
 

に
芷
f

論
識
を
與
へ
、『

ョ？1

き
い』

と
か
？

小

艺

』

と
か『

相
等
し』

.と
か

い

ふ

諸

齓

性

ル

不

定

の

置

^

^

^

^

一

 
定
の
各
部
は 
一
® 

に
比
較
し
.た
り
或
竹
不
f

量
を
一
定
の
量
と
比
較
す
る
こ
と
に
成
•立
っ
も
の
で
.は
な
い
I

を
結
論
す
る
に
至
り
，
ま
た
、襲

8
|

屋
 

て
.孓
不
定
で
も
な
く
1
て
各
指
定
さ
れ
た
邀
每
忙
一
致
す
るJA,J

と
を
喝
破
し
た
の
で
あ
る
へA

 Short Hist, 279286.

傍
^
-—

引
用
者)

0 

ガ
”
レ
オ
の
.カ
襻
的
•自
然
像
を
科
擧
史
的
に
み
ょ
.ぅ
と
.す
る
な
ら
ば
、勿
論
そ
れ
を
以
て
工
場
制
手
工
業
的
勞
働
過
程
に
於
け
る
勞
働
對
f
 

自
然
の
傲
的
抽
象
で
：あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
は
-
不

淹

分

で

あ

ら

，
ぅ

。

天

文

學

と

結

，
び

っ

い

た

方

法

論

的

計

1

所
產
-
諸
々

办
理
化
學
的
器 

具
の
質
^
?
£
1

麗

.絕

.^
哲
主
の
啓
蒙
的
ァ
ヵ
デ
ミ
ィ
の
設
立
.

(

1

5ハ
〇
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':
«
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ポ
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>
0
:
3
<
1
6
1
1
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分
を
全
部

0
か
ら

<0
.ま
で
の
連
續

-^
-
.
1せ
し
ル
た
の
で
ぁ
る
。
次
に
、
解
析
幾
何
の
發
見
は
、

か

Q

ル
ネ
丄
ア
カ
ル

'

(
K

e
n

w

 

o

n

 15
9
2
6
5
0

)

の 

D
i

s
c

o
i

 

d
e

 

l
a

 

m

rt
l
v
t

h

o

d

e
 

p
o

u
r

 

b
i
e
n

 

C
B

d
u

i
r

e

 

s
a

 

r
a
i
s
o
n

 

e
t

 

c
h
e
r
c
h
e
r

 

l

a

i

r

ifr
vd

l
l

e
s

 

s
c
i
e
n
c
e
s
,

 

1
6
3
7

に

於

て

、
殆

ど

_

餘

法

と

し

て

の

積

分

の

導

入

と

時

を

同

じ

ぅ

.し

て

行

は

れ

た

。

デ

カ

ル

ト

の
貢
献
ネ 

代
數
を
幾
何
と
結
合」

た
こ
と
で
も
、
'-
^

標
刺
の
使
用
で
も
な
く
-

_
-

と
い
ふ
の
は
こ
れ
は
ユ

1
ク

リ

ッ

ド
の
時
代
か
ら
行
は
"■ど
ゐ
た
か
ら 

——
H

ァ
カ
ル
ト
の
な
し
.た
偉
大
な
飛
躍
は
、j

の
方
程
式
と
そ
の
座
標
が
そ
の
方
程
式
を
滿
足
す
る
ー
點
の
幾
何
學
的
軌
跡
が
•
相

等

し

い

こ 

と
を
認
め
た
こ
と
で
‘
つ
た」

(
i
b
i
d
.
,

 

p
.

 

3
S

O

彼
は
。ハ
プ
ス
が
提
出
し
た
歷
史
的
な
幾
何
學
的
問
題
丨

一
點p

.

か
I

個

の

與

へ

ら

れ

直 

線

に

麗

が

下

襄

、
n個
の
他
の
與
へ
ら
れ
た
線
分
に
も
下
さ
れ
る
。
晶

の

羅

の

積

は

晶

の

議

ハ

，
?

一
 
定
の
_

に
あ
る
と
き
、
點 

F

の
軌
跡
を
求
む——

を
バ
ブ
ス
が
證
明
な
し
にm

=
n

=
2

な

る

故
軌
跡
は
阊

錐

曲

線
を
な
す
と
の
ベ
た
の

に

、

代
數
的
に
解
決
し
，
.
こ
と

今
こ 

已
に
こ
の
考
へ
を
示
し
た
の
で
あ
る
。(

尙
、
デ
カ
ル
ド
に
つ
い
て
竹
、F

r
a

n
z

 

B
o

r
k

e
l

 

D
e

r

 

U
e

b
e

r
g

a
n

g

 

v
o

m

 

H

 

I

 

f: 

e
d

i
d

i
e

n

 

W
e
l
t
b
i
l
d
,

 

S
t
u
d
i
e
n

 

z
u
r

 

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

d
e
r

 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e

 

d
e
r

 

M
a
n
u
f
a
t
u
r
p
e
r
i
c
d
e
,

 

P
a
r
i
s
,

 

1
9
3
4

 

デ
カ
ル
ト
。
章
こ
、
■優
1

た
分
析
力
あ
る
の
で
參
考)

0
_餘
法
の
發
見
は
、
ヶ
フ
ラ
ァ
と
イ
タ
リ
イ
人
ボ
ナ
ヴ
エ
ン
チ
ュ
ラ
•力グァリイリ、一瓦しぺ丨一六

^

J

〕 

と
に
腐
し
、
以
て
積
分
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
曲
線
の
長
さ
或
は
m
線
で
か
こ
ま
れ
た
圖
形
の
面
積
乃
至
は
他
面
で
か
こ
ま
れ
た
産
の
隐
積 

の
測
定
は
ァ
ル
キ
メ
デ
ス
に
も
見
ら
れ
る
が
"
ヶ
ブ
ラ
ァ
は
自
ら
覽
し
た
楕
圓
軌
道
の
，假
定
か
.ら
、
.
楕

岡

の

圓

周

の

長

さ

を

決

定

す

る

問

題
 

に
當
商
し
た
。
彼
はa

及
びb

が
半
軸
な
る
場
合
八a

十b)

な
る
近
似
値
を
與
へ
た
が
、
そ
れ
は
圓
？

b
)

の
場
合
に
は
正
確
で
あ
り
多
く
の 

遊
星
の
軌
道
に
於
け
る
や
ぅ
にa

とb

と
が
殆
ど
等
し
け
れ
ば
全
く
近
.か
つ
た
の
で
あ
るc

ヶ
ブ
ラ
ァ
は
一
六
一
五
年
の
著Nova

‘ Stereomet 

m

 

I

n

i<5i
l
o
r
u
m

に
於
て
囘
轉
面
に
よ
つ
て
か
こ
ま
が
た
多
く
の
立
體
の
容
積
を
決
定
し
た
が
、
彼
は
ギ
リ 

'
ゾ
ャ
的
方
法
H
r極 

盡
法」

(

多
角
形
に
よ
っ

て
阊
の
而
積
を
は
か
る
方
法)

に£

ふ
る
に
、
ま
づ
立
體
を
斷
而
に
分
け
て
こ
れ
の
總
和
を
求
む
る
と
い
ふ
方
法
を
以 

て
し
た
。
し
か
し
、
彼

は

響

な

麗

系

、
.器

な

霞

概
念
、
.蕖
的
な
求
和
方
法
を
缺
い
て
ゐ
た
。
彼s

考
へ
に
比
し
て
、
力
.：：
リ
丨
リ 

の
そ
れ
は
、
遙
か
に
よ
く h

場
制
手h

業
的
勞
働
の
讓
性
を
數
學
的
に
反
映
し
て
ゐ
る

.0
皮
の
探
用
し
た
考
、

i

1テ
ヒ
ノ 
ロ
ギ
イ」

の
系
譜 

六

七

三

(

二
0 
ニ

〕



1
I
知

1

s
u
u-
sl'-
es-
fi
-
J
y
y
l
l
i
l
J
^
l
y
n
u
J
t
J
M
^
l
u
^
J
W

テ
ヒ
ノ
“
ギ
ィ
の
茱
螫 

.
.
.

.
穴

七

卧

(

i
'
l
o 
ニ j)

數
か
ら
な
り
.
Ef
i
iは
無
限
大
の
線
か
ら
な
り
•
立
體
は
無
限
大
の
面
か
ら
な
つ
て
ゐ
た
が
、
'彼
は
後
に
こ
れ
を
ば
、「

い
か
な
る
赀
も
、
相
互
に 

ど
ん
な
所
擬
の
比
率
を
も
も
つ
よ
ぅ
に
し
ぅ
る
無
限
大
の
小
貴
に
、
こ
れ
を
分
割
す
石
こ
と
が
で
き
る」

と
い
ふ
假
定
に
恶
い
て
訂
1£
.し
、
こ
れ 

に
よ
つ
r
抛
物
^
及
び
_
1«
|
線
を
含
む
茴
積
問
題
を
解
決
し
た
0
.こ
れ

と

交

る

、
ー
一
つ
の

J
f̂T
線
の
長
さ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
而
_
を
比 

鉸
す
る
と
い
ふ
原
則
は
、
.楕
_
に
ぁ
っ
て
は
、
こ
れ
を
楕
圓
の
主
軸
を
そ
の
直
徑
と
し
て
も
つ
圓
と
此
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
容
！

：！

に
訛
明
し

'る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
.ま
も
し
闾
の
半
徑
を
2
こ
れ
.に
垂
直
.な
楕
1
の
半
軸
の
半
分
を
1
5と
す
れ
ば
.
o

W

o
W

<

左
阖
參暇

：}

o

w

c

w

b

と
な
る
0ク」

の
阊
の
面
積
は
楕
阊
の
面
積
に
對
し
て
も
同
じ
關
係
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
嚴
密
で
は
な
い
乍
ら
も
ヵ
バ
リ
ー
リ
が
や
り
と

げ
たjiK

さ
か
ら
面
積
へ
の
移
行
は
、
必
ず
し
も
面
積
は
平
行
線
の
總
和
か
ら
な
る
と
い
ふ
誤
れ 

る
假
定
を
伴
ふ
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
同
じ
や
ぅ
な
方
法
は
.明
か
に
體
積
に
も
應
用
す
る
こ
と 

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
近
代
數
學
の
最
も
興
味
あ
り
®
要
な
過
程
'の
一
た
る
積
分 

法
は
、先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
るabid,, p. 315-6)0

他
方
に
於
て
、
微
分
へ
の
道
は
ピ
エ 

ル
•デ
？

フ
エ
ル
マ
ァ(

一
六
〇 
一I

六
五)

に
開
か
、れ
た
と
い
は
れ
る
が「

一
六
三
六
年
、
フ
ヱ

ル
.マ.ァ
は

-
と
ダ
ル
ム
ツ
、
テ
ジ
タ
ァ
は
齿
げ
て
ゐ
る

-
そ
の著

，，methodus ad dis

quirendum m
a
x
i
m
i

 et m
i
n
i
m
u
m

:
に
於
て
、
あ
る
凾
數
'の
最
大
値
乃
至
最
小
値
の
決 

定
に
あ
る
計
算
を
用
ひ
た
が
、
そ
の
際
彼
は
ニ
つ
の
大
い
さ
の
差
そ
れ
故
ま
た
直
接
に
二
つ
の 

從
屬
せ
る
大
い
さ
の
差
を
極
微
な
も
の
と
な
し
た
。
故
に
恍
は
微
分
法
の
一
.部
の
發
明
者
で
あ
るJ(Darmstaedters, S

.
1108 〕

。
「

微

分

法
 

の
眞
の
發
明
者
た
る
プ
ヱ
ル
マ

T
は

こ

の

方
法
を
ば

、

低
.次
の
極
小
と
比
較
さ
れ
た
場
合
の
高
次
の
極
小
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
る
有
限
差
の 

計
算
法
か
ら
由
來
す
る
も
の
と
考
へ
た
や
ぅ
に
思
は
れ
る
：
：
そ
れ
以
來
ュ
ュ
ー
ト
ン
ぼ
、
そ
の
微
分
O'
方
法
に
よ
つ
て
、
こ
の
計
算
法
を
よ 

り
分
析
的
に(

傍
點
丨
引
用
者
>に
し
、
ま
た
そ
の
ニ
項
定
理
の
發
明
に
ょ
っ
て
こ
の
方
法
を
眾
純
化
し
|
_般
化
し
た
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

-
Hts
め

て
幸
ぁ
-^
考
べ(

か

の
シ
ン
ボ
ル
や
初
涉
的
公
式
|
引
用
者)

^

て̂
微
分
法
を
豐
富
に
し
た(

ラ
ブ
ラ
ス)

し(A
 sho^t Hist., p. 
3
3
8
.
5
0

プ
丨 

ノ
マ
.ア
の
解
析
幾
作
•整
數
論
*砲
维
論
に
關
す
る
貢
献
を
®
く
措
き
、
こ
人
に
巳
に
.ュ
ュ
ー
ト
ン
を
登
場
さ
せ
わ
ば
な
ら
な
、
0ィ
ギ
リ
ス
3
本 

格
的
なH

場
制
手
工
業
的
勞
働
過
程
に
於
け
る
自
然
の
量
的
抽
象
の
數
學
的
改
作
若
、
ア
ィ
ザ
ッ
ク
4
-ュ
丨
ト
X

r
ハ
四
ー
ー
ー
i

一
セ」

の 

■

科
學
像
及
び
早
く
も
非
合
理
主
_
化
せ
る
市
民
的
世
界
觀
の
分
析
は
こ
れ
を
他
日
に
.期
す
る
が(

例
へ
は
、B
。
へ
ッ
■セ
ン
1
一
一
ュ
ー
ト
ン
の 

ブ
リ
ン
シ
ピ
ア
に
關
す
る
社
會
經
濟
的
恶
礎」

參
照
ソ
、彼
の
諸
業
績
が
已
に
一
六
六
五
华
臺
に
萠
芬
し
、
そ
の
後
の
研
究
は
か
の
栽
礎
的
過
程
の 

展
開
に
つ
れ
て
1 古
典
的
完
成j

に
'費
さ
れ
た
こ
.と
は
、特
.徵
的
な
こ
：と
で
ぁ
る
。「

一
六
六
五
苹
の
初
頭
に
I

と
立
ュ
I
ト
ン
は
言
つ
て
ゐ
る 

'私
は
漸
近
級
數
の
方
法
と
住
意Q

一
 

5
式
の
任
意
の
ベ
キ
を
か
か
る
級
數
に
直
す
こ
と
に
對
す
る
規
則
と
を
發
見」

ま
し
た
。
同
.部
五
月
* 

私
は
ダ
レ
ゴ
リ
ィ
及
び
ス
ル
シ
ア
，ス
の
爪
切
の
方
法
を
、十
一
月
に
は
直
接
微
分
法
を
、翌
年
の
ー
月
に
は
虹
の
理
論
を
發
見
し
續
い
て
芄
月
に 

は
私
は
澳
凾
數
の
微
分
法
に
入
り
ま
し
た
。
そ
ふ
て
•同
年
、私
は
月
の
軌
逋
に
及
び
引
力
に
.つ
い
て
考
ベ
始
め
、
：
：
住
意
の
ニ
惑
星
の
公
轉
週 

期
の一 
ー$
は
そ
れ
ら
の
軌
道
の
中
心
よ
り
の
.距
離
の
三
酿
に
比
例
す
る
と
い
ふ
ヶ
ど
フ
7
の
法
則
か
ら
、
.私
は
惑
星
を
そ
の
軌
道
に
と
め
て
お 

く
カ
は
そ
れ
が
.そ
の
ま
は
ヵ
を
闾
轉
す
る
中
心
か
ら
の
そ
の
01
離
の
自
乘
に
比
例
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
推
定
し
、
且
つ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
月
を
そ 

の
軌
道
に
保
つ
E

要
な
力
を
地
球
の
表
面
へ
の
引
力
と
比
較
し
、
兩
者
が
ま
.づ
殆
ど
對
應
す
る
こ
と
を
覽

し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
全
部
は 

.1

六
六
五
年
と
一
六
六
六
年
と
の
.ペ
ス
ト
の一

一
年
間
K
於
け
る
こ
と
で
し
た
、
と
い
ふ
の
は
，
私
は
.そ
の
時
分
麗
に
對
し
て
若
い
盛
り
で
ぁ 

I

し
た
し
、
そ
れ
以
後
の
い
つ
の
^
よ
り
も
數
學
や
哲
學
を
心
に
か
け
て
ゐ
た
か
ら
で
す」(w. w

.
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B
a
l
l
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M
a
t
h
e
m
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t
i
c
a
l

 

G
a
z
f

 

J£y, 

S

4 fi 

A

 

s
h
o
r
t

-s
l

s
t
, 

p
、

s

、
。

|ー
 

ュ
丨
ト
ゲ
は
.ラ
テ
ン
語
で
一
六
七
一
年
に
書
か
れ
一
七
三
六
年
に
1*

コ
ル
ソ
ン
の
煎
譯
に 

よ
つ
て
公
け
に
'$
れ
た

T
h
e

 

M
e
t
h
o
d

 of 

F
l
u
x
i
o
n
s

 

a
n
d

 

I
n
A
n
i
t
e

 

S
e
r
i
e
s

に
於
て
、
曲
線
の
理
論
に
結
び
つ
け
つ
つ
所
謂
微
分
法
C

I

 

I

ぇ

I

f〉

を
完
成
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
、A

 

に
ょ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
、
i

化
の
^

^
を 

通
じ
て
决
成
さ
れ
た
量(

s
ueno

を
根
本
的
な
思
想
と
す
る
,：變
化
の

m'
ii
'
か
と
い
ふ
考
へ
は
、
不

斷

に
自

ら

の
霖
的
蘐
寡
續
す
る
こ

と 

.「

テ
ヒ
/
ロ 

J

の
系
譜 

六

セ

五

s

o

r

e
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六
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六

o
一
 
0
5

)

 

な
し
に
は
存
花
し
得
ぬ
、
大
工
業
の
段
階
に
屬
す
る)

。n

ァ
ヵ
ル
.ト
.の
第
一1

卷
中
の
シ
ュ
ー
.テ
ン
の
註
釋
.の
な
か
で
、
プ
ヱ
ル
マ
-r
の
方
法
の

一

例

に

出

.
會

ハ

た

チ

ュ

.丨
ト
ン
は
—

と
ブ
ル
>
ゥ
ス
タ
ァ
ば
、
こ
の
成
立
を
簡
約
し
て
の
ベ
て
ゐ
る

-
、
こ
れ
を
未
知
數
の
べ
キ
を
も
っ

方
鐵
式
に
適
用
し
EL
っ
不
涪
M
の
增
加
分
吖
割
合
を
確
定
す
る
>«-
»
.と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
ら
の
增
加
分
を
彼
は
阶
?'
ヽ

と

よ

び

、
汶 

て
諸
傲
が
發
加
す
る
速
度
に
對
し
て
、
運
動CBOtions} 、

增
加
の
速
贬{Velocities of increase}*

及

♦ひ
紀
，

=
tt
'
^'
Q
u
x
i
i
;
}

と
、，
ふ 

名
を
與
へ
た
。
彼
枕
諸
量
が
割
り
切
れ
ぬ
數(indivisibles 〕

か
ら
成
っ
て
ゐ
必
の
で
な
く
*
運
動
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
^
へ
こ 

そ
し
て
、
古
人
が
矩
形
-̂
以
て
一
側
面
を
他
側
面
の
方
に
.引
き
よ
せ
る
こ
と
.に
よ
.っ
て
、
即
ち
、

一
面
を
他
面
の
上
に
運
か
し
て
矩
#
の
面
積 

を
辙
く
こ
と
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
ベ
た
や
ぅ
に
、

二
ュ
1
ト
シ
は
冊
線
の
而
積
を
以
て
縱
座
標
を
磺
座
標
の
方
に
引
き
よ
せ
る
.こ
と

*■ 

J 

. 

V
W 

; 

•

、
、
、
.、
へ.
、
'
'
'

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
な
し
、
あ
ら
ゆ
る
不
定
量
を
以
て
逋
績
的
增
加
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
な
-1
.た
。
こ
れ
故
に
*
侍
間
の
流
肋 

及
び
そ
の
諸
時
間
點
か
ら
し
て
、
彼
は
、
時
間
に
於
て
%
加
す
るj.

切
の
最
に
.は
流
動
量(sowing quantities 
ノ
と
、‘ふ
名
を
*
そ
の
增
Jn
の

«

1

4

9

^

'
•^
度
に
對
し
て
は
流
鼢
=
微
分
と
い
ふ
名
を
1
そ
し
て
時
間
の
諸
時
間
點
に
於
て
造
ら
れ
た
速
度
の
諸
部
分
に
對
し
て
は
做
•
と
い
ふ
名
を
與 

へ
た
.の
.で
あ
る
O'
ア
め
|
1ッ
ク
以
外
の
傍
點
丨
引
用
者
。
尙

*
こ
.の
場
合
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
.が
ホ
ィ
ヱ
ン
ス
よ
り
か
り
た
絕
對
空
間
汝
び
に
絕
^
 ̂

間
の
考
へ
を
想
起
せ
ら
れ
た
し
"
iA

 Short Hist, p. 335)0 
ー|
モ
ー
ト
ン
は
、
か
、
る
微
分
學
的
考
へ
に
裏
づ
け
ら
れ
た
機
械
學
を
、光

.5 

•
- 

i
 

•
+
< 

-K 

%■
%

'

,
 

~

の
現
象
に
貫
徹
し
て
は
光
の
粒
子
說
を
ぅ
ち
た
て
て
ホ
ィ
へ
ン
ス
.と
對
立
し
、
コ
ペ
ル,1

ク
ス
に
よ
っ
て
近
代
的
礎
石
を
お
か
れ
、
チ
コ
•ブ
ラ 

1
へ
、
ヶ
ブ
ラ
ァ
、
ガ
リ
レ
ォ
.に
よ
っ
て
築
か
れ
た
天
'艾
學
を
も
、唯
一
.の
機
械
學
的
原
理
か
の
三
っ
の
原
理——

の
も
と
に
統
割
し
た
o 

た
と
へ
ば
、
惑
星
の
運
動
と
ガ
リ
レ
ォ
の
扱
っ
た
抛
物
の
渾
動
を
比
較
し
っ
、
二
ュ
ー
ト
シ
は
、「

惑
趔
が
そ
の
徑
路
の
ぅ
ち
に
保
た
れ
得
る
の

は

-
とPhilosophiae Naturalis 

P
J
^
Q.
u
a Mafaematka, 1

6
8
7

の
中
.で
言
っ
て
ゐ
る

-
、
.抛
物
の
運
動
か
ら
明
か
で
あ
る
。
d

ぜ
ら
れ
た
石
は
、
そ
の
®
さ
.に
よ
っ
て
直
線
か
ら
偏
倚
し
v'
_
線

を

儘

い
て
地
上
に
落
下
す
る
。
も
し
よ
り
大
な
る
速
度
で
投
げ
ら
る
な
ら
ば
、
 

そ
れ
は
よ
り
遠
く
行
き
、
そ
..して
、

〗

.億
哩
の
曲
線
をH

き
遂
に
は
地
球
の
境
域
外
に
出
て
決
し
て
落
下
し
て
こ
な
い
や
う
な
こ
と
が
あ
り
う

る
で
あ
ら
ぅJcib

o:-.,. 
p 
W

W

W
 

V

o

.
1

罾

に
.

彼
ぼ
ラ
ィ
プ
.
一一.'ツ
ツ
の
.觀
分
觀
が
.暗
合
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て_

ぞ
れ
は
.ま
た
か
の
社
會
的 

過
程
の
世
界
史
的
性
格9

表

出

で

あ

つ

た

.
が

——

日
く
、「

か
の
極
め
て
熟
達
せ
る
幾
何
邀
表

0
,
0
,
ラ

ィ

ブ

*
ー
ー

 
ッ

ツ
と
私
自
身
と
の
間
の
約
十 

年
前
に
起
つ
た
通
信
で
、
私
は
極
大
極
小
を
決
定
し
た
り
、
直
線
を
引
い
た
り
、
類
似
の
運
箅
を
す
ろ
方
法
で
、
同
時
に
不
霞
や
有
理
的
な 

最
に
%■
應
用
で
き
る
方
法
を
も
つ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を

彼

に

：

$
：

げ
て
、Data Aequatione quotcunque Fluentes quantitates innolv 

I

2包ones 

I

f
 

et vice

1

^
と
い
ふ
文
章
を
含
む
_
倒
L
た
文
字
の
な
か
に
同
じ
こ
と
を
托
し
た
と
き
、
こ
の
秀
で
た
人
.
 

は
、
彼
も
亦
同
種
の
方
法
を
發
見
し
て
ゐ
た
の
だ
と
答
へ
て
-
.彼
■の
方
法
を
訊
ら
.せ
て
来
た
が
、
そi

は
言
葉
や
考
へ
の
形
式
を
除
い
て
は

そ

し

て

諸

量

の

產

作

と

.
い

ふ

考

へ

を

除

-\
,
'て
技
-
、

殆

ど

私.の
も
の
と
異
る
と
.-
こ
ろ
が
な
か
つ
た」

(David Brewsfer, 

Memoirs

of Sir 

I

 Newton, 1855, II, 

p
_
. 

2
a
.

尙
、

二
ュ
-
ト
ン
時
代
の

0'
然
科
學
史」

的
叙
述
に
釾
し
て
は 

，Friedlich 

Dannemann, 

vpir Werden der Natunvissenschaftlichen Probleme, Leipzig, 1928, S. 1301171

.を
參
照
o
v 

'

ダ
ン
ネ
マ
ン
は
、
自
然
科
學
的
硏
究
に
於
け
る
諸
拔
術=

研
究
手
段
の
.體
制
即
ち
諸
器
具
の
役
割
を
高
く
評
價
し
、
ガ
リ
レ
ィ
、
ギ

/y
f
 

ト
及
び
ヶ
ブ
.ラ
ァ
な
ど
の
諸
硏
究
‘の
近
代
的
性
格
が
、「

精
神
の
鼽
敏
化
の
た
め
に
最
も
®
要
な
補g

手
段
が
齎
ら
さ
れ
且
つ
そ
の
結
染
從
來
よ 

り
遙
か
に
深
く
_
然
を
見
て
知
る
二
と
が
可
能
に
な
つ
た
こ
と
に
よ
？

特
徵
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
.

」

と
い
？

ゐ
る(Danneman, ibid, S. 

異

• 

°
例
へ
促
、
^.
く
の
哲
^

!た
ち
が
、
產
な
络
間
や
讀
の
囊
や
空
氣
が
重
さ
を
も
つ
か
*或
は
地
球
の
中
心
の
引
力
に
引
か
れ
て
出 

て
來
た
^
の
か
、'と
ぅ
か
と
い
ふ
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
無
數
の
臆
測
を
た
て
て
來
た
。
十
七
世
紀
に
ゲ
工
リ
ツ
ヶ(

一
六
〇
一
丁
一 
ふ
ハ
八
六) 

が
現
れ
、
彼
は
自
然
科
學
S

域
で
め
馨
に
は
何
も
主
張
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
が
、
か
の
證
ポ
ン
プ
を
作
り
.

マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
半 

球
に
.よ
る
有
名
な
實
驗
に
よ
つ
て
氣
魃
の
存
花
を
謹
し
た
の
で
あ
る
。
だ

が

、

も
つ
と
多
く
の
も
の
を
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
研
究
家
に
負
ふ
て 

ゐ
る
。
彼
は
空
氣
の
重
さ
を
計
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
水
力
晴
雨
計
に
よ
つ
て
氣
謎
の
變
動
を
硏
究
し
、
.
そ
れ
か
ら
天
氣
を
豫
言
す
る
こ 

と
を
乳
み
た
。
長
さ
十
米
，の
水
力
晴
雨
計
の
代
り
に
、
次
に
便
利
な
水
銀
晴
雨
計
が
现
れ
た
。
f

リ
ッ
ク
は
&

ボ
ン
ブ
に
起
常
機
を
と
ゎ 

J
rヒ
メ 
ロ
ギ
5
の
.系
譜 

:

.
ハ
六
七
七
，

(
l
i
o
l
:

五)



I

t
 V

ぶ

ィ」

の

系

譜

.

、

.

. 

. 

.

六

七

八

(

ニ 

0
ー
 
六)

つ
け
た
。
.
_望
遠
顧
が
作
ら
れ
て
天
文
學
に
役
立
っ
た
。
顯
靈
が
坐
物
學
に
新
な
時
代
を
聞
い

^

©id, S. 84.

及
び
特
に
ゲ
丨
リ
ッ
ク
5 

獲
明
に
っ
い
て
はS

.
120-127

參
考)

。

し
か
し
•
ダv

ネ
マ
ン
の
見
解
は
、
社
會
的
生
產
霧Q

山
顆
に
立
っ
て
i
kオ&

ギ
イ
と
し 

て
の
自
然
科
學
を
誘
視
す
る
と
い
ふ
立
場
に
、.結
び
っ

け
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
-自
然
科
學
的
研
究
の
社
會
的
性
格
は
、
ま
づ
社
會
的
_

的

議
 

技
術
.に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
は
特
に
自
然
科
學
の
場
合
器
具
-—

勿
論
' 
器
具
を
使
ふ
方
の
立
場
を
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
治
っ
て

■

こ
れ
を
生
き
た
硏&
活
動
の
ぅ
ち
に
表
象
せ
ね
ば
な
ら
な
い(

「

技
術
の
.槪
念」

參
照

-
を̂
通
じ
て
貫
徹
さ
れ
る<j

し

か

し

、
勞

働

過

程

と

^

ま

繼

と

.は
、
は
は
、
そ
の
デ
イ
メ
；

V

チ
ョ
ン
を
II
-
に
す
る
の
で
あ
っ
て
*
兩
密
を
象
に
ア
ナ
ロ
デ
イ
に
よ
っ
て
結
合
す
る
こ
と
は
.
注

警

气 

わ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
例
へ
ば
、
か
の
デ

-
ヰ(

例「

獲

性

の

論

5

の
イ
ン
ス
ト
ル
；

ミ

リ

f
 

I
け
る
が
如
く
、
I

過
程
に 

於
け
る
技
術
の
长
勘
の
踮
倒
性
®
ら
、
飛
躍
的
に
議
の
世
界
に
く
す
ん
だ
馨I

を
叢
い
て
し
ま
ふ
か
ら
で
あ
る
。

十
七
世
紀
の
手H

業
的
技
術
に
制
約
さ
れ
た
科
學
的
諸
器
の
ぅ
ち
、
レ
ン
ズ
4
,察(

例
へ
ば
、
ガ
リ
レ
オ
の
謹
鏡
、
一
五
九
〇
年
の
オ
ラ 

K
タS

の
ガ
ラ
ス
.靡
き
の
顯
餮
チn 
•ブ
ラ
丨

へ
の
ゥ
•
ヲ

-i

ポ
ル
タ
の
麒
測
所)

、
f

レ
オ
の
眞
證
定
繼
喂
計

•天
种
•ト
リ
チ
ニ
リ(

一
 

六
〇
八—

一

ナ

例

七

、
の
-
銀̂
容
器
に
よ
る
眞
空
の
實
驗
.ゲ
ー
リ
ッ
ク
の
諸
器
具=

何
れ
も
實
驗
又
は
測
定
*
そ
し
て
特
に
ホ
イ
へ
ン
ス
の
 ̂

子
時
計
へ
器
具
と
し
て
の
面
：'
.な
ど
が
昊
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
-
こ
れ
を
他
B
に
譲
り
、
何
よ
り
もi

か
咖
な
叙
述
をEI

的
と
す
る 

.本
^

^

七
•
八
他
紀
の
カ
學~

丨
そ
し
て
や
が
て
こ
れ
は
ェ
學
と
結
ん
で
吵
く
ー
の
年
代
記
を
摘
記
し
て
、
次
章
に
移
る
。

‘

1

般
的t

械
學
に
っ
い
て
は

. '
一
 

五
七
七
年
？

ヴ
パ
ル
*S

、
荷
！
と
.力

は
そ
れ
ら
が
同
時
に
走
る
空
間
に
對
し
て
互
に
逆
比
例
の
關
係 

に
あ
る
こ
と
を
發
見
レ
た
が
、
未
だ
滑
卑
及
び
黯
へG

鬻

を

出

で
な
か
づ
た
に
反
し(

Daitaedters, ibid, s. 94
〕
、

ガ
リ
レ
オ
太 

惰

性

の

法

則

•
落

體

の

法

則

S

見
し
た
ほ
か
に
一
五
九
四
年
に
す
べ
て
の
機
械
學
的
■

に
於
て
は
，力
が
得
ら
れ
る
.に
比
例
し
て
空
間
が
失 

は
れ
る
と
、
ふ
普
遍
.法
切
を
發
見
し

た(Ibid.. S
.
10

)
。

一
 

2
ハ
九
年
に
は
*
才
ク
5

才~

ド
の
J
•
ゥ
；
リK

に
よ
る
剛
體
©
衝
撃
の
法 

則
の
發
見
、1

六
八
五—

八
六
年
に
ほ
か
の
r

f

yシ
ビ
ア』

の
出
現
、
そ
し
て
更
に
そ
の
近
代
化
は
、
力
ア
ル
マ
ル
ツ
ネ
に
よ
れ
ぼ
オ
イ
ラ

.ア(

一
七
三
■丨
六
年
に
完
成)

及

び

，
ダ

ラ

ム

べ

ヱ

，
ル

C.
1

七
四
三
に
.完
成〕

で
あ
つ
て
、
他
方
靜
カ
學
の
數
學
的
葙
礎
の
確
立
と
假
の
連
度
の
原
08 

の
樹
立
は
ラ
グ
ラ
ン
デ
工C

一
 
七
三
>\
丨

八
八〕

に
歸
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ(Karmarsch, Geschichte der Teuhnologie, 0

1
‘.Inchen,-18r72 

s. 

1
0」

。

麗
理
飾
に
つ
い
て
は
、

一
七一

O

年
ハ
ノ
ォ
バ
ア
の
フ
ォV

 

•
.
ラ
イ
ブM

ク

ッ
が
始
め
て
婿
り
議
と
轉
り
接
觸
と
を
麗
し 

(
D
l
t
a
e
d
t
e
r
,

 SS. 

I
.
一
 
七
芄
八
年
ド
イ
ッ
人
ゲ
グ
ナ
ア
更
に
フ
ヲ
ン
ス
入
ク
ー
ロ
ン
こ
れ
を
確
立
し
た
と
言
は
れ
る
が
、
こ
れ
ょ
巳 

•
に
產
_

命q

段
階
以
後s

i
i
s
i

す
る
。
材
料
謹
は
十
八
世
紀
の
中
葉
ま
で
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
は
、
蠭

的

、に
も
疆
的
に
も
不
発 

金
で
、
前
容
は
そ
の
試
み
が
餘
り
に
小
规
模
で
彈
性
を
考
慮
せ
ず
、
後
密
に
あ
つ
て
は
未
だ
極
め
て
非
經
驗
的
純
數
學
的
で
あ
つ
た
。
研
究
の 

目
漂
は
、
種
々
の
物
腊
の
分
裂
乃
至
破
壞
に
fl
し
て
必
要
な
力
を
一
定
.の
デ
'イ
メ
ン
デ
ョ
y
に
於
て
ま
た
一
.定
の
荷
m
の
も
と
に
於
C
發2

?
^

 

る
. ：：

と
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
結
梁
を
建
築
•機
械
製
作
に
應
It
J
す
る
が
た
め
に
は
、所
與
の
物
體
が
ど
の
程
度
そ
の
彈
性
限
界
內
で
荷
重
に
^

へ 

得
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
知
る
ま
で
待
つ
べ
き
で
あ
•つ
た
。
讓
作
す
る
强
さ
所
謂
剪
斷
內
カ
及
び
管
內
力
は
十
九
世
紀
後
半
に
な 

つ
て
提
起
さ
れ
て
來
た
こ
と
を
み
て
も
、
殺
術
の
科
學
に
對
す
る
作
用
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
材
料
强
弱
に
關
す
る
最
初
の
學
密
は
ビ
イ
タ 

ア
•グ
ァ
ン
•ム
ッ
シ
エV

フ
レ
エ
ク(

一
六
九
二ー

一
 
七
六
一)

で
一
七
五
六
年
と
さ
れ
る
§

§
&

&
月

羣

W 

2
8
.

尙
、
力
ア
ル
マ
ル
シ 

ユ
は
ー
七
六
ー
年
と
す)

0流
體
カ
.學
は
十
八
世
紀
中
葉
.ま
で
、
特
に
永
カ
學
に
つ
い
.て
は
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
か
ら
ガ
リ
レ
イ
に
至
る
停
滞
を
迪 

つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
iガ
リ
レ
イ
ば
一
五
八
六
年
液
腊
•靜
*
學̂
的
评B

i
l
a
n
c
e
s

を
つ
く
つ
た
が
、
こ
れ
は
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
に
立 

脾
し
つ
、
剛
體
の
特
殊
の
重
さ
を
®
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
五
八
七
年
シ
モ
ン
•ス
テ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
命
題
か
ら
所
謂
^
^
尺 

力
學
の
バ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
發
展
さ
せ
た
が
、
.そ
れ
に
ょ
れ
ば
液
體
は
自
分
自
身
の
重
さ
ょ
り
も
遙
か
に
大
な
る
踱
力
を
容
器
の
底
に
及
ぼ
す
こ 

と
が
で
き
、
そ
し
て
垂
值
面
及
び
斜
面
に
對
す
る
液
瞪
の
_
力
を
も
規
定
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
。
更
に
、
彼
は
交
通
管
£
の
水
の
平
衡
と 

い
ふ
命
題
を
確
立
し
た
。
し
か
し
、
.こ
§
南
法
則
上
に
ぅ
ち
た
て
ら
れ
た
水
腿
の
限
り
な
く
效
果
的
覽
は
、
英
人
J

•ブ
ラ
マ

T(

一
 
七
四
八 

.丨一

八
一
四)

が
、一

七
八
四
年
の
羽
.根
ボ
ン
ブ
を
覽
し
た
と
タ
に
實
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
ら

I
音

dter, 

s
. 

S. 98,. 99, 2
4
2

及

「

テ
ヒ
ノ a

ギ
ィj

の
系
譜 

,

六

七

九

-

.(

ニ
〇
ー
£
 

.



•

「

デ
：ヒ
ノ
ロ
ギ
イ」

の
系
譜
.- 

六
八
〇
.

(

ニ
〇

一
八)

•

び
Karmaisch, ibid., §

1

參
照
.

)

。

|

六
九
六
年
の
满
そ
時
計
の
發
見
を
以
て
知
ら
れ
る
。•

ホ
イ
へ
y K

は
、

一
六
六
七
年
に
水
は
夂 

結
す
る
際
膨
張
し
»
こ
の
場
合
の
膨
張
カ
は
極
め
て
欠
な
る
ご
と
を
、
水
を
充
滿
し
た
鐵
製
の
砲
身
が
水
結
の
際
破
裂
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
ょ 

:•
?

-!
し
た
，
R
に
一
六
！■

年
に
、
N •て
キ
イ
ュ
ン
チ
.は
種
.々
の
鹽
と
水
と
以
て
す
る
氷
結
.試
驗
を
科
學
的
H
的
の
た
め
に
行
ひ
、
永 

攸

米

綠

の

，
際

收

縮

-r

る
の
で
な
く
隱
す
る
と
い
ふ
こ
と
を

{證
し
た
が
、
こ
れ
は
ガ
リ
レ
イ
が
永
は
水
上
に
浮
ぷ
と
い
ふ
こ
と
か
ら
演
澤
し 

ナ

と

ご

.
ろ

で

あ

る
w-armstaedter, ibid., 
1

1

0

, 13
6
)
0

更
に
、
二
ュ
1
ト
ン
以

後

、

一

七

四

六

^

P8.
フ
ゥ
ギ
み
工
1

ル
^「

^
舶
^
一
 

を
公
け
に
し
、
<
6:
*ク
レ

.
ロ

オ

は

一

七

四

三

年

r

液
體
靝
力
學
の
諸
原
理
を
藉
り
た
ハ
地
球
形
象
論」

Q
T
hs'
r
i
e 

de 

i
a

thgure 

de la 

• 

I

f

 

,
f 
r d

e
.
r
h
y
t
t
a
l
e
o

を
著
し
て
、
靜
水
カ
學
を
進
め
、
特
に
ク
レ
ロ
ォ
は
、
後
者
に
於
て
始
め
て
部
分
微
分 

ぼ
程
式
を
展
開
し
、
以
て
液
體
の
一
部
に
任
意
の
力
が
作
用
す
る
場
合
*
液
體
.

9

平
衡
の
法
則
を
表
す
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
が
、
彼

者
 

た
ク
レ
ロ
オ
の
公
理
を
以
て
知
ら
れ
て
ゐ
る(Distaedter, ibid SS. 
1
00

3
, 185 〕

。

し
か
し
、
流
體
に
假
の
速
度
又
は
變
位
の
原
理
を
應 

用
じ
て
液

;|
§
靜
カ
學
の
.极
本
原
理
の
說
明
を
單
純
化
.し
、
こ
れ
を
剛
體
の
靜
カ
學
と
の
典
通
の
恶
礎
の
上
に
据
袅
た
功
績
は
前
述
の
如
く
、
數 

學
者
J
-
Lラ
グ
ラ
V
デ
广
で
あ
る
。彼
は
幾
多
の
數
學
的
業
積
の
外
に
.
、

f

七
八
八
年
、そ
の >

'解
祈
機
械
學」

に
於
て
か
の
原
理(das Prinzip 

der virtuelien Geschwindigk£ cd, der virtuellen verschiebmg

し
を
機
械
學
金
體
の
尖
頭
に
立
つ
公
理
と
し
*
こ
れ
を
ダ
ラ
ム
べ

ヱ
ル
の
原
理
と
結
び
つ
け
て
、

一
般
機
械
學
の
主
要
原
理
を
誘
導
し
た
。
液
體
赢
か
队
に
つ
い
て
は
、

一
六
八
七
年
”一
r

ト
ン
が
剛
體
の
動
.
 

力
^
•に
ょ
つ
て
證
の
渾
動
を
醫
せ
ん
と
し
て
經
驗
と
矛
盾
す
る
結2̂

を
來
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
後

*
一
 
七
三
六
部
始
め
て
.

54

流 

の
組
擊
の
理
論
'•麗

——
n

リ
オ
リ
ス(

j

八
ニ
九y

ナ
ヴ
ィ
エ
丨
ル(
一
八
三
八)

、
ヮ
イ
ス
バ
ッ
ハ(

一
八
四
六)

丨
^
さ̂
せ
、
i
つ
始
め 

.
て
容
器
の
ロ
か
ら
の
液
應
の
流
出
を
硏
究
し
た
ダ
二
エ
ル
•ベ
ル
ヌ
イ
、變
數
の
問
題
を
最
初
に
媞
起
し
一
七
一
七
年
變
位
の
原
理
の
一
般
的
® 

■^
性
を
認
識
し
た
‘ョ
ハV

•ベ
ル
ヌ
イ
、
十
八
世
紀
前
半
に
幾
多
の
微
積
分
學
光
學
上
の
功
績
を
殘
し
た
ほ
か
に
、
そ
の
著r

紀

一
 
七
彐 

六)

に
於
て
始
め
て
運
動
の
硏
究
に
解
析
を
適
用
し
、
砰
の
锂
論
を
完
成
し
ニ
七
五
0

年

に

永

萆

を

詳

論

し

：
て

_

っ

た

僕

を

ェ

夫

し

且

っ

傳

墙

裝
廣
を
發
見
し

-

”
£ハ
丑
年
に
囘
轉
齓
動
に
關
す
ス
種
々
の
研
务
ダ
行
ひ
同
時
に
隈
性
の
槪
^'
を
展
開
し
-
1-
に
そ
の
^
1の
故
見
^
,
展
開
し 

0

/

Uオ
ナ
7
ト
•
オ
イ
ラ
ア

1

七
P
-三
年
に
所
訃
タ
.
.ラ
ム
へ
主
ル
の
原
@-
.
を

ぅ

ちた
て
た
ダ
.ラ
ム
べ
エ
ル
、
に
よ
つ
て
動
水
力
學
は
展
Gf
l 

し
た
の
で
あ
る
が
、
V.
Jれ
は
^
に
.

一

七
一
七
年
に
ボ
レ
..エ
，一
が
水
の
流
I

象
に
對
し
て
行
っ
た
理
論
と
I

と
の
一
致
の
上
に
,

れ
た
の

で
あ
る(Dannstaedter, 

ibid S. 1
6
S
1
2

癸1

0

か
く
て
讓

f
靜
カ
學
の
數
學
的
蕭
は
、
大
工
業
の
段
階
に
入
？

、
ラ
ブ
ラ

ス

ポ

ァ

ソN

ガ
か
ス
に
よ
.っ
て
完
成
せ
し
め
ら
れ
、
種
々
の
孔
を
も
っ
貯
水
派
か
、け
の
永
の
流
出
や
河
。運
河
，導
管
内
の
水
の
運
動
に
關 

す
ろ
觀
察
は
、
巳
に
客
觀
的
必
要
に
迫
ら
れ
.
ミ
イ
ッ
チH & 
ノ

テ
イ
、
ベ
、s
チ
ュ
リ
イ
、
ヴ
ィ
r

ネ
以
下
證
の
學
表
が
十
九
世
初
頭

r 

帮
m
し
た
0(

K
a
r
m
a
l
,

 ibid, §
130

氣
I

び
に
熱
カ
學
は
•蒸
汽
機
關
の
發
展(

こ
れ
に
っ
い
て
は
、R

 

H. 

T
h
u
n
,

 A

 H
i
l

 

J

 the Growth of 
ぎ 5

?
?
w
n
g
i
n
e
,

 with 

p supplementary Chapter by 

W
.

 N, 

Barnard, N
e

名 York, 

1930 

p. 7S 

迄
.
及
び 

a'Matschoss, . Entwickhmg der 

D
a
m
p
f
m
a
s
c
h
i
n
e
2 Bde., Berlin, 1908, Bd. L 

を
參
照
、
尙
、
マ
ジ
チ
ョ
ス
自 

身

の

濫

約

に

つ

、

て

ぼ

 

A. Miethe, Die Teclmik.im zwanzigsten Jahrhundeit, 6 Bde., Braunschweig, 1911, B
d

 I 
を
參 

照

.0
ハ
ハ
ン
以
降
の
技
術
と
科
學
、
即
ち
蒸
汽
機
關
と
謹
論
と
の
關
聯
的
發
達
に
っ
い
て
は
、s

e
b
s
k
y
,

 

Uevolution 

des 

sience et 

techniques i
n
d
u
s
i
e
s
,

 

cRevue 

. 

H

e

,
 

193a 

N
o
.
仁
の
後
半
を
參
考)

、
賛

器

の

完

成(0. J
o
h
a
i
n
,

 

Geschichte des 

Eisens, s. 

s

iび Vogt, D
l
e
'
m
l
e
l
t
e

 Welt der E
l
d
i
e
n
,

 B
d

 II 

s
 

w を
參
照)

，
及
び
風
*
の
綿
密
な
硏
誶Vogt, 

ibid., B
d

 IL 

@
 B

を
參
照
s
來
主
と
し
て
傳
統
の
フ
f

sス
に
-
漸
次
碑
下
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、熱
に
よ
る
物
腊
の
ぎ
ハ
一
.
 

七
‘八
§

ラ
ボ
ァ
ジ
.エ
及
び
ラ
プ
ラ
ス
、
十
九
I

初
頭
の
デ
ユ
1
ロ
ン
及
び
プ
チ
イ)

、液
體
の
膨
張
0タ
ル
ト
ン
、
ヵ
ッ
プ
，
ピ
エ
i

何
れ 

も
十
九
=
?紀

.0
5
ざ
特
に
永
の
膨
張C

ハ
ル
フ
、ゾ
ュ
ト
レ
エ
ム
、
ス
タ
ム
フ
ァ
、
ム
ン
ヶ
何
れ
も
十
九
做
紀
初
頭)

、
氣
體
の
膨
張
ゲ
イ
リ
ュ 

サ
ノ
ク
が一

八0.

一
一
年
に
こ
れ
を
說
き
ル
ド
べ
ル
タ
、
マ
グ
ヌ
ス
、
レ
グ
ぐ
ル
に
よ
っ
て
證§

：;

及
び
.私
屬
溫
度
計
な
ど
み
か
大H

業
.以
際 

き
と
に
麗
し
て
ゐ
る
。
但
し
、
輻
射
熱
の
研
究
に
っ
い
て
は
、
一
六
八
一
一
年
に
E
。
マ
リ
オ
ッ
テ
が
幅
射
熱
に
對
す
る
ガ
ラ
ス
の
研 

「

ミ

ノ

；

イ
i

i

.
 

. 

六
八 
一

i

.一
 
さ

r

'

H

:

, 

泰

潘

询

I

n

霸



'

「

テ
.ヒ
ノ
ロ
ギ
イ」

'の
系

譜

.

'

.

穴
八
ニ

.

,
0
1
0

 
ニ
.
8

究
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
こ
れ
を
觀
察
し
た
こ
と
が
规
ら
れ
て
ゐ
る
o (Darmstaedter, ibid. S

.
147)0 

,

(

註)
H

場
制
手H

業
に
於
て
は
、
本
論
に
巳
述
せ
る
如
く
、
勞
働
が
精
密
に
分
祈
さ
れ
る
結
聚
、.勞
働
對
象
は
、
質
的
に
規
定
さ
れ
た
過
程
が 

.
介
入
す
る
こ
と
な
し
に
、
單
な
る
材
料
と
し
て
*1

般
的
人
間
勞
働
莪
體
と
し
て
、
勞
働
者
に
提
供
さ
れ
る
。
か
く
て
.
勞
働
過
程
は
、
材
料 

の
質
的
特
色
が
部
分
勞
働
者
に
と
っ
て
の
み
重
要
で
あ
り
"
全
體
勞
®

lc
A
3っ
て
は
主
要
で
な
い
よ
う
に
、
組
織
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
即 

，'ち
、
勞
働
の
組
織
化
に
當
っ
て
は
、
た
义
て
總
の
材
料
の
一
般
的
特
質
た
る
、
大
き
さ
-
形
狀
、
重
さ
、
硬
さ
典
他
の
、
直
接
に
fl
的
.•規
定 

し
う
る
も
の
の
み
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い(

ボ
ル
ヶ
ナ
ゥ)

o
さ
れ
ば
、
■一
 
七
芄1

年
か
ら
一
七
八
ニ
年
.の
間
に
、
.ま
だ
ド
イ
ッ
や
イ
シ
グ 

ラ
、s
ド
に
錬
金
術
肺
が
存
在
し
た(Karmarsch, ibid, s..3

0
)

ほ
ど
な
：の
で
あ
り
、
凌
た
ヵ
.ァ
.ル
マ
ル
シ
ュ
に
よ
れ
ば(

三
三1

0
0
*

一
 
七
五 

〇
年
の
頃
•
化
學
は
未
だ一

般
の
坐
活
は
愚
か
大
部
分
の
產
業
にA

J

っ
.て
未
知
で
あ
り
、
研
究
は
素
朴
に
定
質
的
で
萣
遛
的
で
な
く
、
ブ
ロ
セ 

ス
は
未
だ
顕
慮
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
從
っ
て
分
析
化
學
け
存
花
し
な
か
っ
た
。
M
に
、
科
學
的
な
テ
ク
二
ッ
ク
ス
も
な
け
れ
ば
-
試
藥
に
關
す 

る
知
識
も
尙
幼
稚
で
あ
り
、
裝
置
其
他
の
補
助
手
段
は
極
め
て
.貧
弱
で
あ
り
、
そ
れ
故
日
常
の
物
體
の
成
分
や
素
材
の
遛
は
極
く
堺
純
に
考
へ 

ら
：れ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
o-
そ
し
て
、
現
在——

即
ち
.

一

八
七
七
年——

發
見
さ
れ
た
元
素
の
う
ち
の
四
分
の
三
が
未
知
で
あ
つ
た
。
か
く
て 

十
七
世
紀
のH

場
制
手
工
榮
が
徵
い
.た
も
の
は
、
依
然
數
學
的
に
把
搌
さ
れ
た
技
術
の
カ
學
像
で
あ
り
、
自
然
の
中
の
化
擧
的
法
則
は
機
械
擧 

■的
法
則
の
中
に
'沒
人
し
た
の
で
あ
っ
て
、
.こ
れ
は
十
六
世
紀
宋
以
來
1'
.
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
ハ
•—
•
四
九
三
丨
ー
五
五
ー
。
ス
イ
ス
の
醫
學
褒
及
ぴ
冶 

"
金
場
密
、
一
五
ニ
〇
年
始
め
，て
距
鉛
を
固
宿
の
金
屬
な
り
と
規
定
L

V同
年
始
め
て
綠
甄
か
ら
そ
の
中
に
含
有
さ
れ
た
願
栽
に
從
っ
て
明
礬
を 

區
別
し
11
っ
.水
中
の
鐵
分
を
沒
贫
子
酸
に
よ
っ
て
测
定
す
る
こ
と
を
敎
へ
1
一
 

五
ニ
六
部
化
學
的
投
藥
•即
ち
鉛
製
劑
•ァ
ゾ

チ
モ
二
イ
性
藥
¥
 

硫
赀
乳
•丹
驛
•鐵
製
劑
を
以
て
、
臨
床
醫
蜞
上
新
紀
元
を
_
し
、同
年
始
め
て
蒸
汽
浴
を
使
用
し
、觅
に
一
五
六
六
年
氣
象
術
の
書
を
蓉
す_

 

ダ
ル
ム
シ
ユ
テ
ッ
タ
ァ
に
よ
^

Vの
努
力2

後
の
揀
金
術
的
停
滞
の
う
ち
に
.示
^
れfo 。

十
七
仳
紀
に
於
け
る
對
自
然
現
^,
仏
^\
0
队̂
^

 

の
提
起
が
ぃ
.か
に
カ
學
的
で
ぁ
る
か
は
、
'か
の
當
時
.の
學
界
-̂
'̂
齟
せ
る
ロ
ゾ
ド
ン
王
立
協
會
に
於
け
る
會
合
に
表
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、「

わ

れ
わ
れ
の
仕
事
は——

と
ゥ
ォ
リ
ス
博
士
は
|
六
九
：：
年
の
諸
會
合
に
つ
い
て
記
し
て
ゐ
る
|

、
:

物
理
學

‘解
剖
學

•幾
何
學
•天
文
頌

*
 

航
海
術
•磁
氣
學
•統
計
學
•化
學
そ
れ
は

.

0

|

0-^
と
い
ふ
古
め
か
し
い
名
で
よ
ば
れ
.て
ゐ

る

ー

引

用

密

、

カ

學
.自
然

搜.驗
な

ど

に

『

係
 

す
る
や
う
な
哲
學
雙
疑
を

f

且
つ
考
へ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
國
の

A
外
の
こ
れ
ら
の
硏
费
び
そ
の
培
養
の
狀
況
と
典
に
。
ヤ、
こ

、 

•

わ
れ
わ
れ
は
血
液
の
循
環
、
血
管
の
辦
、
.内
臟
の
血

/
,̂

y V

•ハ
管
、n

ペ
ルf

一
 
ク

ス
の
假
定
、
董

及

び

新

星

の

靈

、
木

疆

、
篇

杉
 

(

そ
れ
は
、
當
時
出
現
し
た
の
で)

、
太
陽
の
黑
點
及
び
太
陽
の
自
分
自
身
の
軸
上
で
の
闾
轉
、月
の
凹
凸
と
月
面
圖
貪
及
び
水
禺
の
湩
々
，相
、
 

望
讓
の
及
び
そ
の
目
的
の
た
め
の
ガ
ラ
ス
硏
磨
の
進
步
改
良
、
空
氣
の
重
さ
-
眞

空

及

び

そ

れ

.
の

自

然

の

嫌
忌
の
可
能
性
乃
至
不
可
能
性
、

.
水
銀
に
於
け
る
ト
リ
チ
ヱ
リ
の
實
驗
、
重
い
#
體
の
落
下
及
び
そ
の
際
の
加
速
度
な
ど
を
、
同
じ
や
う
I

然
の
他
.の
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
ー
丨

そ
め
坪
の
あ
る
も
の
は
ホ
ゾ
の
新
覽
で
<

あ
つ
た

-
と
.

I

緖
に
、
そ
し
て
§

さ
う
一
般
に
は
知
ら
れ
て
な
く
現
在
の
や
う
に
醫
さ
'
て

厨
ら
ぬ
あ
る
も
の
を
も
-
論
じ
ま
し
た
。
ブ
ロ
1
レ
ゾ
ス
の
ガ
リ
レ
オ
及
び
ブ
Z
グ
ラ
ゾ
ド
の
サ
ア
•フ
ラ
ン
ン
ス
•ベ
イ
コ
ン(

ロ
m

 

ル
ラ
.

O

の
時
代
か
ら
、
イ
タ
リ
イ
や
フ
ー
フn

ス
や
ド
イ
ッ
や
其
他
の
海
外
の
地
や
ま
た
わ
が
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
も
培

蒸

さ

れ

て

ゐ

た

新
 

慕

f
 N

e
w

 philosophy)

と
よ
ば
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
に
腿
ず
る
他
の
も
の
と
一
緒
に」

、
> 

I

 
p

 
P 

0

簾

—

引
用
若〕

U
、

い
は
ゆ
る「

テ
ヒ
ノ
口
ギ
イ」

の
生
誕
と
變

_

技
術Q

近
代
市
民
的
カ
學
像
は
泛
十
七
世
紀
全
般
に
：於
て
成
立
し
、
他
方
そQ

市
民
的
經
濟
學
像
は
か

Q

W
ベ
チ
イ
以
來
令
ス 

ミ
ス
ま
で
約 
一
#
紀
お
く
れ
て
同
じ
工
場
泡
手
工
業
の
共
通
の

.母
'脸
の
上
に
育
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

の
近
代
市
民
的
技
衙

の

運

動

即

ち

雲

手

段Q

近

代

直

,

i

制

化

置

は

、
.

_
議

へ

Q

裊

S

S

證

奮

を

以

て

始

I

•業
革
命
即
ち

大
工
業
の
段
階
の
展
開
と
典
に
、
自
ら
の
自
然
科
學
像
-

-
そ
れ
ま

で
の
カ
學
の
發
展
を
も
自
ら
の
う
ち
に
總
括
的
に
含
藉

r
る
匕

_

め
ラ
ボ
ア
ジH

的段階̂

と歷史科學像

-
古
典
經
濟
學
の
リ
カ
ア
ド
的
段
階

-

―

と
の
統
一
の
可
能
性
を
自
覺

f
ハ
へ
き
段
階
に

.
「

デ
ヒ
ノ
卩
ギ
イ
，
の
系
譜 

,

六

八

三
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i
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六

八

四

C 
ニ
〇
ニ
ニ)

.
達
し
、
こ
こ
に
早
く

.も
素

朴

な「

テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
ィ」

の
生
識
を
み
た
、
と
.は
^
へ
ニ
つ
の
像
の
眞
の
統
一
的
把
握
は
近
代
：̂
民
^
の
^

.
 

.
判

的
克
服
の
上

に

の
み
ょ
く
こ
れ
を
鞲
築
し
ぅ
る
。
し
か
し
、
斯
學
の
主
觀
的
條
俾
た
る
化
學

•經
濟
學
の
生
成
を
措
き
い
は
ゆ
るr

テ 

ヒ
ス
ロ
.ギ
ィ」
の
生
誕
と
變
賴
と
；の
み
を
大
把
み
に
取
り
扱
ふ
こ
と
，
こ
れ
が
本
章
，の
目
的
で
あ
る
。

■

テ
ヒ
ノ 
.ロ
ギ
ィ
と
い
ふ
近
代
的
科
學
を
打

-ち
出
す
べ
き
客
觀
的
條
件
は
、大
ェ
業

0'
'
原
理
に
ょ
つ
て
創
出
さ
れ
る
も
の

.で
あ
る(

註
1)0 

.(

註
1)

大
ェ
業
の
此
現
は
、
歷
史
的
に
は
產
梁
軍
命
の
總
過
程
で
あ
る
。
し
.か
し
、史
乳
を
占
有
し
て
こ
の
過
程
や
分
析
し
叙
述
す
る
こ
と
.

H*

小
論Q

E

的
で
も
能
力
で
も
な
い
。
讓

$

は
、
勞

掣

段

を

堤

塵

と

す

巢

產

髮

の

肇

で

あ0
、

霧

的

變

革

S

機
と
す
る
社

.

會
的
分
業
の
編
成
替
の
過
程
，.隨
っ
て
ま
た
勞
働
手
段
體
制
の
近
代
的
形
態
の
盤
備
の
過
程
で
あ
る
。
技
術
的
變
革
の
勞
働
力
に
對
す
る
影
響
.

:
,
の
侧
而
は
、
い
ま
、
こ
れ
を
措
き
、
機
械
の
發
達
そ
の
も
の
の
技
術
論
的
意
義
は
巳
•に
こ
れ
を「

技
術
の
概
念
し
な
る
項
に
於
て
言
及
し
た
と
こ 

ろ
で
あ
る
が
、
技
術
の
變
革
を
襲
と
せ
る
產
業
部
門
の
構
成
變
化
の
、
ま
た
生
產
カ
再
建
の
歷
史
的
ブ
ロ
セ
ス
は
、
か
の
；
地
の
ぷ 

以
來
英
國
に
於
て
墨
的
に
遂
行
さ
れ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
工

場

掣H

業
は
1

の
如
く
、
必
要
勞
働
時
間
の
短
縮
を
、
早
く
も
己
れ
の 

.
意
識
的
原
則
と
し
で
喝
破
す
石
に
至
り
、
そ
れ
故
，'作
業
機
を
採
用
し
人
間
的
動
力
に
對
し
て
自
然
的
動
力
を
代
え
る
こ
と
を
渴
詔
す
る
0
已 

に
*

一
六
六
三
年
ゥ
ォ
1
セ
ス
タ
ア
侯
ェ
ド
ジ
1
ド
，
ソ
マ
ア
セ
ッ
ト
の
發
明
に
か
、
は
る「

蒸
汽
衆
し
は
、
ポ
ル
タ
や
デ
•ヵ
ヴ
ス
の
そ
，1
が
單 

に
裝
飾
用
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
に
.反
し
、
ポ
オ
ハ
ル
に
於
て
揚
水
の
目
的
に
使
用
さ
れ
た(

詳

細

は

、

.
 A

 History of 

the 

,

,Gr
o
w
t
h

 of the S
t
e
a
m

 

Engine, 

N
e
w

 York, 

1939 

E
d
,

 

p. 19-23 
參
照
；

}■
◊

1ゥ
ォ
1

セ
ス
タ
ア
の
時
代
以
後——

と
.サ
ー
ス

ト
：

s

は
語
っ
て
ゐ
る——

、
.わ
れ
わ
れ
は
恐
ら
く
應
用
時
代
.と
名
付
げ
て
差
し
茭
へ
な
い
.や
ぅ
な
、
歷
史
的
段
階
に
入
る
の
で
あ
る」

。

い 

ざ

蒸

、0

下
が
お
他
ま
し
に
な
る
0
發
明
家
や
科
學
者
は
、
.全
力
を
あ
げ
て
*
道
を
淸
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
オ
ル
レ
ア
ン
の
，チ
ヤ
，ア
.
才 

丨
テ
ゥ
.プ
ア
ユ
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
先
驅
_者
た
ち
の
中
の
ー
人
で
あ
つ
た
が
、

一
六
七
八
带
始
め
て
ェ
ン
’チ
ン
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
^
る 

ご
と
を
提
案
し
'
.更
u
;

Ills

の
-ナ
藥H 

>
>チ
_
.̂
を
ェ
夫
し
た
。
後
者
の
中
、
第

.

I

の
も
の
に
於
て
は
"
爆
發
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
ガ
ス
を
以
て

络
氣
に
代
置
し
•
.か
く
し
て
得
ら
.れ
る
眞
空
が
空
氣
の
靡
力
に
よ
る
揚
水
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
第
二
の
も
の
に
於
て
は
、
火
藥
の
燃
燒 

に
よ
吵
で
6
き
起
さ
れ
た
ガ
'ス
の
^'
力
が
直
接
に
水
に
作
用
し
て
こ
れ
を
揚
げ
る
の
で
あ
り
-
第
三
の
も
の
に
於
て
は
、
蒸
汽
の
赌
カ
が
ピ
ス

- 

.
V

.
-
、

-
\
- 
、
 

、
 

•
. 

、
 

« 

\

ト
y
を
動
し
、
か
く
て
そ
のH v

デ
ン
は
多
く
の
作
業nr

的
に
結
合
し
う
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
熟
機
關
に
始
め
て
ビ
ス
.ト
ン
を
使
用 

す
る
こ
と
.に
よ
っ
て
、
ご
こU

本
格
的
な
蒸
汽
機
械
の
端
初
が
出
現
し
'
人
間
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
然
I

水
と
石
炭——
の
う
ち
に
ね
む
、
 

れ
る
カ
學
的
化
學
的
諸
力
を
引
き
出
し
得
る
可
能
性
を
取
得
し
た
だ
け
で
な
く
、
逆
に
こ
の
機
械
の
.勞
働
過
程
べ
の
編
入
に
よ
っ
て
、
自
然
の 

洗
則
を
'、
力
學
的
並
び
に
化
學
的
な
法
’則
と
し
て
把
握
す
る
た
め
の
技
術
的
手
掛
り
を
與
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
八O
年
、
ヒ 

ュ
广
ゲ.

V

ス
は
•「

姻
利
な
徂
し
持
ち
運
ぶ
こ
と
の
で
き
る
機
械
力
と
し
て
利
用
の
で
き
る
、
銃
火
藥
の
膨
張
力」

に
っ
い
て
言
及
し
，
最
初
の

、

、
、
、
■、

'、
、

、
*、
.

 

.V

エ
K
チ

ゾ

し
か
も
シ
リ
ン
ダ
ア
と
ピ
ス
ト
.、

s

か
ら
な
る
そ
れ
を
發
明
'し
た
。
海
峽
の
彼
方
- 

'
ィ
ギ
リ
ス
は
こ
れ
ら
の
大
陸
の
諸
國
よ
り
も
、
 

科
學
の
應
用
と
技
術
の
發
達
に
對
す
る
經
濟
的
地
盤
が
成
熟
し
て
居
た
が
、
特
に
か
の
チ
ヤ
ー
ル
ス
ヒ
.批
は
科
學
と
技
術
の
獎
勵
*-
開
發
に
よ 

つ
て
そ
の
_
史
的
使
命
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
か
.つ
た
の
で
あ
る
0
そ
の
治
下
に
於
て
.、
サ
ア

•
サ
ミ
.ュ
エ
ル
*
モ
オ
ラ
ゾ
ド
は
、
機
械
學
上
の 

そ
の
實
際
的
知
識
と
そ
の
發
明
上
の
天
す
と
に
於
て
か
の
ゥ
ォ
f
セ
ス
ダ
ァ
に
西
敵
す
る
も
の
'と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
彼
は
一
六
八
三
年
バ
リ
で 

出
版
し
た 
一
 

Q
L
e
s

 

Pricipes 

de la 

Nouvelle 

Force de 

Feu, invent

al'e par le 

'chevalier 

Morland, ran 1682, et 

p
r
s
s
e
n
f

 a saMajest

fD'
T
r

nvs
c
h
r
s
e
n
n
e
,

 1
6
8
3
0

の
な
.か
で
、「

水
が
火
に
よ
つ
て
蒸
發
せ
.し
め
ら
れ
る
.と
、

蒸

汽

は

'
、

水

が

占

め
 

た
：空
間
よ
り
大
な
る
^

—
1

一
千
倍
位——

空
間
を
必
齋
と
し
*
枸
朿
に
甘
ん
ず
る
よ
り
は
む
し
ろ
-
一
門
の
火
砲
を
'っ
ん
裂
く
.で
^
ら
う
0
し 

か
し
、
.こ
れ
を
靜
カ
學
の
法
則
に
應
じ
て
制
御
し
且
っ
科
學
に
よ
っ
て
或
る
捧
度
の
重
®
と
平
定
と
に
歸
せ
.し
め
る
な
ら
ば
-
そ
れ
は
そ
の
荷 

Ja
を(

岛
馬
の
や
う
に
-.
平
和
に
運
搬
し
、か
く
し
て
次
の
表
に
應
じ
て
そ
れ
は
人
類
に
特
に
揚
氷
用
と
し
て
極
め
て
有
用
た
り
う
る
で
あ
ら
う
°
 

.ご
の
表
は
、
永
を
平
分
滿
し
た
.シ
リ
ン
ダ
ア
に
よ
.っ
て.一

時
間
に
千
八
百
囘
に
茸
っ
て
六
吋
だ
.け
こ
れ
を
揚
げ
る
こ
と
の
で
き
.る
ボ
ン
ド
の
ナ

ム
バ
ア
と
夫
々
の
シ
リ
ン
グ
ア
の
直
徑
及
び
深
さ
の
ナ
ム
パ
ア
‘をM

i
s

す
る
も
の
で
あ
る」

と
‘の
べ
て
、
以
て
當
時
巳
に
彼
が
示
し
た
、飽
和
蒸

-

•

 

, 

* 

• 

. 

• 

.

「
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ヒ
ノ
ロ
ギ
ィ
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系
-
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六
八
'

六

.(

一51
1

四)

；

汽
の
.量
ど
靡
力
に
關
す
る
知
的
水
準
を
'示
し
て
ゐ
る
。
.こ
の
書
の
出
現
以
来
、「

多
く
の
機
械
學
者
は
熱
心
に
こ

の

問
題
I

蒸
汽
に
よ
つ
て
水 

を
揚
げ
石
こ
と
に
從
つ
た」

の
'で
あ
つ
て
、
.，已
に
堅
坑
を
可
成
り
の
深
さ
に
ま
で
掘
り
下
げ
、
排
水
の
必
要
を
痛
感
し
て
ゐ
た
卞
七
il
l-.紀
末
の 

イ
ギ
リ
ス
鑛
山
に
響
る
需
要
は
、
か
、
る
發
明
を
待
つ
て
ゐ
た
。
玆
に
、
•ハ
バ
ン
の
實
驗
.
セ
イ
パ
リ
イ
の
篇
は
*
彼
等
の
手
に
必
要
た
造 

置
を
お
い
た
の
I

る
。
.ト
1
マ
ラ
セ
イ
バ
リ
イ(

一

六
五
〇
丨一

七
一
六)

は
、h

ハ

九

八

年

に

^

^

當

時

は

育

よ

ば

れ

て

ゐ
 

た—

の
モ
デ
ル
を
ウ
ィ
リ
ヤ
，
t

、
の
裏
に
出
品

.し
て
直
ち
に
特
許
を
得
た
後
、當
時
完
全
に
組
織
.の
な
か
つ
た
i

l
に
そ
の
明
®
 

を
^
つ
た
が
こ
れ
に
よ

-̂
-は
丨
彼
の
機
關
は
ボ
イ
ラ
ア
B
を
熱
す
る
爐
A
か
ら
成
つ
て
居
り
、
こ
の
ボ
イ
ラ
ア
は
一
一
本
の
パ
イ
ブ
0
こ
1|
結 

し
、
C
は
二
り
の
銅
製
の
溜
汽
室
を
も
つ
て
ゐ
る
。
.一
一つ
の
溜
汽
室
の
鹿
か
ら
夫
々
一
本
宛
I

る
枝
パ
イ
ブ
が
導
か
れ
、
上
方
に
仙
つ
て
合 

し
て一

本

©「

押
し
丄
げ
パ
イ
プ
，
G
と
な
る
。
二
つ
の
溜
汽
室
の
頂
か
ら
夫
々
一
本
宛
パ
イ
ブ
が
導
か
れ
、
下
方
に
曲
つ
て
合
し
て
吸
込
パ
イ 

ブ
と
な
る
。
こ
れ
は
井
戸
の
底
ま
で
下
つ
て
居
り
、
'そ
の
井
戸
か
ら
水
が
吸
込
ま
れ
る
。
最
大
揚
程
は
ニ
四
フ
/

ト
で
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ 

る

.こ
のH

ン
デ
ン
の
作
'1
/
7
式̂
は
ま
つ
蒸
汽
を
ボ
イ
ラ
ア
で
起
し
て
、
コ
ッ
ク
を
開
き
*
.溜
汽
室
を
宠
す
。

コ
ッ
ク
を
閉
ぢ
、
溜
汽
室
内 

の
蒸
汽
が
凝
結
す
る
と
、
屋
が
で
き
て

*
大
氣
纖
力
に
よ

I

水
管
を
通
し
て
井
戸
か
ら
溜
汽
室
に
水
を
揚
げ
る
。g

び
コ
ッ
ク
を
開
く 

と
.
吸
込
管
の
中
の
逆
止
め
弁
が
f

、
‘蒸
S

水
を
押
上
げ
パ
イK

を
通
し
て
押
し
上
げ
•.そ
の
前
に
抑
し
上
げ
パ
イ
ブ
の
上
に
あ
る
逆
止 

め
弁
が
開
き
•
か
く
し
て
水
が
バ
イ
，フ
.の
f

;か
ら
排
出
さ
れ
る
。

口
ッ
ク
が
洱
び
閉
ぢ
、
蒸
汽
が
n
ひ
凝
結
し
-
そ
し
て
ま
た
^

デ
ン
が 

前
と
同
じ
様
に
作
動
す
る
。
彼
は
こ
の
や
ぅ
な
原
理
.の
、
ヱ
ン
デ
ン
を
ヶ
シ
；

s

ン
ト
ン
に
据
付
け
た
が
、
こ
れ
は
五
0
ボ
ン
ド
に
値
し
、

一
寺 

間
に
，

ガ

ク

I

水
し
• I

分
間
に
四
爵
汽
室

l

lb
、r

日
に

一
ブッシェルの石

I

使
つ
た
の
で
あ
る
。
セ
イ
•ハ
リ
イ
は
、
コ 

ム
ウ
才

1

ル
鑛
業
地
方
に
こ
の
エ
ン
.デ
シ
I

介
す
る
べ
く
、「

鑛
夫
の
友」

Q
T
h
e

 
M
i
l
s

 

F
I
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D
l
p
t
i
o
n
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W
a
t
e
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n
d

 the 

M
a
n
n
e
r

 

o
f fixing it 

 ̂

M

l
 

i
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I
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Uses it is 

applicable 

t
o
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a
n
d 

吕 A
n
s
w
e
r

 to the 

D

f 

tions a
l
s
t
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 p

l
e
d
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苳 

w
. 0
3
L
 L

o
ndon

)

な
る

」

册
子
を
書
、
て
更
に
こ
れ
を
改
沒
し
た
。
し
か
し
、
彼
め
機
關
は
、.安
全
弁
の
な
い
た
め
の

*

ホ
イ
ラ
ァ
燦
發
の
危
險

.

や
，
揚
程
路
離
の
饌 

少
さ
や
、
石
炭
消
費
額
の
莫
大
及
び
傳
熱
面
積
の
狹
少
な
ど
に
よ
：1

汽

.
製
造
上
の
浪
贗
や
、
ガ
ツ
ガ
ツ
と
熱
を
吸
收
す

る

冷

い

金
_

製

ボ
 

イ
ヲ
ア
か
ら
水
を
驄
逐
す
る
の
に
蒸
汽
が
膨
張
す
る
し
と
な
く
使
用
さ
れ
る
と
い
ふ
浪
費
や
の
た
め
に
、
鑛
山
に
廣
.く
普
及
す
る
こ
と
が
な
か
.
 

っ

た

。

セ

イ

バ

リ

イ

の

後

に

-

デ

f

n

リ
イ
ァ
ス
博
士
は
、
グ
レ
イ
ブ
サ
ン
デ
傅
士
と
共
に
一
七一

六
年
堪
ー
溜
汽
室
の
設
備
を
採
用
し
、

1

七一

八
年
に
は
球
狀
®

使
用
し
た
が
、
こ
れ
に
は
巳」

パ
パ

ン
が
用
ひ
た
鋈
弁
が
と
り
っ
け
ら
れ
S

り
、
細
い
.
S
形
の
蒸
汽
溜
を 

も
っ
て
ゐ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
は
噴
I

水
器
を
具
へ
て
ゐ
た
の
で
、
迅
速
に
眞
空
を
っ
く
る
こ
と
が
で
I

-っ
蒸
汽
溜
I

す
こ
と
が
で
き 

た
。
こ
の
や
ぅ
な
七
毫
S

關

'の
中
、
■最
初
の
も
の
は
ロ
シ
ア
の
ツ
ァ
丨
ル
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
が
、
そ
の
ボ
イ
ラ
ァ
は
五
乃
至
六
ホ
ッ
グ 

ス
ヘ
ッ
ドa

ホ
ッ
グ
ス
へ
ッ
ド
は
五
ニ
ガ
ロ
ン
と
ニ
分
の
一)

の
容
量
で
t

、

一
 
ホ
ッ
グ
ス
ヘ
ッ
ド
の
蒸
汽
溜
は
一
分
間
に
四
囘
滿
た
さ
れ 

旧
っ
空
に
さ
れ
：
水
は
1吸
入
に
よ
っ
て」

一
九
フ
ィ
i

揚
げ
ら
れ
、
且
っ
蒸
汽
隨
に
よ
っ
て
一
ー
フ
/

ト
更
に
高
く
揚
げ
ら
れ
た
。

一
七 

二
八
年
乃
至
一
七
.ニ
九
部
に
は
、
か
の
博
士
の
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
S

エ
ン
’チ
ン
の
あ
る
も
の
は
、

一
時
間
に
十
ト
ン
の
も
の
を
三
八
フ
ィ 

1
ト
だ
け
揚
げ
る
.こ
と
が
で
き
、
そ
の
値
は
管
系
を
除
い
て
八
〇
ボ
ン
ド
で
あ
っ
た(

T
h
i
o
n
,

 ibid p. 19-47) 。

他
方
、
一
六
七
五
？
イ 

ソ
グ
ラ
ン
ド
に
渡
っ
て
以
来
、
ナ
ン
ト
の
勒
令
の
撤
囘
に
よ
っ
て
遂
に
こ
こ
に
定
著
し
た
、

デ

I

パ
パ
ン
は
、
か
の
ホ
イ
ヘ
ン
ス
が
パ
リ 

に
移
っ
て
か
ら
そ
の
肋
手
を
務
め
て
ゐ
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
は
B 

.ボ
イ
ル
の
震
室
に
入
り
、
狻

式

讀

ボ
ゾ

プ
と
空
議
を
發 

明
し
た
當
時
溯
點
に
對
す
る
大
氣
踏
の
影
響
が
觀
察
の
對
象
と
な
り
、
ロ
パ
ァ
ト
•フ
ッ
クr

一
 
六
三
五
丄
七

0
三〕

に
よ
っ
て
、標
準
 ̂

踏
の
も
と
に
於
て
は
沸
點
は
ー
定
，猫
で
あ
る
こ
と
が
發
見
さ
れ
、
こ
の
パ
パS

の

漂

「

煮
溯
器」

C
D
i
g
l
3

に
よ
っ
て
*
密
閉
さ
れ
た 

場
合
の
蒸
汽
の
温
度
と
膨
カ
と
は
壻
大
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ジ’H

ス
タ
ァ
は
、

ネ
デ
と
蓋
とU

-

よ
っ
て
き
っ
ち
り
密
閉
す 

H

力
で
き
る
容
器
で
あ
っ
て
、
爐
に
か
け
て
湯
を
沸
か
し
、
.靈
の
重
な
蒸
汽
需
食
物
を
煮
る
こ
と
が
で
き
た
。
蒸
汽
艇
は
！
^

’
 

て
こ
の
上u

t
i
i
o

で
、
定
め
旦
っ
制
限
す
る
こ
と
が
で
I

。
更
に
、

一
六
八
七
年
の
力
の
空
氣
傳
導
Q

S
は
、彼e

汽
機
上
の
上
に
、 

フ
ァ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ」

の

屢

. 

.

'.

.
六

八
七

.

.

(

ニ 

0
ニ
苎



「

テ
.ヒ
ノ
ロ
ギ
イ」

の
系
譜 

.

.
六
八
八

べ

ニ

〇

1
1六〕

.

重
耍
な
發
展
契
機
と
な
っ
て
ゐ
る
。
力
が
有
效
な
地
點
晦
圍
で
、
.ま
づ
空
氣
ポ
ゾ

ブ
に
よ
っ
て
'

T
I
T
V
.

排
氣
し
、
パ
イ
プ
を
そ
れ
が
利
用
さ 

る
べ
き
遠
跑
離
に
導
ぎ
つ
\
、
そ
こ
で
ビ
.ス
ト
ン
の
，背
後
か
ら
空
氣
を
拔
く
と
、
ピ
ス
ト
ン
に
空
氣
の
臟
カ
が
働
く
た
め
に
ビ
ス
ト
ン
は
そ
れ 

.が
固
宏
さ
れ
て
ゐ
.る
シ
リ
ン
ダ
ア
內
を
後
退
-L
、
分
銅
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
"
後
者
の
大
き
ざ
は
ピ
ス
ト
ン
の
寸
法
と
排
氣
の
度
合
に
比
列 

す
を
。
メ

パ
ブ
は
ド
イ
ッ
に
於
て
こ
の
實
驗
を
、
其
の
後
更
に
擴
大
し
た
り
*
マ
ル
ブ
ル
ク
の
大
學
で
ヒ
ュ
1
ゲ
ン
ス
の
t
藥
エ
ン
デ
ン
.を
修 

圯
し
て
、
，も
っ
と
党
全
な
眞
空
を
得
よ
う
と
試
み
て
失
敗
し
た
後
、
空
氣
に
•蒸
汽
を
代
へ
、

a
っ
そ
の
凝
結
に
よ
っ
て
完
全
な
眞
空
を
得
る
こ 

と
が
•で
き
た
。
彼
は
か
く
て
、
凝
結
に
よ
っ
て
眞
空
を
得
る
最
初
の
。ヒ
ス
ト
ゾ

っ
き
蒸
汽
機
關
を
製
作
し
た
が
、
そ
.れ
は
ー
六
九c

年
の
.こ
と 

，
で

あ

っ

た

。

そ

れ

は

ビ

ュ

-1
グ

ゾ

ス
の
銃
火
藥
工
ン
；チ
ン
に
相
姒
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
彼
は
着
々
爐
や
ボ
イ
ラ
ァ
の
改
良
を
行 

ひ
、
始
め
て
火
室
と
熘
道
と
を
膝
備
し
、
.一
七
〇
五
年
.ラ
イ
プ
<
|ッ、ッ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
齎
し
た
セ
イ
バ
リ
イ
の
エ
ン
デ
ン
に
關
す
る
示 

唆
に
よ
っ
て
、

一
七
〇
七
年
フ
ヱ
レ
ク
タ
ァ
のH

ン
，チV

」(
H

レ
ク
タ
ァ
はV

ハ
ン
の
金
主)

を
發
明
し
た
。
こ
れ
は
、
安
全
弁
の
あ
る
ボ
イ
ラ 

ア
と
浮
動
ピ
ス
ト
ソ
つ
き
の
シ
リ
ン
グ
ァ 
> 
給
水
器
と
空
氣
_
と
か
ら
な
っ
て
ゐ
て
、
水
の
噴
出
に
.よ
っ
て
水
車
か
.動
か
す
よ
ぅ
に
工
夫
さ
れ 

-て
ゐ
る
が
、
明
か
に
セ
イ
バ
リ
イ
よ
り
の
後
退
で
あ
っ
た(Thurston 

p. 47—5
4
.
0

か
く
し
て
*
十
八
世
紀
の
挪
頭
に
は
、
近
夂
妁
ス
チ 

イ
ム

•エ
ン
デ
ン
の
す
べ
て
の
駆
因
が
出
揃
っ
-て
ゐ
た
。
氣
盤
の
.
®
、
ガ
ス
の
厭
•
•力の
性
質
、
眞
空
の
性
質
の
蒎
汽
の
凝
結
に
よ
っ
て
眞
空
を 

得
る
方
法
は
も
早
知
ら
れ
て
居
り
、
安
全
弁
や
ピ
ス
ト
ゾ
付
き
の
シ
リ
ン
ダ
ア
は
使
师
さ
れ
て
ゐ
.る
、
今
や
資
本
が
*
こ
、れ
ら
を
結
合
し
欠
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
遂
に
、
ダ
ァ
ト
マ
ス
の
鍛
冶
肢
ト
ォ
マ
ス
•
，一
 
ュ
ー

コ
ン
メ
ン
が*

セ
イ
ヴ

r
リ
イ
の
汽
機
を
研
究
し
た
後
、
一
七
〇
五
年
に
气

筒
•
ビ
ス
ト
ン

•表
面

復

水

器

•
分

離

ボ
イ
ラ
ァ

会

離ボ
ン
ブ
.の
綜
合
に
成
功
し
、
玆
に
所
謂「

大

氣

蒸汽
機
關」

Q
A
t
l
p
h
e
r
i
c

 

S
t
e
a
m

 

E
n
g
i
n
e
o

が
新
生
し
た
。
古
き
も
の
の
、
撝

棄
に
よ
る
新
な
る
も
の
の
飛

躍

的

發

展
、
こ
れ
常
に
技
術
の
內
在
的
論
理
な
の
で
あ
るC

,
;

ュ
I
 

コ
シ
メ
ン
のH

ン
デ
.ン
.の
ぅ
ち
最
初
に
設
計
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
.シ
リ
ン
ダ
ア
の
外
部
に
冷
抓
水
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
つ
て
眞
空
を
つ
く 

る

と

い

ふ緩
慢
な
過
歡
の
た
め

、
ェ
シ
デ
シ
の
ス
ト
ロ
-丨
ク
が
長
ぃ
間
隔
を
ぉ
ぃ
て
起
っ
た
。
永
.の
噴
出
を
直
接
に
シ
リ
、ノ
ダ

7
內
部
こ
句

3

て
な
す
こ
と
丨—

デ
ザ
，グ
.，リ

ュ

か
.セ
イ
ヴ
ァ
リ
.に
と
6

つ
.
け

たも
の
と
同
じ——

.に
よ
っ
て
、
こ
の
.熱
が
改
良
さ
れ
た
結
架
•
、前
者
に 

於

.て

.
は@
分
六
乃
至
八
ス
よ
丨
ク
で
あ
っ
た
-4
の
が
後
表
に
於
て
は
毎
分
十
乃
至
十
ニ
ス
.ト
.ロ
ー
ク
と
な
っ
た
0 

= r
n

x

メ
ゾ
の
機
關 

は
、
'ヒ
ュ.
1
.ゲ
ジ
メ
.の
機
關
と
、
’パ
パ
'ン
•め
シ
リ
’ン
ダ
ア
及
.び
ピ
，ス
ト
ン
と
-
'
二

ュ

ゾ

/

ゾ
並
び
に
コ
W
レ
イ
に
よ
る
セ
イ
ヴ
を
リ
イ
式
..

薦

方

法

と

、
.
-
,
I

n
ン
メ
I

故
、！

方
の
端
に
I

’成
が

t

o
他
方
の
端
に
.ポ
シ
ブ
釺
が
か
，
.るk

i
s

人
す
る
こ
と
に
よ
っ 

て
エ.

V

デ
シ
が
直
接
に
。ホ
ンK

作
業
.と
結
合
す
•る
よ
.う
に
し
た
修
正
と
.の
、
'單
な
る
孤

.

f

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
t

新

な

纏

I

. 

得
し
た
.の
で
あ
っ
て
、
ぃ
ま
ゃ
少
年
ボ

ッ

ク

ァ1

七

.一
三)

や
べ
イ
ト
.S

I
七
.一
八
の
弁
裝
置
I

明
の
.後
に
は
、r

す
べ
て
，の
_

地
方
” 

特
に

？

.
ン
ゥ
す
V
.ル
に
廣
く
使
用
さ
れ
る
や
う
f

っ
た」

だ
け
で
な
く
、
證

の
：排
水
.や
響

べ

.の
給
水
.や
に
用
ひ
ら
れ
、
パ
ル
.ス
は
.こ
れ 

を
以
で
船
舶
を
運
さ
う
と
さ
へ
し
'た
の
で
あ
.る
。
フ
メ
レ
イ
は
、鑛
山
排
水
W

I
は
れ
て
ゐ
た
或
.る
小
I

,一
 

r
コ

5

1

V

チ
ン
の 

籠

を

次

の
や
う
に
記
述
し
て
ゐ
る
”
こ
の
エ
ン
デ
ゾ
の
ポ
ン
プ
は
盡
八
吋
-
揚

s

i
舉

I

、揚
水
量
は
三
、
五
三
五
ポ
ン
ド
で
あ 

る

。

I

ス
ト
ン
は
直
徑
一
響

、
面
積

I

I

I
あ
る
。
純
使
用
讓
カ
は
4

ボ
ン
.ド
擊
方
吋
と
蓮

さ

れ

、
冷
却
水
及
び
注 

射
水
注
入
後
の
冷
却
さ
れ
な
い
蒸
汽
の
溫
度
は
常
に
雙

£

0
度
で
t

。
こ
れ
I

汽
側
に
一
、
三
ニ
四
ポ
ン
ド
の
超
1

力
を
與
へ
、
ビ 

ス
ト
ン
に
對
す
る
盡
力
は
四
、
八
芜
ボ
ン
ド
と

.な
る
。
.こ
の
顏
の
华
分
は
ポ
ン
プ
：舒
及
び
I
■
の
そ
の
'端
の
證

に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、 

I

と
し
て
交
f

端
に
夫
々
作
用
す
る
.六
六
ニ
ボ
ン
ド
の
鍵
は
、
機
械
の
運
轉
に
I

な
速
度
を
生
.ぜ
し
め
る
0 

.こ
の
^

ン
，チ
ン
は
毎
分 

十
五
ス

ト

口

ふ

で

*
ビ
ス
ト
ン
速
度
は
毎
分
七
五
フ

/

ト
で
あ
る
と
い
セ
れ
，有
效
に
.用
ひ
'ら
れ
る
力
は
毎
分
ニ
六
三
、
ニ
ー
五
ボ
ン
ド
の 

名
の
を
一
爽
だ
.け
.揚
げ
る
こ
と
が
.で
き
-
隨
っ
‘て
馬
力
“
す
れ
ば
八O

三

篇

力
でl

(
T
u
r
f

 ibid., 

p. 55-64
;。

'

蒸
汽
f

は

い

霞

I

し
、
ィ
ン
グ
.ラ
ン
ド
の
奕
な
S

に
百
i

き
自
然
の
眠
り
寒
び
さ
f

.

う
と
す
る
。
•た
が
、
蒸 

汽i

關
.力
ぎ
山

の

奥

に

蟹

し
堪

に
排
水
ポ
ゾ
プ
を
麗
し
て
ゐ
る

.限
り
、
隨
っ
て
そ
の
生
產
物
の
賈
手
が
常
に
エ
場
生
で
あ
’
て
大
衆
で 

.な
V

や
う
-
囊

部
：： L
.

た
け
に
蒸
汽
ヵ
羽
.用
さ
れ
：て
ゐ
.る
限
り
、
，一
方
に
於
て
そ
れ
は
勞
働
力
の
價
攸
水
準
そ
の
も
の
に
働
き
か
けr

他
方
に

..
-
>テ
ヒ
ノ
：ロ
ギ
イ
V
の
系
.譜 

, 

六

ル

九

:s
〇
.ニ
七)
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3

0
一.一
八) •

於
て
は
自
然
の
搰
大
.せ
る
無
償
奉
仕
を
享
樂
し
、
、以
て
新
鮮
な
蓄
積
の
展
望
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
故
に
產
業
革
命
は
、
原
動
機
か
ら
で 

な
く
作
議
か
ら•

換
言
す
れ
ば
、
ぞ
の
坐
產
物
が
大
敗
の
個
人
的
消
費
に
歸
著
し
て
ゆ
く
と
：こ
ろ
の
衣
料
坐
產
部
門
の
、
従
っ
1

8

1 

l
u
f
a
c
t
i

の

中

の

、

一

分

化

過

程

に

於

て

，

汉

，
ョ

ン

•ヮ
イ
ア
ッ
ト
が1

七
三
五
年
に
告
知
し
た
や
ぅ
.に
、
■■指
を
用
ゐ
な
い
で
絲
鐄
す
る 

た
めj

の
作
橥
機
が
使
用
さ
れ
た
と
き
に
、
開
始
さ
札
た
の
.で
あ
る
。
ス
ミ
イ
ト
シ
や
ヮ
.ッ
ト

に

，よ

る

、

眞

に

大

エ

榮

の

心

臟

た

る

に

相

應

し

い
 

蒸
汽
機
關
の
近
代
的
完
成
は
*
む
七
ろ
、
產
業
革
命
の
激
し
い
過
程
の
ぅ
ち
に
刺
戟
を
輿
へ
ち
れ
た
の
で
あ
る
。

.

.ネ

1
七
六C

年
に
至
る
ま
で
は_

-

と
E 

•
•
へ
イ
ン
ス
は
言
つ
て
ゐ
る
_

イ
ギ
リ
ス
の
綿
業
で
使
用
さ
れ
る
機
械
は
、
イ
ン
ド
の
そ
れ
ら
と 

殆
ど
同
じ
位
な
單
純
さ
で
あ
っ
た
。
仍
ち
•
.機
は
イ
ン
ド
、の
も
の
.よ
り
：
^
 く
且
っ
完
全
に
こ
し
ら
ベ
て
あ
つ
た
七
は
い

へ、

棉
を
梳
る
梳
棉 

機
は
羊
毛
業
か
ら
流
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た」

C
WBaines, Epistory of the Cotton Ksefaoture., London, 1835, p. 1

1
5
)
0

L 

か
も『

製
織
は
絕
え
ず
紐
績
を
1|
到
し
っ
>
け
て
ゐ
た
0
紡
績
•製
織
のH.

程
は
槪
し
て
同
じ
小
屋
で
行
は
れ
た
が
、
織
皆
身
の
家
族
だ
け
で 

は
充
分
な
緯
を
彼
に
濃
す
る
こ
と
が
で
き
ず
.、織
匠
は
近
所
の
紐
績
女
か
ら
大
い
に
骨
を
折
っ
て
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な」

か
っ
た(

同
頁)

。 

か
く
て
•
織
肢
は
、
當
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
エ
業
勞
働
诸
は
、
そ
の
家
族
.と
共
に
都
會
附
近
に
、
隔
離
的
且
っ
隱
週
的
に
、..精
神
的
活
動
も
な
く 

又
そ
の
生
活
狀
態
に
ひ
ど
い
歐
描
も
な
く 

•生
活
し
思
想
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
てV

彼
等
ば
そ
.の
織
機
と
小
さ
な
田
地——

賃
借
し
て
耕
し
て 

'ゐ
た_

の
た
め
に
の
み
生
活
し
て
居
た
の
で
あ
り
-
小
數
设
銳
に
仕
え
/
勞
^

械̂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
”そ
し
て
か
の
ヨ
ー
マ
ゾ 

.リ
イ
の
良
き
友
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ー
七
三
八
年
、
羊
毛
業
の
ラ
シ
カ
シ
ア
に
於
て
バ
ア
リ
の
八
デ
ョ
y
•
.
方
イ
が
飛
棱
と
棱
打(the Ay

丨 

schuEe and t
h
e

.̂
淨
^
丨̂
ヌ
^
と
を
發
明
七
こ
れ
に
よ
づ
て
以
前
は
ニ
人
掛
り
で
あ
っ
た
大
巾
物
を一

人
で
織
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ 

.た
^.
、
こ

れ

は

や

が

て

^

^

物

に

も

波

及

し

、

更

に

■-
*
.七
六
.
0年
の
デ
ョ
ン
•
ケ
イ
の
息
ロ
バ
ァ
ト
，ケ
イ
に
よ
る
抒
凾t

p
-
b
o
x
)

の
發
明
に 

■■
..よっ
て
、織H

は
任
意
に11;

個
の
稜
の
中
の
一
っ
を
I

I

ど
の
棱
に
も
異
る
色
に
そ
め
ち
れ
炎
緯
が
人
っ
て
ゐ
る
,

_

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
* 

夫
等
の
棱
を
取
o
去
つ
て
こ
れ
を
梭
眼
に
戾
す
而
倒
が
な
く
な
つ
た
。
も
早
、
從
來
の
妨
車
は
迚
も
、
織
底
の
梭
と
*
即
ち
商
人
の
需
要
と
步

.調
を
合
せ
る
.こ
と
が
|

>.
&
い
。
依
然
と
レ
て
'

づ̂
粗
勒
行
^
で
は
、
イ
グ
は
マ
方
の
手
で
肇
を
翅
し
坊
錢
を
霄
さ
せ
乍
ら
、
他
方
の 

手
て
綿
絲
々
繰
り
出
し
.
.傲
か
な
燃
り
を
與
へ
.つ
つ
太
Iい
絲
に
f

次
の
精
紐
過
程
に
於
て
、
再
び
粗
級
絲
を
妨
ぐ
と
い
ふ
風
で
あ
つ
て
、

1

方
の
手
が
動
力
と
t

他
方
の
手
が
作
槊
を
な
し
し
か
も
雨
方
が
同
時
に
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
か
し
遂
に
、

一
七
三
人

P

こ 

ザ

ゾ

•
ヮ
イ
7

ジ

1
と
ル
イ
ス
.ボ
1
ル
と
‘が「

指
を
用
ゐ
な
い
で
震
す
る
た
め」

の
機
诚
を
講
し
、
產

議

命
<7

)
'
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
さ
ぅ 

とし人ヮイア

ソ
ト=

ポ
1

ル
S

蠢

で

は

、
”引
伸
し
，ロ
*

ラ
ア
L

が
人
間
の
指
に
と
つ
て
代
つ
た
の
であ
り

、

數

對
の
T

ラ
ア
ま】

.

對
：つ
つ
相
異
る
速
度
で
週
轉
す
る
.こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

•
一
 

為

一
年
バ
ア
ミ
ン
ガ
.ム
に
、

一
七Hi 
ニ
年
に
は
ノ
丨
ザ
ン
ブ
ト
ン
に
句
め 

.

.て
の
機
械
紛
績
工
場
が
建
て
ら
れ
た(

こ
の
時
の
機
械
設
備
#
び
に
經
營
狀
態
の
一
斑
に
0
い
て
は
，a

イ
ア
ッ
ト
自
身
の
記
述
が
'
る
、即
ち 

W

^

I 

I

" 

s

.

參P
。

次
の一

〇
年
の
間
' 
ゥ

H

ッ
ブ
？

リ
ン
や
.ハ
リ
ソ
著
ガ
ラ
ッ
ト
な
ど
に
ょ
る
黎
の
發
明
、
改
货 

が
.

|接
し
て
出
現
し
た
が
、
.就
中
-
ー
七
六
四
年
に
發
阴
.さ
れ
た
ス
タ
ン
ド
ヒ
ル
の
一
織

要
-

イ
ム
ズ
•
ハ
ふ

？

ヴ
ズ
の
デ
ェ

ニ
イ
妨 

績
機
は
、
か
の
ミ
r

ル
の
端
初
を
な
す
も
の
2

つ
た
。
こ
れ
は
I

と
し
て
I

と
い
つ
て
も
、

t
ザ
ン
ブ
ト
ン
の
記
述
の
工
場
は
永 

車

を

利

用

し

た

が

ー

手

に

ょ

.
つ

て
,
か

さ

れ

る

も

の

で

あ

.つ

た
が
、紡
錘
は
十
六
I

十
八
で
あ
ちq

B
a
f

 ibid, p. 155-161
/

こ
の
た 

め
に
從
來
の
織
肢
一
人
對
紛
績
女
工
三
人
の
比
率
は
織
底
一
人
以
上
對
女
ェ
一
人
に
轉
化
し
、
.か
く
て
繁
の
生
麗
が
低
下
し
て
織
物
の
要 

需
I

大
f

.隨
つ
て
織
貢
の
.騰
貴
丨
織
肢
一
人
每
週
ニ
ボ
ン
ド
の
利—

I

に
彼
を
し
て
•賃
勞
働
者
た
る
こ
と
を
傅
し
め
、
r
ダ

ム
 

4
功
f

こ
と
を
始
め
た
。
織
庇
の
隣
人
た
.る
T

マ
ン
リ
イ
も
、
織
.避
の
效
漿
せ
る
農
地
に
寄
着
し
た
大
借
地
農
業
者
の
た

め

に

'
、
デ
ヱ
，一
 

ィ
を
質
ふ
.か
繼

裏

ふ

か

、
或
は
.農
場
に
傭
は
H
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

一
七
六
九
年
、
リ
チ

ヤ

てト
.

T
ク
ラ
イ
ト
が
こ
の
デK 

ニ
 

イ
と
水

力
錫
機
を
結
合

Iさ
せ
た
と
き
ー
ス
口
ッK

.

ル
の
出

現—

、
'
.
兹
に
プ
ア
ク
ト
リ
イ
•
シ
ス
テ

么
が
確
立
さ
れ
、
更

に
一
七

八

充年
、
 

サ
! 

-
iル
。
ク
.
ロ

ム

フ

ト
y
の
發
明
に
3
つ
て
-
ノ

ッ
チ
ン
ガ
ム
シ
ェ
ア
の
メ
ッ
サ
ス
•，ロ
ビ
ン
げ
ン
ス
工
場
に
於
て
藝
機
と
蒸

S

關
と 

力
婚
姻
の
式
を
擧
げ
た
と
き——

ミ
ユ
，.
ル
の
出
現
f

、
.
.富
と
貧
と
の
雙
生
兇
が
生
れ
た
.の
で
あ
る
。
他
方
二
七
六
五
年
に
デ
比
イ
ム
ラ 

• /

デ
，

U

譜

■■
. 

S

 一'
.



「

テ
ヒ 

>

“ギ
イJ

の

系

譜

. 

六
九
ニ 

0
1
0
三0

>

.

 

• 

• 

• 

-

 

♦

 

.

 

*

 
.

.

.ウ
ォ
ジ
ト
.ほ
小
蒸
霞
關
の
改
庭
制
作
に
成
功
し
、
.-
.1七
六
九
年
に
か
の
外
部
復
水
器
の
特
許
を
記
入
し
、
バ
ウ
ル
ト
シ
と
共
に
こ
の
i

の 

' 

.'.

.

.製
作
に
當
っ
て
ゐ
た
が
、
.こ
れ
が
級
績
に
泔
.ひ
ら
れ
る
が
次
め
に
は
、
何
よ
.oも
•ま
ず
往
復
運
動
を
.迴
轉
邇
動
に
轉
化
す
べ
き
裝
置
を
必
要
と 

す
る
に
至
り
、.1
七
八〇

5F

チ
：
イ
ム
ス
.
•ピ
ッ
カ
ア
ド
な
る
パ
ア
ミ
ン
ガ
ム
の
鉛
製
造
人
が
ク
ラ
ン
ク
動
の
特
許
を
中
請
す
る
や
、
ヮ
ォ
ッ
ト 

竹
漩
星
赖
動
の
發
明
に
よ
つ
て
こ
れ
に
贩
酬
し
た
也
で
•あ

る(Thurston, ibid., 

p79-113;lo.

か
く
て
、
汽
機
の
近
代
的
確
立
は
.イ
ギ
リ
ス 

の
石
炭
廣
を
現
實
の
資
源
忆
轉
化
し
汽
機
0
ら
も
作
議
體
罘
の
着

4-
た
る
，整
備
1
共
に
13
:
次
な
声
義
を
獲
得
し
、
隨
っ
て
ま
た
機
械
製
造
榮 

の
興
隆
は
こ
の
地
の
鐵
11
1
を
死
か
ら
呼
び
さ
ま
す
べ
き
で
あ
っ
：た
が
、
一
六
六
3?
.
-年
ウ
1
セ
ス
タ
ツ
イ
ア
の
ダ
ッ
ド
*ダ
ッ
ド
レ
イ
は
高
爐
に
木 

炭
の
代
り
に
右
炭
を
利
用
す
る
こ
と
を
敎
へ
V

1七
〇
九
年
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
、
ダ
ァ
ビ
父
子
は
コ
ー
ク
ス
に
よ
る
製
^
双
を
發
明
、
改
践
し
.

一•七
八
三
年
遂
に
ラ
ゾ
カ
ス
ダ
'ア
の
へ
.ン
リ
*
コ
ー
ト
が
所
謂
ブ
ッ
デ
ル
.法
を
發
明
じ
て
石
炭
の
使
用
に
よ
っ
て
就
鐵
ゃ
鍛
鐵
に
變
ず
る
こ
と 

を
可
能
し
、

一
七
四
〇
年
ベ
ゾ
デ
ヤ
ミ
ン
„パ
シ
ッ
_マ
ン
の
製
銅
法
が
出
观
し
、
一
七
七
六
年
最
初
の
蒸
汽
浍
風
器——

ウ
ォ
ッ
ト
が
製
作_

が
ア
イ
ザ
.ア
ッ
ク
•ウ
ィ
ル
キ
ゾ
ス
ン
に
よ
っ
て
と
り
つ
け
ら
れ
、後
者
は
已
に
一
七
五
八
年
に
砂
型
鑄
造
法
の
特
許
t
と
り
"
一
七
.
七

五

年

コ 

•
•ン
ウ

ォ1
ル
の
チ
エ
イ
ウ
ォ
タ
ア
炭
坑
に
す
る
$つ
け
.ら
れ
た
タ
リ
ゾ
ダ
ア
は
も
早
昔
日
の
靑
銅
製
の
^
の
で
な
く
、
中
ぐ
り
せ
る
鑄
織
製
•ゾ 

リ
ン
>
.-T
で
，
あ

っ

たo' .
そ

し

て

一

七

九

七

年

に

は

、

ベ
V

リ
•
モ
ー
ヴ
レ
め
金
麗
旋
盤
が
大
エ
業
自
ら
の
脚
を
確
立
し
-た
の
で
あ
石(0. Joha 

n
§
, 

o

n

 

des Eisens,_ Diildarf, 1925, s. 1091125 

o
傲
て
、
棉
業
三
分
化
行
程
の
ぅ
ち
の
、
紐
績
過
程
に
發
し
た
技
術
的 

變
革
は
i
ア
1
ク
.ラ
イ
.ト
の
^

^
及
.び
練
紡
機
の
發
明
に
よ
っ
.て
ほ
ド
完
成
し
、
製
織
過
程
ま
た
田
舍
牧
肺
カ
1
ト
ラ
イ
ト
.の
カ
^

の̂

創

.
 

作

に

よ

つ

て

『

段

階

を

截

し

、
-
觅

に

技

術

の

鼪

庫

は

靴

下

製

造

業

及

び

レ

I

ス
製
造
架
，
リ
ン
ド
レ
イ
及
び
ヒ
？
ス
re

丨

ト

の

發

な
ど
の
加 

エ

を

通

.1
:
て
齔
會
的
分
榮
を
*
.と
潢
と
に
切
り
開
か
せ
、罾
f
染
S
♦ほ
染
就
中
倒
榮
の
發
見
應
用
に
表
中
的
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
化
學
的
認 

■識
の
結
成
> 
に
も
及
ぴ
、
逝
に
.羊
毛
業
•リ
シ
ネ
ル
業
7
+韻榮
の
..生產
方
法
を
觅
新
す
る
に
至
：り
、
同
時
に
勞
働
手
段
の
變
苹
は
中
；塵
手
段
坐
產 

:■■
.部
門
に
普
及
し
石
炭
♦
.鐵
，
錫
，銅
•鮏
•硝
子
な
ど
の
原
料
の
採
堀
-加H

に
於
て
も
鐄
往
•婼
骨
•釘
•螺
旋

某

他

の

生

•
產

に

於

て

も

酸

械

が

探

和

.

さ
れ
、
.農
業
を

-^
遂
に
-「

利
潤
を
あ
げ
得
^」

；〗

%
€■
部S

Z

に

轉
化

--
L
-
-
て
、
大
借
地
;1
築
#.
を
レ
て
土
地
改
良
*墙
壁
破
開
.排
水
，施
肥
，農
3
£

:

.

.

.

機
具
の
探
用
•組
織
的
輪
作
法
を
行
は
し
め
、
デ
：丨
.グ
ィ
は
化
學
，の
農
業
‘へ
の
應
用
に
戒
功
し
.た
の
で
あ
る
ソ
か
<
て
*變
革

.
は

社

窗

的

柯

诈

產
 

.

.•©

.1

般
的
•條
件
た
石
.轍
送
•通i

璣
搆
を
捉
へ
る
に
至
つ
て(

墨

、

一
八 
一.A-
年

I
•一
 
八
一
一
九
年
、
イ

ゾ

グ

フ

ゾ

ド
及
び
ゥ
ェ
-
Iル
ズ
に
六
十 

.

.呎
の
法
定
幅
員
を
，有
す
る• ！

千
英

fl
n
lの
街
道
が
マ
力
ダ
：ム
式
に
從
つ
て
改
新
さ
れ
、
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
於
て
は
一
八
0
三

苹

以

來

約

九

“

呢 

:■
の
街
道
と
一
千
以
上
の
橋
梁
を
設
置
し
。
運
河
へ
1七
五

3£
-年
ラ
；シ
ヵ
シ
ァ
に
サ
ゾ
.ャ
イ
*ブ
ル
ッ
.グ11

セ
シ
ト
。
へ
レ
ゾ
ズ
運
河
及
び
一
七
五 

.九
：卬
に
デ
工
イ
ム
ズ
*フ
リ
ヅ
ド
リ
ィ
の
運
河
が
架
設
せ
ら
れo

鐵

道

.、
一

八

三

a
年
リ
バ
7
ブ

ー

ルM
マ
ゾ
チ
ェ
ス
タ
ァ
間
に
.敷
設
せ
ら
れo 

蒸
汽
船
*
一
 
八
一

1
苹
ク
.ラ
ィ
.ド
河
を
渡
る
に
至
り
、
.電
信
、
.
1八1.

六
年
フ
ラ
ソ
シ
ス•

&

ナ
ル
ド
は
口
シ
ド
ン
に
最
初
の
指
針
電
信
機
を
妞 

.
設
し
。
常
話
、

--
*
.八
三
七
牢
新
-|
|
1
:
界
で
0

.0
。
ぺ
イ
デ
に
よ
0-
發
見
せ
.ら
れ
た
、钱
に
、
.近
代
的
商
品
社
會
は
、
筋
骨
：

=

機
械
と
脉
符=
裝
淠 

,

と
血
U
H炭
と
肉=

鐵
銅
と
を
以
て
立
ち
は
セ
か
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
勞
働
力
を
そ
の
鐵
爪
‘の
下
に
踏
へ
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ 

イ
は
能
く
技
術
の
勞
働
的
地
盤
を
維
持
し
.っ
、
、.1

七
三
八
年
か
ら
約一

忡
紀
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
特
許
周
の
毫
帳
に
比
類
な
き
名
臀
の
公
傷
を 

，
記

載

す

る

に

至

つ

た

め

で

あ

る

？

 

，

.

.
手
工
業
お
よ
.び
工
場
制
手
工
業
の
技
術
的
栽
礎
は
、
本
来
停
滞
的
で
あ
る
に
對
し
、
大
工
業
の
そ
れ
は
本
來
更
革
的
で
あ
る
。
乎H

 

業
お
よ
び
エ
ー
場
制
手
-3
:
業

が

社

.#
的
生
產
の
#

遍
的
装
底
を
な
し
て
ゐ
る
.限
.り

、
.
度

產

奪

を

一

の

專

沔

的

生

ま

部

門

に

吸

收

す

る事
、
 

即

ち

坐■產
胬
の
仕
事
の
本
源
的
多
徵
性
を
分
裂
さ
せ
る
事
が
、
必
然
の
發
展
の
契
機
で
あ
り
、
と
の
栽
底
の
上
で
は
、
各
々
■
の
特
殊
的
. 

生
淹
部
門
は
、
經
驗
か
ら
.自
分
に
適
應
す
る
技
術
形
態
を
發
見
し
、

一
定
の
成
熟
程
度
に
達
す
る
や
否
や
急
に
こ
.

れ
を
結
晶
さ
せ
る
。 

轉
换
は
*
;商
業
が
供
給
す
.る
新
な
勞
働
犲
料
の
外
は
ぃ
勞
働
用
具
の
漸
進
的
變
化
の
み
で
あ
っ
て
、
經
驗
に
よ
っ
て
適
當
な
形
態
が
一 

度
獲
得
さ
れ
る
や
、
道
具
も
■亦
骨
化
し
、：

生
產
過
程
は
•■秘

傅」

の

ヴ

ー

ル

で

蔽

は

れ

る

？

こ

れ

に

反

し

て

、

か

は

こ

の

.ヴ

ー

ル
を

フ
ァ
.ヒ
ノ
ロ
ギ
イj

の
系
譜 

•

. 

六

九

三

.

ニ

5

三
一)



•

.

, 

:
;
;

ヒ
.ノ
ロ
.ギ
ィ」

.の

系

譜

：:

.

.

:■
■
:

六

九

四

 

S

S

5
 

即
ち
人
個
に
對
し
て
视
等
自
;.
#
.
;社
會
的
钜
產
過
程
を
.隱
蔽
し
、
且
っ
、
種
々
の
自
然
發
生
的
に
特
殊
化
さ
れ
た
生
產
部『

を
亙
ひ
に 

き
り
鄕
し
、
ま
，̂
、
各
部
！
：
に
お
.い
て
極
.家
.を
#.
た
も
の
に
對
し
て
さ
へ
も
、
謎
た
ら
し
め
た
と
こ
ろ
.の
ヴ
丨
ル
を
引
き
裂
い
た
.の
で 

あ
る
。
.か
く
し
て
、
.
テ
：ヒ
ノ 

ロ
ギ
ィ
上
一K

ふ
敗
ft
'
科
擧
は
何
よ
り
•も
ま
、づ
*
各
生
茚
過
程
を
絕
對
的
に
ま
づ
人
間
の
手
を
一
切

顧

慮

す

 

る
事
な
I

そ
の
構
成
要
素
ズ
分
解
す
；
と
い
.ふ
、
こ
の
大
工
業
の
原
理
I

同
時
に
、熒
P

段
の
近
代
社
會
的
體
制
の
■

^

I
 

.

.に
よ
つ
て
打
ち
出
ざ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
批
會
的
生
產
過
程
の
錯
#
_せ
^

-1 、

見
無
聯
絡
で
骨
化
せ
る
諸
姿
態
は
、
自
然
科
孰
の
意
識 

的
に
則
#.
的
な
> 
そ
し
て
例
べ
ば
林
料
强
弱
學
や
機
構
學
と
い
ぅ
や
ぅ
な
.*
所
期
の
効
集
の
如
何
に
應
じ
て
組
織
的
に
#
殊
化
さ
I
た 

應
用
に
分
解
さ
れ
.た
。
か
；̂
て
、
丁
度
機
械
學
が
、
機
械
が
い
か
に
複
雜
で
あ
. 0

て
，も

簡

置
機
械
.

力
の
.不
斷
の
坂
復
を
兒
誤
る
事
が 

な
>
と

同

じ

く

、

テ
.ヒ
ノ

 

ロ
ギ
ー
も
*
使
用
さ
れ
る
用
具
が
い
か
に
多
様
で
あ
つ
て
も
、
人
體
の
，あ
ら
ゆ
る
生
^
的
行
爲
が
必
然
的
こ 

‘そ
の
ぅ
ぢ
で
行
は
机
.
.る
、
少
數
.の
大
き
な
蕋
本
的
運
動
形
態
を
發
見
ち
べ
^ :
.

で
あ
る
0

''

し
か
し
な
が
ら
、
人
間
精
神
の
：テ
ヒ

ノ

口

ギ

ッ

シ

ュ
な
自
覺
は
、
更

•に
ま
た
、
新
な
倫
理
の
擔
ひ
手
そ
の
も
の
の
中
に
宵
る
こ
と
に 

よ
っ
て
始
め
て
自
ら
の
客
觀
性
を
取
.得
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抑
.
.タ
近
代
的
エ
業
は
、
あ
る
生
齑
過
程
の
現
存
形
態
を
最 

終
決
定
的
な
も
の
と
は
霜
做
す
.こ
と
が
な
く
、
從
っ
て
、
そ
れ
の
技
術
的
恭
礎
は
、.
す
べ
て
の
從
來
の
坐
產
樣
式
の
技
術
的
拔
.礎
が
本 

質
的
に
保
守
的
で
あ
っ
た
の
と
反
對
に
變
改
的
で
.あ
る

。

近

代

的

工

業

は

、

機

械

，
裝

置

-そ
の
.他
の
方
法
に
よ
っ
て
■

の
技
術
的
栽 

礎
と
典
に
、
勞
働
者
の
機
能
お
よ
び
勞
働
過
程
の
社
會
的
結
合
を
不
斷
に
變
革
し
、
か
く
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
-社
會
內
の
分
業
を
絕
え 

ず
變
革
し
て
、I

生
產
部
門
か
ら
他
の
生
康
部
門
べ
と
多
量
の
資
本
お
よ
び
勞
働
力
を
間
斷
な
く
移
•動
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
從
っ
て 

大
工
業
の
本
性
瓜
勞
働
の
變
轉
•肩

能

の

流

動

，
勞

働

力

，の

擔

ひ

手

の

全

面

的

可

動

性

を

制

絍

す

も

o

換

言

す

れ•は
、
大
工
業
は
、
勞
働 

9
;«
:'
-
|
|
を

-«
っ
て
:'
1
た
^

-|
|
1
;
^
勞
;#
^
體
„

か

ふ

み
:^
-'
.
«
.■■
^
•■̂
章

の

出

來̂-
.か
.ぎ
り

の

名

面

他

を
>
.

1;

殺

的

社

會

的:^
-
產

法

則

と

し

て

認

識

し

、
，
こ

.の
法
則
の
正
常
的
な
實
現
に
向
っ
て
諸
關
係
'|
:
適
含
さ
せ
よ
ぅ
と
す
る
0 

•い.ま
や
大
工
業
は
、

1

の
社
會
的
細
目
機 

能
，の
單
な
る
檐
ひ
手
た
る
部
汾
個
人
に
«

き
換
へ
.る
.に

.:
*
'そ
’の
：者

に

と

づ

て
^

種
々
の
社
會
的
諸
機
能
が
相
交
替
す
る
活
動
樣
式
で
.あ 

.

.る
や
ぅ
な
全
體
的
に
發
達
せ
:̂
.個
人
を
以
て
.す
る
を
必
須
に
す
る
。
こ
k

に
眞
の
科
學
と
し
心
W

ハZ

/:
2
¥'
心

發

如

か

か

皆

が

成

熟

 

す
る
の
で
あ
名
。
正
に
.エ
藝
學
校
と
農
藝
學
孩
と
ば
大
工
業q

基
礎
.の

上

に

自

然

發

生

的

に

發

達

し

た

こ

の

明

る

い

！
；！革

過

程

の

--
-
.
契 

機
で
あ
り
、
職
業
學
校(

n
c
o
k
s

 

d
S
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t

 

p
r
o
f
e
s
s
i
o
n
e
l
)

は
他
の
.契
機
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
勞
働
カ
9
將

來

の

擔

^

手

 

，
に

テヒ
ノ
口
'ネ
ィ
お
よ
び
猶
々
の
生
靡
用
具
.の
實
際
的
取
扱
に
關
す
る
若
干
の
授
業
を
行
：ふ
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
や
生
產
力
の
獷
充
の 

た
め
に
は
、
理
論
的
お
よ
び
實
踐
的
な
テ
ヒ
ノ 
口
ギ
イ
の
贤
業
が
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
に

拘
ら
ず
勞
.
學
校
に
於
て
行
は
ね
ば
な
ら
な

い

。

.
 

-■
 

.

■
加
之
•

大
工
業
は
_

己
必
然
的
生
產
物
た
る
工
場
法——

社
會
の
生
產
過
程
の
自
然
發
生
的
な
姿
態
に
對
す
る
社
會
の
.と
の
最
初
の 

意
識
的
で
計
畫
的
な
反
作
用——

に
よ
っ
て
，
工
場
制
手
工
業
の
工
場
經
營
へ
の
轉
化
に
必
要
な
物
質
的
諸
要
素
を
溫
室
的
に
成
熟
さ 

せ
る
。
就
中
、
.イ
ザ
V

ス
.の
そ
れ
が
典
型
的
に
-示
す
が
如
ぐ
、
土
場
法
の
敎
育
條
項
.は

、'.
：
.ば

じ

め

て

办

敎

育

お

よ

び

體

育

と

筋

肉

勞

働

 

と

の

、
，
從

っ

て
.ま
た
筋
財
势
働
と
敎
育
お
よ
び
^

育
と
の
結
合
の
.可
能
性
を
證
明
じ
た
。
か
く
し
て
、.

眞
の
敎
育一

た
だ
に
社
會
的 

生
產
の
增
大
の
た
め
，：の1

方
法
と
し
て
の
み
に
ら
ず
、
ズ
土
两
的
に
發
達
せ
る
人
間
の
生
鹿
の
，た
め
の
唯

一
の
方
法
と
し
て
，
特
定
の
齡 

以
上
の
す
べ
て
.の
兒
童Q

た
め
に
生
鹿
的
勞
働
を
知
育
及
.び
■體
育
と
結
び
っ
け
る
べ
き
敎
育——

の
萠
芽
は
、
.從
っ
て
ま
た
眞
の
テ
上 

ノ
ロ
ギ
イ
の
萠
芽
も
ま
た
、.
フ
ァ
ク
.>:
リ
*
シ
ス
テ
、ム
の
ぅ
ち
に
胚
胎
し
た
の
で
あ
る
0 

.

大
エ
業
の
'原
野
哀
開
か
れ
炎
と
‘の
や
ぅ
な
明
る
い
：展
望
杧
も
か
か
は
ら
ず
、
そ
の
自
由
主g

的
形
態
は
、•
工
場
制
手
工
業
的
分
業
を 

1

屑
複
雜
怪
奇
な
も
の
に
洱
編
成
し
-
即
ち
本
來
の
.エ
場
に
於
て
は
勞
働
の
據
ひ
.手
を
部
分
機
槭
の
自
意
的
の
.あ
る
部
品
に
轉
化
し
，

■ 

r 

「

テ
ク
ロ
ギ
イ
し
の
系
譜

--
.

'

.

. 

_
.
•
‘

■■
:■
■
六
九
at
:
;
. (H011-

-三
；



.、
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フ
ヒ
.ノ
ロ
ギ
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の
.系
譜 
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六
九
六

(

ニ 
o
三
四)

• 

. 

. 

• 

• 

• 

.

.エ
場
の
外
業
部
や
獨
立
手
エ
業
や
エ
場
制
手
エ
業
な
ど
の
ど
匕
に
於
て
も
/

ー
 

面
で
：は
機
械
お
よ
び
機
械
勞
働
を
散
在
的
に
使
用
し
*
.

他
面
で
は
分
乘
の
新
.な
.
礎̂
•と
し
.
.て
の
婦
人
勞
償
兒
S:
•勞
働
务
よ
び
不
熟
練
勞
働
を
採
用
し
、
し
か
も
大
工
業
自
ら
の
存
續
の
龙
め

に
'&
れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
1

か
っ
た
。
故
に
、
大
，エ
業
は
か
れ
の
勞
働
ヵ
の
擔
ひ
手
に
對
し
て
、
實
科
的
知
識
の
斷
片
を
バ
ラ

.
.

.
.

.
.

.

 

•

\

ラ
に
ほ
ぐ
し
て
あ
て
が
ふ
鉻
要
を
し
か
も
た
氮
か
っ
た
の
.で
'あ
义
@

‘6

0

.
隨

っ

て

、

近

代

社

會

，の

.

解
剖
華
と
し
て
の
' 

更
に
廣
義

に
は
社
會
宿
機
體
の
解
剖
學
と
し
て
の
け
政
治
經
濟
學=

經
濟
史
が
夙
に
大
工
業
の
段
階
に
於
て
自
ら
を
確
立
し
得
た
の
に
も
か
か
は

ら
ず
、
近
f t
•技
術
の
へ
更
に
ま
た
技
術
の
解
剖
學
た
る
べ
き
テ
ヒ
ノ
.

ロ
ギ
イ
=

=

技
術
史
は
、
人
問
を
自
然
か
ら
解
放
す
.る
こ
と
を
目
的

* 

•
.

と
す
る
生
產
技
術
自
ら
の
解
放
的
合
理
的
本
性
の
.故
に
、
且
っ
ま
た
V 
.デ
ヒ
ノ &

ギ
イ
の
成
立
は
自
然
科
學
並
び
.に
政
治
經
濟
學
の
成
.

雜
.を
そ
以
前
提
と
な
す
が
故
に
ー
遂
に
首
だ
け
の
ト
ル
，サ
ゥ
と
し
て
羧
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

‘ 

.
，

、(

•註*
0

產
業
技
術
敎
管
は
、
多
少
不
明
確
な
實
踐
的
故
果
の
な
か
っ
た
昔
日
の
活
動
一 

六
三
〇
年
頃
ブ
ラ
ソ
ス
の
デ
*-
ル
ト
、
ド
イ
ッ
.で

 

は
一
六
三
〇
年
ラ
テ
ィ

ッ
ヒ
、
一
七
0

六
年
ゼ
ム
ラ
ァ
、
一
七
〇
九
年
ヴ
ル
テ
ユ
カ
ス
、
一
七
ニ
三
年
マ
ル
ぺ
ル
ガ
ァ
、
一
'七
三
九
牢
グ

ロ
ッ
サ
ア 

.
ハ
i

p
ハ

で

は1

六
九
六
牢
•チ
ョ
ン
•

ベ
？
ヲ
ズ
i

令
措
け
ば
V

十
八
仳
紀
の
第
ニ
半
期
に
始
り
、.十
九
佌
紀
に
完
成
し
たCKarmarsch, 

ibid：, S. 59 」。

そ
し
て
，
產
榮
技
術
學
校
は
、
ド
イ
ッ
に
於
て
最
も
早
く
效
梁
を
發
撺

L
、
最
も
純
粹
に
分
化
獨
立
し
た
切

6
9
V

こ
と
は
、

•
一
 

八
四
八
部
以
後
.
の
•
ヒ
ス
て
ル
ク
の
钡
血
政
策
に
そ
の
出
發
を
も
っ
た
上
か
ら
.
の
改
新
性
と
照
應
す
る
も
の
で
あ
る
。
力
.
i

マ
ル
ツ
ュ
に
よ 

.

れ
ば
、

一七
..

四
五
部
ブ
ラ
ゥ
ン
シ
/

ヮ
イ
ク
に
初
め
てo

o
u
e
g
i
u
m

 

C
a
r
o
l
i
u
m

 

.が
設
立
さ
れ
て
以
來
上
級
か
ら
下
級
へ
と
多
く
の
產
築
技
術
、 

學
校
が 
|«,

上
さ
'L
I 

た
。
即
ち
、
工
科
大
學 

\

 p
o
l
y

 t
e
c
h
n
i
s
c
h
e

 

S
c
h
u
l
e
,

 

o
d
T
e
c
h
n
i
s
c
h
e

 

u
n
i
v
e
r
s
i
t
y
:

 

o
d

 

T
e
c
h
n
i
s
c
h
e

 

H
o
c
h
s
c
h
E
e
.

.

•

!純
粹

•奮

奪

及

.び
機
械
エ
作
极
、顧械學的化敏的

-ァ
ヒ
ノ
、ロ
ギ
イ
、.
i
學
、
製
圖
、：

模
型
製
作
、
設
計
な
ど
を 

‘

含
む
抜
術
的
擧
科
を
對
象
と
L
、
•語
學
•文
.學
*腠
史
•國
民
經
濟
學
•私
法
等
を
補
助
學
科
と
し
、
1
.八

.0
六
年
か
ら一

八
七
0
年
ま
で
の

間

に

、
'

全

ド

イ

ッ

火

十

三

を

數

べ

.た

»̂
.ォ
1

ス

ト

リ

ヤ.で
..は一
八

五
一.年
1
1
.
4
へ

校

を

數

へ

た
'、
、
實

科

學

校

Realschulen.
.或
はRealgynrnasieti .

一
 

般
的
に
は

h
o:
h
r
e 

s
a
r
g
e
l
u
l

'-
s

l
イ)

下
級
學
艰
で
锻
備
敎
育
を
受
け
た
靑
年
に
ョ
9
.以
上

0'|
般
的
敎
養
と
通
常
の
取
民
的
生
活 

‘
に
‘人
.る
た
め
の
準
備
を
與
へ(

1
0或
は
.エ
科
大
學
べ
の
準
備
敎
育
を
授
：け
る
0
共
に
锼
地
敎
育
.で
、
オ
1
.
Kタリ
イ
で
は
一
八
五
一
年
の
條
㈣ 

:

に
ょ
り
ブa

イ
セ
シ
で
はj

八
三
〇
年
の
條
件
に
よ
る)

、
商
工
學
校(

0
€ミ
玲
¥
3
<±1&

|

職
榮
戰
線
に
立
っ
べ
き
干
城
的
赞
牢
の
敎
宵
を 

主
と
し
‘、
技
術
的
：勘
素
に
カ
齓
が
お
か
れ
る
が
、
同
時
にK

科
大
學
へ
の
入
银
能
力
を
獲
得
せ
し
め
る
も
の
で
、
ブ
：ロ
イ
セ
ン
で
は
一
八
五
〇 

,年
の
條
例
に
ょ
っ
て
設
立
し
、
特
に
ブ
イ
セ
シ
及
び
バ
イ
エ
'ル
ン
椤
多
い
.こ
と
が
特
徵
で
.あ
る
.

)

、
手
エ
業
者
=
:徒
弟
養
成
學
校(

1
^
<
1
矣
肖
1
^
 

.HF
O
S
M
U
n
g
s
s
c
h
a
e

こ
れ
は
主
と
し
て
パ
■
!
}タ
イ
ム
敎
育
で
あ
る
。(

特
に
、「

徒
弟
制
度
と
技
術
教
育」

協
調
會
刊
參
照)

、
手
工
獎
若 

徒
弟
土
璐
珙
校 soutagschulen far.Handwerkslehringe 
或
は sontags"zeichensdlulen.

か
、
る
學
校
が
一
八
六
六
年
前
の
ブ
ロ 

イ
セ
ゾ
に
六
〇
o
も
存
在
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る)

、
赞
業
特
殊
學
校(

.ォ
？
ス
ト
9
ャ
で
は
、
巳
に
一
七
五
五
年
に
紐
績
學
校
が
設 

f

れ
、一

七

八

十

パ

小

に

は

鍵

學

、

校

裁

.縫
學
校
、
編
物
學
校
議
學
校
合
計
一
〇
〇
を
數
へ
、
十
八
世
紀
の
後
半
に
は
ド
イ
ッ
の
各
地
で 

麻

の

襲

_
校

が

更

た

。
こ
れ
一
b
は
機
械
經
營
の
散
在
的
出
現
と
共
に
沒
落
の
織
勢
に
あ
っ
た
が
、
手
エ
業
的
鄭
門
化
の
方
向
に
逆
行
し
、

1

八
三
〇
年
以
來
ォ
i

ト
リ
、ャ
、
ブ
ロ
イ
セ
ン…

サ
ク
セ 
>
、
パ
ノ
オ
べ
，
ア

に

一

時

的

に

復

活

し

た

0

其
他

、
' 謂

細

工

•
レ
i

編

•
織

物

學
 

•校
な
ど
が
あ
っ
た〕

及
び
建
雜
學
校
な
ど
が
逋
設
せ
ら
れ
た
が
、
近
代
的H

場
主
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
學
校
を
ば『-

下
か
ら
上
へ
.で
な

く
、
上 

か
ら
下
へ
I

例
へ
ば
ォ
ー
ス
ト
リ
ャ
で
は
：丄
科
大
學
は
.一
八
五
一
年
に
一
應
趄
設
し
、
實
槳
學
校
設
立
の
條
令
を
.一
八
五
一
年
に
發
布
し
、

ブ 
口 
イ
セ
ゾ
で
は
實
槳
大
费Geiverbeinstitpt o

d

 G
e
w
e
r
b
e
=
A
k
a
d
e
m
i
e
)

は
一
八
ニ
◦
年
に
、
.商
工
學
校cprovinziarGewerbsch 

a
(l
>
-
r
o
は

八

ニ
ー 
部

以
後
に
，
市
民
ゆ
校Real "

u
n
d

ャ
0-
ノ
§
 BiirgerschEee

は

I

八

三
〇

年
以
後
に
設
立
さ
れ
た
如
く一

一」

.
及
ぼ 

し
た
こ
と
、
及
ぴ
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
は
生
と
し
て
大
舉
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
玆
に
銘
記
す
ベ
旁
で
あ
る
.(Karmarsch, ibid 

s
.
g
及 

び 

S, 883.

參
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•
い
は
ゆ
る

1
テ
ヒ
ノ 
口
ギ
イ」

は
、

首
だ

け

の

ト

ル

ソ

ー
と

し

て

ハ

ノ

ー

バ
ア
の
デ
ッ
チ
ン
ゲ
ン

f

 

に
、
一
七
七
ニ
年(

戡
4) 

.
ョ
ハ
ン

•
ベック

.マゾ

S
餌

，
^
に

ょ

.っ
て
建
設
さ
れ
た
。
當

時

、

デ
イ
ド
ロ
の

精
神
は
.、
ラ
ィ
ヴ
の

衆
へ
吹
き
渡
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

テ
ヒ
ノ 

口
ギ

ィ

が

、

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
•
テ

ー
ヤ
を
祖
と
■する近代農學

.の

生

誕

.に
僅
か
に
先
立
ち
、
.し
か
も
こ
れ
と
そ
の
祖

/ 

......

國
を
同
じ
ぐ
し
て
、
即
ち
、
產
業
革
命
酣
友
る
の
皇
帝
ヂ*

1
ヂ
斑
治
下
の
ハ
ノ
ー

パ

-T
.の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン

に
、

坐

成

し

た匕
と 

.
は

特

邋

的

であ
る
。
技
術
に
對
す
る
テ
ヒ
ノ 
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
は
認
識
の
端

初
は
、
己
杧
か
の
十
六
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
チ
.ャ

に

發
坐—
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p
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w
e
n
e
d
i

OQ
c
mi
-

7〕

し
て
ゐ
る
が
、
そ

れ
は
職
業
"

身
分
的
區
分
の
な
か
か
ら
藤
業
を
と
.り
出
す
.こ
と
が
で
き
ず
、
從
っ
て
エ
業
論
0

0§
5*
^

§
ュ̂

か
ら
も
や
や
適
く
*
且 

っ
百
科
全
書
的
形
態
の
も
と
に
現
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
依
然
、
啓
蒙
的
風
潮
の
結
實
で
あ
っ
た
の
で
.あ
る
。
十 

八
世
紀
の
'前
半
に
な
る
と
、
へ
例
へ
ば
ザ
ク
セ
ン
の
商
業
顧
問
官
マ
ル
べ
ル
ガ
ア
の「

帽
子
製
造
.手
エ
業
の
記
述」 (

ア
ル
テ
ン
べ
ル
ク
、

一 

七

1

、
九
年
、
菊
版一

六
〇
頁)

や
レ
ユ
ゥ
ズ
ゴ
オ
の
，
金
及
び
銀
の
針
金
製
造
其
他
の
完
全
に
し
根
本
的
な
報
告
.(

ル
ュ
ベ
ッ
ク
、
一
七

 

四
四
年〕

な
ど
の
如
き
6

8

/
當
時
繁
榮
せ
る
特
定
の
產
業
に
關
す
る
二
三
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
が
出
現
し
、
•パ
リ
の
科
學
了
ヵ
デ
ミ
ィ 

に
ょ
っ
.て

始

め

て

啓

蒙

的

な

「

エ

藝

の

記

述

.

1-
.

(

一
 

七
六一

年
、(
鼓
9

V
が
出
版
さ
れ
、

一
七
世
紀
末
か
ら
英
佛
獨
に
現
れ
て
ゐ
る
か
の 

百
科
全
書
の
中
に
も
、
例
へ
ば
、
デ
ィ
ド
ロ
及
び
ダ
ラ
ム
べ
，1
ル
.の「
科
學
、
エ
藝
の
百
科
全
書
又
は
辭
典
L(

一
 

七
五 

一
I

I
七
八
〇) 

興
他
S

3〕

の
如
く
、

エ
業
に
言
及
し
た
-4
>
の
が
あ
っ
た
。」

. 

■

B

S 

.一

二

十

筇

戰

爭

の

打

擊

か

ら

約

一

世

紀

の

後

ゲ

ッ

チ

ン

ゲ
ン
は
、
大
學
の
設
，>

.

に
ょ
っ
て
新
に
'窗
要
な
都
曾
と
な
り
、
商
丁
：業
が
振
興
し
丨

十
八

1|
|
:紀
；の
末
近
く
、
そ
れ
.は「

あ
ら
し
卜
せ
ま
り
.

」

の
,̂
^
の
脔
年
詩
人
の
會
合(GdttiQ

IIQ-en Dicixterbund 

o
r 

H
a
m
b
u
n
e

の
中
、じ
他
と

•

 

»
 

«

 

♦

な
つ
た
，
產
菜
は
，
出
版
榮
.

(

嘗
て
、
グ

1
7:
y
ベ
外
ヒ

が
こ

C-
Tr
印
刷
場
を
開
い
て
よ
り
、ゲ
ッ
チ
ン
ゲ

y-
に
特
に
斯
蕖
が
檠
榮

L
文
化
の
中

心
地
で
あ
っ
.た
こ
ど
は
*

 

|

テ
ヒ
/

 

口
ギ
イ
の
‘成
立
に
と
つ
.て
決
し
て
無
關
係
で
は
な
.か
つ
た
0
5
毛
布
及
び
^̂

の

製

造

業

•
科

學

器

具

の

製
 

造
築
が
特
に
盛
で
あ
つ
た

。

大
學
ほ一

七
三
四
年
デ
3

 

J

f

.

が
こ
れ
を
創
設
し
、
.一
七
三
七
年
に
開
校
さ
れ
名
際
頓
に
あ
が
つ
た
と
い
は

.

H
て
ゐ
る
' 

• 

• 

、 

： 

..， 

i

ダ
ル
ム
シ

ュ
テ
.ッ
タ
ア
も
テ
ヒ
ノ 
ロ 
•キ
イ
の
指
標
を
一
七
七
ニ
年
に
お
い
て
ゐ
る
.0

日
く
、*|
一
 
七
七
ニ
年
ゲ
ッ
チ
ソ
ゲ
ゾ
の
ョ
ォ
ハ
ブ

•
 

ベ
.ッ
ク
マ
ン
は
科
學
と
し
て
の
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
を
建
設
し
、
こ
れ
に
そ
の
名
を
附
す
し
と
.0(Darmstaedter, ibid, s. 

2170 

@

5)

 

•へ
ッ
ク
マ
ン
ほ
一
七
三
九
苹
七
月
四
日 < 
1

,
バ
ア
の
ホ
ヤ
で
坐
れ
た
。
父
は
郵
便
局
長
_
收

入

役

で

あ

つ

次

。
_
彼

は

シ
ュ
タ
ー

デ

と 

ゲ
ッ
チV

ヶ
ゾ
大
學
と
で
教
育
さ
れ
た
。

一

七
五
九
年
彼
は
神
學
を
f

ベ
く
ゲ
タ
•チ
シ
ゲ
ン
大
擧
に
f

む
い
た
が
、
彼
の
氣
に
入
つ
た
の 

は
自
然
科
學
で
あ
っ
た
。

一
七
六
一
一
年
寡
婦
た
る
母
の
死
に
よ
り
生
計
の
手
段
を
失
っ
た
の
で
、
，彼
は
.翌
年
ル
ジ
デ
ル
派
の
牧
師
た
る
ビ
ュ
ッ 

ヒ
ン
ク(

地
理
學
の
近
代
歷
史
統
計
的
方
法
の
創
始
苕

.の
招
聘
に
よ
り
、

t
ン
ト
•。へ
テ
.ル
ス
ブ
ル
ク
の
ル
タ
ア
大
學
で
博
物
を
敎
へ
て
ゐ

i
 

た
が
、
.
一
七
六
五
年
こ
の
職
を
去
0
、
デ
ン
マ
ア
ク
と
ス

T

デ
ン
に
旅
し
、
そ
こ
で
鑛
山
經
營
方
法
を
研
究
し
-
. .ゥ
ブ
サ
ラ
で
は
リ
ン
ネ
と 

相
識
っ
た
。I

七
六
六
年
、
彼
は
ゲ
ッ
チ
,
ゲ
ン
の
哲
隱
師
と
な
り
、
そ
こ
で
.更
に
政
治
的
及
び
國
內
的
經
濟
論
を
講
じ
て
好
評
を
博
し
、

1

七
七
〇
洋
敎
授
と
な
.っ
上

彼

は

■學
坐
に
種
々
の
^
產
行
程
や
ェ
藝
に
關
す
る
.理
論
的
並
に
實
際
的
知
識
を
與
へ
る
た
め
に
*
彼
等
を
職 

.、
場
に
連
れ
て
ゆ
く
の
を
常
と
し
た
。
か
く
す
る
中
、彼
は
自
分
が
講
義
し
っ
っ
あ
っ
た
技
術
と
科
學
の
蟹
を
追
究
し
現
狀
を
訂
述
し
よ
ぅ
と
決 

心
し
た
。
多
分
、
ア
ル
ゾ
レ
ヒ
ト
•
フ
ォ

ン

*

ハ
ッ
レ
ル
のBibliothecae

に
刺
戟
さ
れ
た
.の
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
、彼
の
勤
勉
を
M
て
し
て
も
、
 

.こ
の
仕
事
*^
必
要
な
た
け
の
硏
究
成
來
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
.か
っ
た
。
そ
こ
で
*
彼
は
數
個
の
實
際
的
な
技
術
と
科
學
と
に
注
意
を
向
け 

た

.■ 

°
そ
の
著
'■發
明
史
へ
の
寄
稿
Q

I
當
 Nur 

G

l

i

l
 

der E
r
f
n
d
l
e
n

 
二 7

S
S
S
0
5

 
し
こ
れ
は -History of Inventions "

と 

し
て
英
語
に
ほ
ん
や
く
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
彼
は
貿
易
上
並
び
に
國
I

濟

上

に

，
使

用

さ

れ

る

、

機

械

や

道

具

の

起

源

、

.輩

：

現

狀

を

語
 

っ

て
I

O
一
 
七

七

一$
ベ
ッ
ク
マ
ン
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
.ン
玉
立
協
會

(

沖
I

 

w
o
o
l 

of s
l
g
e
n

丨
英
國
に
属
す
る
こ
.と
に
注
意)

の
メ
.
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;
ノ 

p
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の
系
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. 

-
 

.

.

ム
バ
ア
と
な
り
' 
ー.七
八
三
筇
に
至
る
ま
で
前
の
哿
作
^
.價
値
あ
る
科
學
的
_
論
文
を
加
.へ
、

一
八
二 
S
 
ニ 

A1

一
一
ー
日
を
以
て
疲
し
た
。

他
の
爾
^
な
齋
^
は
ハ
w
n
t
’
51
t
l
r
f 

einer allgemeinen Technol

o'gie (I3Q5

VT
>
SL
e
i
t
u
n
g

 z^Handelswisselis^aft (1789
〕
； V

o
r
b

■ 

* 

•

ereitong sur W
a
r
e
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n
d
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B
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E
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1791
)
；
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以
上 

E
n
c
y
d
o
p
B
d
i
a

 Britanka., AuiL 7
.

に
よ
る〕

• 

0

3 

Albrecht T
n
a
e
r

Q:752--182s>

は
、

一

七
七
〇
尔
ゲ
ッ
チ
シ
：

.ゲ
ン

.亂
學

を

學

び

<
-
特

に

一

八

0
三
I
六
^
の

蔷

und

• 

• 

f

l

w 

H

I

 

I

赏

I

I

,
 

3 

I

,
 

I

I

I

s

i

.

は
常
#

K
,
イ
ツ
に
於
.て
f
 

I
く
知

.•

ら
れ
て
席
な
か
つ
た
特
に
笊
要
な
合
百
的
な
歡
桃
用
眞
の
.1

聯
を
描
寫
し
た
こ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
.農
叢
に
於
て
今
迄
重
遛
の
あ
る
そ
の
作
業 

.め
金
く
不
完
金
な
農
耕
用
具
が
漸
次
よ
o
完
全
な
も
の
に
取
換
へ
ら
れ
た
。(

ゴ
ル
ッ)

詳
細
は
、
邦
譯
版
、.

ゴ
：ル 

'
獨
逸
農
榮
史
し
荷
藥
閣
、

1

四
八
頁
ま
で
參
照
ノ
- 

, . 

. 

■ 
■
、 

•

(

餘

warm^rsdl, ibid., S. 

8
6
0 
參
照
0 

,

(

註
8)

- ibid, S. 860-864

參
照
ド
其
他
の
文
献
が
紹
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る

.0

ぐ
註
9)

o
e
s ぃ
 rip

d-.ons des artes et des m
s
e
r
s
,

 faites o
u

 .approuvmes par M
.

 

M
.

 de r
academip 

當
時
の
ド
イ
ツ
に
は
、
ア
力 

•

デ
ミ
イ
な
く
、
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
の
文
献
は
プ
ラ
ソ

ス
か
ら
.
の

飜

譯

で

あ

つ

た

(

i
b3:
,
, 

S. 851
丨862

』 

,

•(

独

]0) 

Diedrot et D.alembert,,, E
n
c
y
d
o
p

DVdie o
u

 Dictionnaire r
aisom6 agg s

c
ie
nc^d^s artes -et des metiers 

=(1751- 

.

1
7S
其
他
の
文
献
に
つ
き
、
屮
ア
ル
.マ
ル
シ
ュ
、
八
六
三
頁
參
照)

’

他
方
に
於
て
、
力
.ア
ル
マ
ル
.シ
ュ
に
よ
れ
ば
、ド
イ
ツ
の
大
學
に
於
て
は
所
謂
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
的
な
硏
究
の
一
部
と
し
て
、

「

エ
業
論

|_ 

が

，
漸

次

：
顯

蕃
.な
地
位
を
獲
得
し
て
き
た
の

.

.で
あ
る
が

-
一
.七
七
.ニ
年
か
の
ベ
ッ
ク
マ
ン
は
、
從
來

「

技
藝
史

」

0
,闪
§
货
货
5&-
片
ぼ
<1
>
-
.
0

 

と
稱
せ
ら
れ
究
科
目
に
始
め
て
、
'
.

「

テ
匕
/ 
口
走
ィ
1
0
,
8
告
1
10.
0
1
0
^
©
0

な
る
名
稱
を
附
し

-
:兹
忙
ェ
業
論
の
諸
記
述
忙
腊
系
，と
銃」

と
を
與
へ
.
.よ
5
と
試
み
た
の
で
.あ
つ
た(

課
12)

尸
こ
、
に
始
め
て
、
技
術
一
般
の
間
題
が
隨
つ
ズ
ベ
ッ
.ク
マ
ン
の
言
.を
借
り
れ
ば
：
>
J 

.H
.

T
e

d
m

o
l

f

、

が
、
提
起
さ
れ
る
に
至
り
、
以
後
•ホ
ッ
ぺ(

一
七
七
六
丨
一
八
五
四
年〕

に
至
る
ま
で
彼
の
立
場
が
賞
か
れ
、
 

• M
謂

「

ベ
.ッ
ク
マ
ン
擧
派」

々
の
時
代
が
蔑
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ッ
ク
マンは

 

一

/v
o
六
年
の
著

.「

一
般
的
テ
ヒ
ノ 

ロ
ギ
ー

の
輪
廊J 

0, E
n
t
w
u
r
f

 
t
 

a
l
l
g
e
m
e
i
n
s

 

T
e
c

ざo
o
g
i
e

 

i

100
0

6

0に
於
て
'エ
業
諸
部
門
の
分
類
を
、市
民
的
秩
序
と
經
營
關
係
と
に
よ
つ 

:*
t
r外

部

的

に

栽

礎

づ

け

ら

れ

た

エ

業

諸

部
！；；；

の

限
' #
に
よ
つ
て
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
諸
部
門
の
主
要
な
機
能(

H
l
t
v
e
r
r
i
c
h
t
l
e
n
)

 
の
':L

部
的
な
類
似
に
よ
つ
て
行
ふ
べ
き
と
と
を
主
張
し
、
五
一
の
分
類
表
を
揭
げ
た
が
、
そ
と
か
ら
素
材
に
從
っ
て
^

^

ァ̂
ヒ
, 

ロ
ギ
イ
と一

般
的
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
と
を
.區
別
し
た
。
特
殊
的
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
の
對
鐵
は
、
.
一
定
の
原
料
を
一
定
が
製
品
S

ず
る
た
-め 

に
配
慮
す
べ
き
.手
續
行
程
を
記
述
す
る
こ
と
、
從
っ
て
、，こ
の
爲
の
平
段
•道
具
•機
械
•
原
料
が
全
體
的
加
工
に
至
る
ま
で
に
經
過
す
る 

種
々
の
狀
-«
を
記
述
し
以
て
製
品
成
立
の
生
き
た
描
寫
を
與
へ
'^
と
と
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
*
:毛
布
製
造
に
^
て

は

ハ

“ 
'，羊
毛
を 

洗
濯
し
柔
軟
に
浸
油
し
梳
毛
す
る
と
と
に
よ
っ
て
维
備
的
加
丟
行
ひ(

ニ)

練
紛
•鍵

に

.よ
っ
.て
紡
絲
に
轉
じ(

三)

こ
れ
に
二
三g

 

副
加
工
を
施
し
て
織
機
に
か
げ
C

S
こ
の
I

t

l

i

rよ
っ
て
本
格
的
毛
魅
を
.っ
く
り
s

s

p
f e
L

i

變
等
に
よ
っ 

て
毛
市
の
外
觀
を
よ
く
ず
る
方
法
を
記
述
す
ベ
f

の
で
あ
る
。
次
に
、

一
般
的
テ
ヒ
ノ 

ロ 

.や
イ
又
は
.ぎ
テ
ヒ
ノ 

"ギ
イ
.

極
め 

て
種
々
な
る
囊
の
.個
々
の
方
法
の
金
部
を
，
夫
等
のe

的
の
同一

性
乃
至
類
似
性
に
よ
っ
て
、
.そ
の
各
々
が
類
似
茗
加
エ
手
_

 

を
•提
供
す
る
と
こ
ろ
の
讓HE

別

に

鑛

丨

.似
し
、
そ
の
際
、
加
工
さ
♦

、へ
き
物
質
の
性
钱
に
っ
い
ズ
は
副
次
的
に
醫
す
れ
ば
よ 

い
力_

_

广
へ
^

從

っ

て

ナ

^

^
斷
•引
裂
。磨
潰
*壓
碎
•打
碎
•搔
削
等
に
よ
る
素
材
の
I

乃

至

歡

及

S

。檄
. 

編

•織
•縫
•膠
接
*泥
接
•鐡
接
•
.銀
接
-釘
^

飯
.打
.目
立
等
に
よ
‘る
^

乃
至
影
の
す
べ
て
の
方
法
、0 0

鑄
造
•鎩
鍊
*
*壓
延
•需

o 

精
煉

•壓
搾

•引
，仲

•鉋
か
.け
•鰓
か
け
。旋
盤
加H

に
よ
.る
かi

乃

至

歡

過

程

.
b

e突
刺

A

孔

•切
断
*
中
ぐ

.

•「

一1
.ノ
ロ
ギ
イ 

|

諮

.-

.

‘ 

七0

 1

.
0
1
.
九
；



コ
ア
与
ノ
ロ
ギ
イ
し
の
系
譜 

七
O'
一1

(

ニ
o
四
o)

.孔
等
、
と
い
ふ
'風
に
全
て
の
手
段
と
方
法
と
を
總
括
し
、
.記
述
し
比
顧
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
ベ
ッ
ク
.マ
ン
に
よ
れ
ば
、
か 

く
す
る
こ
と
に
.よ
つ
て
、
'
.
.

即
ち
、

一
見
異
質
的
な
勞
働
や
道
具
の
内
的
な
類
似
性
の
.開
明
並
び
.に
同一,SI

的
に
對
す
る
胡
異
る
諸
手
段 

の
說
明
に
よ
.つ
て
‘
理
解
力
と
觀
察
力
と
の
效
果
的
な
實
習
が
生
れ
、
實
際
の
產
業
人
は
多
く
の
認
識
を
獲
得
し
、
以
て
一
見
遠

く

離 

れ
た
技
術
部
門
の
補
助
手
段
釔
&
日
の
部
門
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
や
ぅ
に
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、

一
般
的
テ
ヒ
メ
.ロ
ギ
イ 

の
建
設
は
特
殊
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
に
對
す
る
深
奥
な
知
識
を
必
要
と
ず
る
が
、
兩
苕
の
內
容
は
相
互
に
補
充
し
つ
、
發
展
す
べ
き
も
の
で 

あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ッ
ク
マ
.；>
の
野
心
的
試
み
に
も
か
か
.は
ら
ず
、
ヵ
ア
1
マ
ル
シ
.ュ
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
の
末
か
ち
十
九
世
紀
の 

初
頭
に
か
け
て
幾
多
の
エ
ビ
ゴ
ー
ネ
ン
た
ち
は

-《

ッ
レ
'*
ユ.
ン
ク
、
.ク
ン
ラ
デ
イ
、
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
、
ゲ
ッ
ト
リ
ン
ク
、
メ
エ
ラ
ア
、

ロ
ヱ
シ
ッ
ヒ
、
ベ
ッ
ク
、
ブ
ロ
オ
ド
ハ

1

ゲ
ン
、
ミ
' ュ
ウ
ラ
ア
、
ワ
ル
ト
ヘ
ア
、
ラ
ム
ブ
レ
ヒ
ト
、

マ
ウ
ラ
ア
、
.ロ
エ

ス

リ

ク

' 
ブ

_ロ
オ
ゼ11

ウ
ス
、
ク
ン
ツ
、
ペ
ト
リ
、
ヒ
ン
ク
ア
ラ
ン
ク
、
シ

.ュ
テ
ム
ラ
ア
等
々
丨

——

、
僅
か
の
例
外
を
除
け
ば
單
に
工
業
經
營
の

 

安
易
な
記
述
的
說
明
を
つ
々
け
て
ゐ
た
、
そ
.の
間
に
あ
つ
て
、
產
業
の
分
類
に
對
す
る
某
；準
を
求
め
る
努
力
が
示
.さ
れ
、(

一}

或
る
衮 

は
機
械
的
と
化
學
的
と
に
分
類
し
、
例
へ
ば
-

ン
ク(

J
§
.
g

)
は
機
械
的
業
を
手
に
よ
る
製
造
と
機
械
に
よ
る
製
造
と
に
分
け
化
學
的

 

.業
を
濕
潤
な
方
法
に
よ
る
製
造
と
乾
燥
せ
る
方
法
に
よ
る
製
造
と
に
分
け
、0

 0

或
る
も
の
、例
へ
ば
べ
ッ
ク
マ
ン
は
產
業
を
三
分
し
、
 

動
物
界
の
.產
物
•
植
物
界
の
產
物
，鑛
物
界
の
處
物
を
加
工
し
調
理
し
改
良
す
る
も
の
と
.な
し
、(

三)

ロ
ー
ゼ
ン
タ
ア
ル
は
ハ
イ
基
體
に 

榮
養
を
供
給
す
る
も
CD
. 

(

ロ 

¥

料
を
供
給
す
る
も
の(

ハ)

せ
員
一
一)

す
べ
て
の
什
器
•
容
器
類(

ホ
W
多
く
の
他
の
必
需
品(

双
物
•
鹽
業) 

,

(

へ
S

員

㈣

、溏
業
^

ト
瘇
利
快
適(

ガ
ラ
：ス
•
リ
ボ
ン
.の
製
造
•
時
計
•土
藝(
チ
，M

樂

(

樂
帶
花
卉)

ハ

リ

嚭

禦

手

興

大

砲

，
夂

藥

) 

(

ヌ

：> 
文
化
的
な
る
も
の(

印

•刷
術〕

に

分
類
し
，(

0
.

)

ベ

：
ン
ゼ
ン
は
罾
一
次
も
し
く
は
單
M

加
工
の
產

業

と

第
一
一
次
も
し
く
は
合

成

加

工
 

の

產

業

と

.に

分

け
前

者

を

吏

に

機
械
的
勞

働

を

も
'つ
機
械
的
經

營

と

.化
學
的
經

營

に

區
分
し
，、
ぐ

五〕

ロ

、K

リ
ン
グ

は

.(

イ)

ェ
M-

生

®

•
物

の

本

質

が

.
こ

れ

に

怀

着

せ

.る

一

定

の

.形

式

^ :
-

で

な

く

、

材

料

の

或

を

化

學

的

性

質

の

う

ち

に

存

す

る

產

業

、
ハ

ロ

藝

生

產

物
 

の

本

質

が

そ

の

材

料

の

.
或

る

化

學

的

性

質

め

外

に

、

特

に

、

そ

れ

に

附

著

せ

.
る

ー

定

の

形

態

.
に

ぁ

る

.產

業

と

に

大

別

し

‘
後

靑

を

更

に

、
 

要

點

か

分

離

に

存

す

る

も

の

-

塞

生

產

行

爲

が

同

質

乃

賣

質

的

物

質

の

結

合

に

ぁ

る

も

の

、

.主

要

行

爲

が

分

離

に

も

結

合

に

も

み 

ら

れ

な

い

も

の

に

細

別

し

た

0

こ

私

に

ょ

.

.っ

て

み

て

も

、

彼

等

の

產

業

の

分

類

は

、

自

然

科

學

的

僅

或

は

日

常

用

語

的

素

朴

か

ら

行
 

は

れ

再

生

產

の

う

ち

に

と

れ

を

求

め

t

と

，な

v

_

に

對

す

る

抽

象

の

妥

當

性

と

隨

っ

て

ま

た

膪

史

的

讓

と

を

缺

い

て

ゐ

る

。

へ
.

ク
マ
ン
は
と
ヴ
や

う

に

一
般
的
テ
匕
ノ

ロ

ギ
イ
を
體
系
づ
け
、
こ
の
テ
ヒ
ノ

ロ

ギ
イ
的
分
析(

？)

.

.ら
技
術
史
的
叙
述
を
展
開

し
^
が
彼
は
技

|
史
を
以
て
單
な
る
1發
明
.の
歷
史
L
に
遼
元
し

-
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
技
術
史
は
單
に
技
術
の
發
展
の
み
^
な
く

そ
の
停
滞
を
も
こ
れ
を
社
會
楙
成
と
の
關
聯
に
於
て
逍
究
す
る
.

_

工
ビ
ゴ
I
ネ
ン
も
ま
た
、
.
工
業
の
素
朴
な
分
類
と
無
方
法
的
記 

述
と
を
媒
介
と
し
て
テ
.ヒ
ノ 

ロ
ギ
イ
と
技
術
史
と
を
關
聯
さ
せ
、
へ
ル
ム
シ
ユ
タ
ツ
ト
と
ポ
ツ
ぺ
と
を
そ
の
殿
將
と
し
に
學
晈
を
閉
ぢ 

た
の
で
H

〕

。
と
は
い
へ
' 
官
房
學
的
な
.工
業
|1-
び
3:
.影
益
脫
皮
し
た
べ
ッ
マ
ク
ン
！
ア
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
は
、
讓
な
が
ら 

も

.
工
業
勞
働C

H
S
d
w
e
r
k
e
)

の
周
邊
か
ち
己
れ
の
對
象
を
逸
脫
さ
せ
る
と
と
な
く
-
か
れ
ら
の
時
代
が
立
っ
致
い
自

然

科
學
时
围
史 

科
學
的
段
階
か
ら
"
道
具
や
機
械
を
中
心
と
し
た
勞
働
過
程
の
.

「

活
き
活
き
し
た
描
寫(

ベ
ツ
ク
マ
シ) 」

に
向
っ
て
努
力
し
っ
X
、

一
 

方
に
於
て
.は
フ
ー
般
的
テ
ヒ
ノ 

ロ
ギ
イ」

に
於
て
カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
に
對
す
る
批
判
を
.開
始
し
、
他
方
に
於
て
は
そ
の
技
術
的
啓
蒙
活
動 

を

通

じ

て

、近

代

社

會

へ

Q

f
淸
め
て
ゐ
た
の
で
I

。

し
か
し
乍
ら
、

一
八
四
八
年
以
降Q

歷
史
的
段
階
に
於
て
も
、f

テ
ヒ
ノ
ロ 

ギ
イ」

は
そ
の
ま
X
の
停
滞
を
？

け
、
遂
に
認
識
の
.
.史
的
限
局
性
を
現
し
、
本
來
の
批
判
的
精
神
を
.

「

純

膪

方

法

に

ょ

る
 

蠢
的
狀
飲
の
報
■」

(

力
ア
ル
マ
ル
、ンn

、

八
七
九
頁)

の
中
に
埋
警
せ
、
技
術
の
政
治
經
濟
學
的
制
約
を
抹
殺
す
る
墨
っ
た
の 

で
ぁ
つ
て•

と
れ
は
巳
に
力
ア
ル
マ
ル
シ
ユ
自
身
.の
一
八
七
一
—年
の
義
の
う
ち
に
'
、即
ち
、
彼
が「

科
學
的
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
Cを
以
て

■ 

/

テ
ヒ
ノ 
ロ
ギ
イ」

の
系
譜
'

•

:七
o
三

(

二 

0四
一)

.
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ギ
イ
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系
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七
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四

C
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1
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四
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•
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> 

»

「

原
生
自
然
生
產
物
の
•
.物
理
的
凝
用
對
象
へ
の
人
エ
的
轉
化
の
學」

と
な
し
、
' こ

の
轍
化
.の
交
換
價
値
的
側
面
を
金
く
忘
れ
て
.ゐ
る
こ

と 

の
ぅ
ち
に
示
さ
.れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
乍
ら
V
ブ
ロ
イ
セ
ン
的
ド
イ
ツ
の
.產
業
革
命
の
展
開
は
、
生
產
過
程
の
.溫
蛮
的
技
術
化
を•

即
ち 

勞

働

竽

段

の

，
近

，
代

社

會

的

體

制

^

—

農
業
と
エ
業
と
の
一
の
盤
備
を
、
自
ら
の
使
命
と
な
す
と
同
時
に
、
他
方
に
於
て
、
技
術
を
產 

業
か
ら
も
追
放
す
る
に
至
つ
た
と
こ
ろ
の
、肢
術
の
形
而
上
學
的
。社
會
學
的
•經
濟
學
的
認
識
•の
成
立
地
盤
へ
骷
14〕

を
育
成
し
た
の
で 

あ
る
。
か
く
て
、
技
術
は
合
目
的
勞
働
に
對
す
る
勞
働
手
段
の
體
系
た
るAJ'.

と
か
ら
蒸
發
し
て
、
遂
に
目
的
に
對
す
る
^4

乃
至
は
手 

續
と
/X
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
特
に
、.
一
一
十
世
紀
初
頭
の
：3odaIismus u

n
d

 sozial

(T>
-

一 g 

Jabrhundert 

: 

の

初

，
版

か

ら

一

九

三

四

年

の

，
，

o
e
m
c
h

 

S
S
I
S
I
T
b
s

,'
を
閱
し
た
、
か
の
界
-ゾ
ム
バ
ル
ト
の
技
術
概
念
の
變
態
の
上
に
表
現
せ
ら
れ 

.る
と
と
ろ
.で
念
る
。
仍
ち
、「

十
.九
世
紀
に
於
け
る
ド
イ
ツ
國
民
經
濟」

c

一
 

九
一
一I

年)

に
於
て
、
彼
が
産
業
革
命
の
影
響
の
重
大
な

一
 

結
果
を
無
視
し
た
こ
と
は
措
く
と
し
て
、
近
代
技
術
の
第一

原
理
を
以
て
自
然
科
學
の
技
術
へ
の
應
用
.と
な
し
、
技
術
を
生
康
行
程
に 

於
け
る
手
續(verfa

h
r
e
n
)

と
し
て
規
：定
し
た
.ゾ
ン
パ
ル
ト
は
、「

ド
イ
ツ
社
會
屯
義」

に
於
て
、廣
義
の
技
術
と
は
*
も
の
を
取
扱
ふ
手 

續
のAJ

と
で
あ
る
。

一
定
の
目
的
を
完
成
す
る
に
適
當
な(

或
は
單
に
適
當
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
、
け
だ
し『

拙
劣
な』

、『

失
敗
し
た』

• 

『

誤
れ
る』

技
術
も
ま
た
當
然
存
葙
す
る
か
ら)

手
段
の
體
系

£

合
せ
、
全
體
.

)

を
す
ベ
て
技
術
で
あ
.る
、
と
宣
し
た
の
で
あ
る
。
技
術 

の
概
念
と
共
に

■テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ
及
び
技
術
臾
も
動
搖
す
る
に
至
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
例
へ
ば
ヴ
ユ
ン
ト
の
如
き
そ
の
自
然
科
學
的 

構
造
を
拭
拂
し
.た
形
而
上
學
的
文
化
史
や
所
謂Geschichte der 

T
e
c
h
n
i
k

や
Geschicht 

d
e
r
w
r
a
n
d

 u
n
g
e
n

な
ど
の
如
き
歷
史 

科
學
的
耩
造
を
塗
抹
し
た
發
明
の
年
代
記
が
榮
へ
る
に
至
つ
た
の
.で
あ
る
。
例
へ
ば
*
前
#
に
つ
い
て
’は
、

フ
ォ
ン
。ゥ
ル
タ
ァ
•ヴ

* 

ッ
デ
イ
ゲ
ン
は
次
の
や
ぅ
に
吿
白
し
て
ゐ
.る
。

「
V

切
の
科
學
の
史
的
發
展
に
於
て
は
I

と
ヴh

ツ
デ
イ
ゲ
ン
は
.言
ふ
I

、
規
範
的
原
理
が
理
論
的
原
理
に
先
行
す
る
。
何
者
、

最
初
は
必
要(

3
。-
0の
み
が
人
間
を
し
て
フ
自
然
の
因
果
關
係
に
則
.̂
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
よ

ぅ

と

す

る

の

で

あ

る

か

ら

、

一

f

、
 

: i
' l
: I

^

: i
、
i 

3

 

家

:1
: |
: |

|

ゃ

農

耕

|

行

？

3

、、
: s
^

: i
g

、
、' s
i

 
し 

i

難

き

.i

 い 

I

寧

多

®

益

亦

賢

乃

I

踐

學

(
T

e
c

h
n

l
e

n

 )
(

丨
.)

.
と

も

稱

せ

.ら

る

ー

が
‘
形

成

さ

れ

る

o

規
範
科
學
の
說
明
は
常
に
ク
ン
ス
ト
レ
丨
レ
の 

助

け

に

よ

っ

て

達

せ

ら

れ

べ

き

靈

的

目

標

に

對

し

て

盤

序

さ

れ

、

夫

等

は

露

家

の

使

用

の

た

め

に

因

果

の

知

識

I

立

て

る

。

そ 

れ

故

ク

ン

ス

レ

レ

は

そ

れ

が

觀

察

せ

る

麗

列

が

露

的

M

標

に

合

致

す

る

，か

或

ひ

は

决

し

て

合

致

し

な

い

か

を

確

立

す

る

や

否

や

•

犮

以

|

|

管

た

|

眞

|

失

し

、

從

っ

s

f

 

:れ

|

象

、

妻

乃

證

f

か

Q

目

S

震

の

た

め
 

馨

で

ぁ

る

か

、

或

ひ

は

.
不

適

尊

蒙

か

、

換

言

す

れ

ば

.

か

の

霞

的

备

本

|

の

價

値

S

に

即

し

て

こ

れ

H

i

-

 

良

い

か

惡

い

か

、

i

l

l

の
I

。

:

:

從

|

」

1

£

|

^

へ

；
た

碧

_

依

然

手

段

で

あ

っ

た

と

し

て

も

そ

れ

は

獨

立

.し

て

理

論

的

科

學

に

於

け

る

塞

目

的

と

な

る

。

獲

得

さ

れ

た

知

識

が

、

も

早

そ

の

應

用

を

そ

れ
 

に

對

し

見

出

す

べ

き

直

接

的

震

的

目

的

で

は

な

く

、

匿

衝

.
動

が

、

謹

即

ち

普

遍

書

的

知

識

の

，高

い

價

値

に

對

す

I

び

と

認 

識

の

高

い

價

値

の

確

信

と

が

、

理

論

的

關

心

を

支

配

し

、

且

っ

、

加

4

1

簡

約

的

組

織

化

に

.よ
っ
て
、
テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
ィ
の
進
步
的
中 

展

と

共

に

f

以

て

l

:

f

t

知

識

素

材

I

概

念

能

力

及

'

I

憶

能

力

I

し

よ

り

把

握

し

得

べ

f

の

き

ろ

の

I

を

支 

酉

し

こ

の

言

に

し

，て

っ

く

ら

れ

る

理

論

體

系

の

調

和

的

建

設

に

對

す

美

學

的

喜

'び

を

產

す

る

(

！

)

か

く

て

、

理

讓

は

事

實
 

や

因

艰

關

係

を

も

外

的

目

的

に

對

す

る

そ

の

S

性

欠

よ

っ

て

で

な

く

、

全

く

そ

の

內

的

な

(

即

ち

主

觀

的

觀

念

的

な

丨

引

用

者

〕

客

觀

的

相

互

關

係

に

よ

っ

て

秩

序

づ

け

る

の

で

あ

る

0」
(

註

1 5)
• 

,

玆
.
に
、

テ
ヒ
.ノ
ロ
ギ
ィ
は
そ
の
變
態
を
全
ぅ
す
る
。

フ

ァ
ヒ
ノ 
f

l

譜

.
 

：

.

S

五

(

二
〇

四
三

)



，
テ
t 
ノ n.

•キ
ィ
-

」

の
系
歐| 

' 

-七
0
六

a
l
〇

四
5
 

.

(

註

11)
「

{
B房
學
審J

の
著
者
、
ス
モ
ウ
ル
は
カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
と
テ
ヒ
ノ
ギ
ロ
ィ
と
を
無
反
省
的
に
混
同
し
て
日
く「

カ
メ
ラ
.リ
ズ
ム
は
、
從

つ

. 

.て
、
い
か
な
る
意
味
に
於
て
も
•
す
べ
て
の
人
間
的
行
爲
が
哲
學
的
傍
觀
者
に
と
っ
て
は
若
干
の
合
蓄
さ
れ
た
先
入
見
を
含
む
こ
と
は
別
と
す 

れ
ぱ
、
柚
象
的
な
哲
學
で
は
な
い
。
カ
メ
ラ
リ

ズ

ム

は

•
一

 

の
管
理
的
.テ
ク
ノ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。

：
：
そ
れ
は
自
然
伯
資
源
や
人
間
的
諸
能
力
を 

そ
れ
ら
が
、
彼
の
利
益
に
於
て
管
理
さ
れ
る
ブ
U

X
ス
め
た
め
に
、
利
益
と
な
る
ょ
ぅ
に
管
理
す
る
*1

の
理
論
で
あ
っ
た
。
成
程
、
丁
度
他 

.

.

の
人
間
行
爲
が
帶
遍
化
を
提
起
す
る
傾
向
が
あ
る
の
と
同
じ
く
、
こ
の
，
.カ
メ
ラ
リ
'ス
テ
ィ
ッ
ク
な
テ
ク

ノ 
ロ

デ
.ィ
は
.明
か
に
そ
の
諸
槪
念
を
ば
、

實
地
の
經
驗
ょ
り
得
た
る
法
則
か
ら
や
や
包
括
的
なH

榮
的
、
商
槩
的
、
政
治
的
、
諸
原
理
に
ま
で
聩
張
し
だ
。
そ
れ
は
遂
に
は
、
.時
折
り
、

一
殆
ど
宙
典
經
濟
學
密
の
諸
柚
象
に
先
鞭
を
づ
け
る
や
ぅ
に
思
は
る
形
式
で
、
そ
の
諸
結
驗
を
引
出
し
さ
へ
し
た
。
と
は
い
へ
、
槪
し
て
い
へ
ば 

.

カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
は
依
然
テ
ク
ノ
ロ
-デ
ィ
で
あ
つ
て
、
哲
學
で
は
な
か
つ
た
。

ス
ミ
ス
の
影ir

が
ド
ィ
グ
に
於
て
感
ぜ
ら
れ
出
し
て
始
め
て
、
物 

質
的
方
法
と
手
段
.の
諸
問
題
が
、

一
方
，に
於
て
單
に
國
内
的
繁
榮
の
手
段
と
し
て
の
み
取
り
扱
は
れ
、
他
方
に
於
て
駔
に
政
治
的
方
便
と
し
て 

.

の
み
取
扱
は
れ
る
こ
と
を
や
め
た
の
で
あ
る
。
云
々J(SBau,. T

h
e

 

. London, 

1909, 

p. 591).

(

註

12〕
H
e
r
m
s
t
M
t
,

 Sigismund Friedlich

ff
i
,
,ベ
ル
y
ン
大
敎
敎
授
。
一
七
六
〇
平
エ
ル
フ
ル
ト
に
生
れ
一
八
三
三
年
べ
ル
リ
ン
で
死
す
。

化
學
エ
槳
に
關
す
る
著
書
,
し
。poppe, Johann 

Heinrich 
M
o
r
i
z
.
,
,1

七
七
六
年
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
に
生
れ
、
時
計
製
造
人
と
な
り
、
後 

ベ
ッ
ク
マ
ン
の
弟
子
と
な
り
、

一
八C

四
年
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
學
私
講
師
、1

八
〇
五
年
ア
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
•ア
ム
.
マ
ィ
ン
で
數
學
.物
理
學
を 

一
八
一
八
丨
ー
八
四
三
牢
チ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
テ
ヒ
ー
ロ
ギ
ィ
を
敎
授
、

一
A
五
四
年
其
地
で
死
す
。
尙
、雨
者
の
蔷
書
に
っ
い
て
はI

K
a
r
m

 

arsch, ibid.,.s. .8711878 
を
參
照
0

(

誰

13)

技
術
の
形
而
上
學
に
つ
い
て
は
、
E
•
カ
ッ
ブ
、
M

•ア
ィ
ト
、
E
Pフ
ォ
ン
•
マ
ィ
ヤ
ア

、
‘ 
U
•
ヴ

工
ン
ト
、

A
-*
テ

ユ
•ボ
r
レ
イ
モ
ン
、 

V
.
H
yゲ
ル
ハ
ル
ト
、

ノ
ワ
レ
、

F •デ
ッ
サ
ウ
ア
、
E
Vツ
シ
マ
ア
等
の
中
、
勞
働
手
段
の
中
に
技
術
を
み
る
も

の

は

、

カ

ッ

ブ

と

/-
ワ 

レ
の
み
で
あ
る
。
技
術
の
社
會
.學
に
っ
ぃ
て
は
、
.
：̂ *ミ
ュ
ラ
ア
リ
イV

な
ど
に
よ
，る
フ
.ア
ゼ
オ
P
ギ
イ
が
批
判
的
に
攝
取
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

1

0

經
濟
學
に
つ
い
.て

は

'
-
技

術

か

ら

經
濟
を
切
り
離
し
た
上
で
所
謂r

技
術
と
經
濟
レ
な
る
鐵
接
が
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
む
し
み
機
K

•裝 

置
そ
の
も
の
を
對
象
と
す
る
認
識
が
檢
討
さ
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
右
の
鐵
接
に
つ
い
て
は
、(

嗤
&
ノ
參
照
。

• 

2 

(

I

) 

w
.

 s
l
a
l
t

 Die d
l
c
h
e
.

 v
l
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t

 i
m

 

I

I

I

 

J
a
h
r
h
l
e
r
t
,

 

Berlin, 

1921, SS. 

1
3
£
6
7
;

及

び
1
勐

逸
社
會
主
義」

、邦
譯
、
三
省
堂
、
一
|九
九
丨
三
ー
六
頁
を
參
照
。 

.

I

) 

I
. 

w

l
 

1

1

 

T
h

l

 des 

E
r
t
r
f

 Jena, 

I

 s.. 1
-
2
.

尙
、
こ
れ
は
I

、it: 3. 

H

I

 
T

f 
o
logien

に
於
て
引
か
れ
た
諸
家
の
見
解
に
も
*
明
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
p
.例
へ
ば
、.

ヘ
ル
マ
ンH

e
r
m
a
n
n
)

は

n財
貨

及

び

消

費

の

嚴

的

墨
.,

と
し
て
の
饔
の
本
質
に
對
し
て
、
n財

貨

、
そ

の

も

の

の

生

產

、
對

す
 

る
挙
も
の
骨
折」

と
し
て
の
、r

財
貨
を
響
な
質
に
於
て
？

い
場
所
と
時
に
於
て
提
供
す
る」

骨

折

と

し

て

の

を

對

立

さ

せ

る

。 

(V. K
e
r
m
a
n
n
,
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T
l

k

の
本
質
を
以
て「

イ
デH

の
外
化
U

抵

抗

の

蕖

I

,
服

の

も

と

て

」

イ
.

T
を
外

部
に
移
轉
す
る
こ
と
.と
規
定
し
て
日
く
-「T

l
k

鋳

I

靈

、
/目
的
はE

的
と
離
れ
離
れ
に
、
外
的
財
貨
の
各
書
的
的
姦
成
を

取
扱
ふ
。
f

 
I

は
、
一
個
人
の

一
切
の
技

術

的

塞

行
變
び
消
費
行
爲
の

I

を
•
該
個
人
並
び
に
人
格
社
會
の

影
響
著
し
I

政 

に

1
る」

と

家

 g
l
s
l
t
l
i
c
h
e

 system der m
e
n
s
l
c
h
e
n
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§ 18.)

コ

丨

ノ

，
v
. Go
s

に
よ
れ
ば
霜
は
、
廳
的
意
味
で
行
目
的
に
對
す
る
正
し
い
手
段
のK

i
t

で
あ
り
、
客
觀
的
黄
味
で
は
行
動
 ̂

手
續
並
ひ
1

補

擎

段

論

..で
あ
る
。
經
濟
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
そ
の
麗
に
關
し
て
外
思
に
依
存
す
る
事
に
照
應
す
る
。

も
し
そ
の

滿
足
が
不
完
全
で
あ
り
、•，.そ
れ
か
ら
行
励
へ
の
睛

|

ず
る
と
き
•
人

間

は「

第
二
の
依
存」

に
、
即
ち
、「

外
界
に
干
渉
し
て」r

裊

法

則
 

を
I

す
る」

必
要
が
含
む
と
こ
ろ
の
依
存
に
I

る
。
そ
の
依
存
か
ら
.
禱

が

生

ず

る

。
そ
の
イ
デ
エ
に
よ
れ
ば
‘
經
濟
と
S

要
充
足 

為
觀
に
於
け
る
秩
序
で
あ
り
、
技
術
士
は
こ
の
行
動
の
執
行
上
の
秧
序
で
あ
る
。(V. Gottle, 

w
f
h
a
f
t
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-
-

、
ボ
ィ
グ
ト(A. 

y
o
s
は
、
與
へ
ら
れ
た
手
段
を
處
理
す
る
を
換
言
す
れ
ば
そ
の
消
费
を
決
定
す
る
を
以
て「

狹
義
の
經
澤
的
課
題
し
と
な
し
*
 

「

手
段
が
規
定
せ
ら
れ
る
.事
な
し
に
、
與
へ
ら
れ
た

-0
的
を
達
成
す
ろ
.事
、
そ
.れ
故
目
的
の
到
達
に
適
せ
る
手
段
と
方
法
と
を
發
見
し
或
ひ
は
選 

擇
す
る
祺」

を
以
て
技
術
的
課
題
と
す
る
。
兩
課
題
は
、
兩
者
が
人
間
的
慾
詔
の
充
足
に
.向
け
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
.、
比
姣
的
.廣
い
穴
味
で
經
濟 

的
で
あ
る
。
だ
が
特
別
な
意
味
で
.の

wirtsohaften

は
一
般
.に
手
段
を
權
理
す
る
翦
で
な
く
し
て
、
經
濟
的
原
則
に
從
っ
て
半
段
を
處
理
す 

る
谁
で
あ
る
。
做
の
場
所
で
*
彼
は
日
く
.、「

目
的
に
對
す
る
手
段
を
處
理
す
る
事
が
技
術
的
活
動
の
內
容
で
あ
り
、後
若
の
認
識
が
科
學
と
し
て 

め
技
術
の
對
象
な
の
だ
し
と
。CA. Voigt, Technisohe

c:konomik, 1912, s. 222, Ders,Das System d
e
r

otkonolnischen 

V̂is3 

ensohaften, zeitschr.. f. Sozialwissens:h., 1917, s. 744
〕 

•
.

.
•»
;
丨フマン

p
i
a
m
a
n
n
.
)

に
よ
れ
ば
、經
濟
と
技
術
と
は
合
理
原
理
の
兩
っ
の
現
象
形
態
で
あ
っ
て
、
從
.っ
-て
論

理

的

力

.テ

ゴ

リ

ィ

た

る

目
 

的
と
手
段
に
よ
っ
.て
规
定
さ
れ
區
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。T

e
c
h
n
i
k

は

『

手
績
方
双

|

で
あ
っ
て
一
定
の
結
果
が
與
へ
ら
れ
て
屉
て
手
段 

の
.最
も
合
理
的
な
調
達
が
課
題
で
あ
る
か
、
即
ち
、
最
小
手
段
の
原
理
な
る
か
。
又
は
、
手
段
が
與
へ
ら
れ
て
席
り
、
そ
の
最
も
合
理
的
他
用 

即
ち
最
大
の
效
梁
が
課
題
で
あ
る
，
即
ち
、
最
大
效
梁
の
原
理
か
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
際
そ
し
て
こ
れ
は
決
定
的
な
事
だ
が
*
目
的
と
手
段
の 

比

' 

.
較
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は

N
的
と
手
段
な
る
ヵ
テ
ゴ
リ
ィ
の
心
理
的
把
握
に
於
て
の
み
ー—

こ
れ
は
い
が
な
る
第
三
の
比
較
を
も 

耍
求
せ
ぬ
.か
ら——

：可
能
な
の
で
あ
-0
，
FI
.
;っ
ま
た
*
そ
れ
に
於
て
は
純
粹
營
利
經
濟
に
よ
っ
て
そ
の
利
用
均
衡
及
び
費
用
均
衡
が
っ
く
ら
れ 

て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
貨
幣
表
現
I

そ
れ
は
、
消
費
經
濟
の
背
後
的
な
心
理
的
な
利
用
均
衡
及
び
费
旭
均
衡
に
對
す
る
代
理
人
に
す
ぎ
な
い
が 

:―

に
於
て
の
み
、
.可
能
で
あ
る
。
技
術
に
於
て
は
、
手
段
が
所
與
の
目
的
に
或
は
種
々
の
目
的
が
.所
與
の
手
段
に
比
較
さ
れ
ぅ
る
だ
け
で
あ 

る
。
し
か
し
生
產
手
段
を
坐
產
物
に
、
手
續
方
法
を
そ
‘の
結
果
に
比
較
す
-？
)
こ
と
は
、
.独
も
，
で
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
.

piefmann. Gran 

H

B

.>
1 1917's.,662; 

(

皇
紀

'ニ
.六 
o

o•九 
V
J
.
O

)

〔

附
記〕

技
術
を
以
て
勞
働
手
段
の
體
制organisation der A^beitsmittel)

と
す
る
と
き
*
體
制
と
はo

e
k
o
n
o
m
i
s
c
h
e

 lorganisa

er.on 

der 

Gesellschaft

と
稱
す
る
場
合
の
オ
ル
ガ
ュ
ザ
ッ
ィ
オ
y

y
で
あ
り
-
更
に
ま
た
、
技
術
を
以
て
勞
働
手
段
と
す
る
と
き
、
技
術
ま
勞
動 

.
即

.ち

生

產

の

過

程

乃

至

產

業

に

機

能

す

る

も
の
と
し
て
の
み
こ
れ
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
隨
つ
て
、
技
術
の
運
動
•分
類
は
、坐
產
の
物 

的
側
而
か
ら
み
て

-.
,
嚴
密
な
意
味
の
坐
產
就
中
農
榮
技
術
と
エ
槊
技
術
と
に
现
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
.
技

術

を

以

て

機

械

學

的
と
化
擧
的
と
に
分 

類
す
る
の
は
、
自
然
科
學
的
抽
象
を
栽
準
と
す
る
。
自
然
科
學
的
_
造
は
、技
術
の
構
造
の
擗
の 
一
M
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
上
述
の
見
地
か
ら
、
 

近
代「

技
術
し
な
る
典
型
的
表
象
は
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
社
會
構
造
の
ぅ
ち
に
胚
阶
す
る
こ
と
、
そ
の
.場
合
*
近
代
工
業
技
術
は
論
理
的
に
は
技
術 

1

般
で
あ
る
と
共
に
膝
史
的
に
はH

業
技
術
特
殊
t
あ
る
と
い
ム
こ
と
が
理
解
さ
れ
.'
且
つ
、
本
覺
辔
の
抽
象
的
性
格
の
意
義
及
び
そ
の
抽
象
-
 

的
な
瞄
園
に
於
て
す
ら
も
你
化
-¥
經
濟
學
に
關
す
る
反
猶
欠
如
の
た
め
の
そ
の
缺
陷
、が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

い
ま
や
.

.「

大
來
'{
1

典
榮
圈
•諸
民
族
の
^

^」

'，の
た

め

に

、
わ

が

國

の

坐

產

カ

特

に

技

術

の

動

員

が

‘1 1
し
く

要

請

.
せ
ら

れ

て

ゐ

る

と

き

、

日

本 

的
技
術
の
發
展
の
性
路
を
反
省
す
る
こ
と
、
仍
ち
、自
然
に
對
す
る
直
接
の
生
產
者
と
そ
の
：手
段
と
の
結
び
つ
き
の
具
體
的
形
態
に
視
/0
を
お
き 

つ
つ
、i

方
わ
が
國
農
業
技
術
就
中
來
穀
生
產
に
於
け
る
鍬=

楚
の
發
展
の
.特
質(

例
へ
ば
.、
崎
村
氏「

日
本
業
技
術
の
發
展
に
關
す
る
錄 

書

>
.農
政
第
ニ
卷
第
八
號
、
同
氏「

稲
作
に
於
け
る
中
耕
"
除
草
技
術
.の
發
展
過
程
1農
業
經
濟
研
究
第
十
六
卷
三
號
、
小
池
氏「

日
本
農
業
技 

術
の
費
例」

日
本
評
論
十
一
月
號
、
.森
氏「

楚

と

霧

法」

日
本
評
論
社

、

鈴
木
氏「

米
作
の
硏
究
し
巖
松
堂
、
其
他
の
諸
論
著
に
於t

る
夫
 々

の
立
場
办
ら
.の
試
み
を
參
考)

と
.他
方
エ
業
技
術
就
中
機
械
器
具
生
產
に
於
忖
る
旋
盤
.フ
ラ
イ
ス
の
發
達
の
特
質

(

例
へ
ば
、
伊
苋
氏

1我
が 

國
に
ぉ
け
るH

作
機
械
工
業
：の
發
達」

憾
史
と
坐
活
17'
三
、
小
莒
山
氏
、「

下
謂
工
業
の
社
會
的
經
濟
的
構
造
.，
社

會

政

策

時

報

第

二

'百
十
六
.
 

七
號
、
佐
來
氏「

中
小
エ
業
の
術
術
讷
停
滞」

.「

軍

需

エ

業

動

負

に

於

け

る

熟

練

エ

调

題

」

同

第

ー

ー

百

十

ー

號

.ー
ー
十
號
、

雜

誌

「

エ

が

所

 

攸の
*'

我
國
に
於
け
.るH

作
機
械
の
發
達」

.に
關
す
る
諸
論
究
、
典
他
幾
多
の
諸
論
蓉
に
於
け
る
夫
々
の
立
.場
か
ら
の
試
み
參
考)

と
を
、
總
生 

靡
の
見
地
か
ら
全
體
制
的
に
取
り
上
げ
I

そ
れ
做
ま
た
、
例
へ
ば
農H.

の
中
世
的
朱
分
離
め
獨
自
の
逝
代
洱
編
成
的
諸
型
制
を
も
つ
た
、
亂

,.
「

尹
ヒ
ノ 

ロ
ギ
イJ

の
系
譜 

七
，〇

丸

(

！一
〇
四
七
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テ
ヒ
ノ
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ギ
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系
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七
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1
5四
八)

.

橥
•綿
業
其
他
の
諸
分
野
の
技
術
を
も——

以
.て
如
が
國
近
代
的
產
業
技
德
の
：發
展
法
糊
を
把
へ
.る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
大
把
み
.に
言
つ
て
、
 

鍬=

犁
に
骨
化
•表
現
で
れ
た
主
穀
生
產
の
坐
產
.力
の
社
會
的(

佩
、
土
地
利
用
•水
利
に
關
す
る
諸
慣
行
等)

並
び
に
自
然
的(

例

、

氣

睽

•
土 

壊

*水
•
地

形等〕
.諸
淛
約
、
及

び

旋

盤

•
フライ
.ス
.に#
化

•
表

現

さ

れ
た
.工
作
機
械
生
產
の
■生
產
力
の
.社
會
的(

例
、
前
大
工
業
的
諸
韻
營
形
■
 

態
の
殘
存
、M

需
生
產
の
指
導
性
等)

並
び
に
自
然
的(

例
、砂
.，水
*地
形
.位
置
其
他
の
立
地
的
自
然
、
資
源
的
自
然
等
似
し「

向
然
的
あ
歷

.
 

史
性
に
注
意
：}諸
制
約
の
ヴ
ヱ
ー
ル
を
、經
濟
學
的
認
識
と
農
學
士
學
的
認
識
の
現
艰
階
的
諸
成
果
に
依
據
し
つ
つ
ぅ
ち
剝
し
、
以
て
技
術
の 

ぅ
ち
に
闽
定
化
歷
圯
化
さ
れ
た
自
然
の
.諸
屬
性
、
即
ち
自
然
科
學
的
乃
至
農
土
學
的
諸
法
.则——

機
械
學
盼
と
化
學
的
と
ハ
例
、
効
率)

の 

特
.桃
社
#
的
な
發
現
形
態
が
い

か
'な
る
?
^
的
佩
奇
^

け̂
て
ゐ
る
か
を
開
亲
し
、
炱
に
進
ん
で
、
.
日

本

の

近

代

的

產

榮

技
術
の
發
展
を
他
の 

諸
社
會
構
浩
に
於
け
.る
產
槳
技
術
の
發
展
と
停
滞
と
に
比
較
對
象
し
、
以
て
短
を
捨
て
長
を
摘
る
べ
き
こ
と
を
暗
示
し
、
就

中「

大
艰
距
共
榮
. 

圈
し
內
：に
於
け
る
水
田
耕
作
A
具
體
的
諸
形
態
を
技
術
の
.側
か
ら
W
檢
討
す
る
こ
と
、
こ
れ1

ア
ヒ
ヴ
ロ
ギ
イ
の
一
つ
め
課
題
で
あ
る
。
加
之
、

千
ヒ
，
ロ
ギ
イ
は
歷
史
科
承
と
し
て
-1.

方
嚴
密
な
竟
味
で
の
人
間
史
の
端
初
を
■
し
た
も
の
と
し
て
の「

衆
洋
的
社
會」

の
構
造
を
*
技
術
の 

飛
蹯
と
い
'ふ
視
勦
か
ら
、
考
十
U
學
的
諸
成
來
に
依
據
し
つ
つ
、
技
術
史
の
側
か
ら
檢
討
し
、
他
方
停
滯
的
な
膪
史
的
諸
條
件
シ
農
槳
坐
產
の
ぅ 

'ち
に
維
持
し
つ
つ
、
偏
崎
な
人
間
史
的
發
展を

！！

し
て
き
た
例
へ
ば
交
那
Ki
t
:會
の
、
抜
術

^
㈣
裏
づ
け
を
も
、自
ら
の
課
題
と
す
る
。
か
く
て
、 

技
術
の1

史
科
學
は
、
技
術
の
も
つ
ニ
?l
t
性
の
故
に
、
自
然
科
學
並
び
に
社
會
科
學
の
現
段
階
的
認
識
を
前
提
と
し
て
の
み
、
過
去
の
諸
構
造 

に
於
け
る
抜
術
の
發
展
と
停
滞
と
を
-
M
に

一
の
技
術
的
形
態
か
ら
他
へ
の
■具
體
的
な
飛
躍
と
を
照
明
す
る
こ
と
が
.で
き
-
換
言
す
れ
ば
.
技 

術
の
フ
ァ
ゼ
.オロ
ギ
ッ
シ

-
，
形

相

學

、
な

類

型

學

と

フ

.
ロ
ノ

 
ロ
ギ
ッ
シ 

' 
年
代
學)

な
叙
述
と
を
新
な
見
地
が
ら
ぅ
ち
た
て
る
こ
と
が
で 

き
る
。 

，

.
i
紀
ニ
六
〇
〇
•十
，
ニ
o〕

.

正

.價

思

想

史

概

、
觀

- 

、

，

.

.

.
 

- 

.

. 

.

高

橋

誠
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*

古
典
經
濟
學
の
出
現
以
後
、
價
格
は
純
乎
た
る
市
場
現
象
と
し
て
考
察
せ
ら
れ
'、
其
の
•決
定
は
、
能
ふ
限
り
®
簾
な
る
價
格
を
以
っ 

.

.て
購
入
し
、
出
來
得
る
限
り
高
直
な
る
價
格
を
以
.つ
て
販
賣
を
行
は
ん
と
す
る
經
濟
的
動
機
に
ょ
.つ
て
支
配
せ
ら
る
\
を
原
則
と
す
る 

も
の
と
.思
惟
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
斯
く
の
如
き
推
定
の
下
に
古
典
的
價
格
理
論
は
成
立
す
.る
。
翁
し
な
が
ら
、
縦
令
ひ
、
自
由
競
爭 

原
理
が
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
っ
-
ぁ̂
る
社
會
に
於
い
て
も
經
濟
的
原
因
の
作
用
を
攪
亂
す
る
幾
多
の
動
力
が
存
し
て
居
り
、
實
際
上
、
 

倫
理
的
、
社
會
的
、
國
民
的
、
宗
敎
的
、
心
理
的
並
び
に
慣
習
的
原
因
が
種
贏
々
に
價
格
形
成
の
上
に
作
用
す
る
が
故
に
價
楮
形
成 

の
自
然
法
な
る
も
の
は
存
す
る
こ
と
が
な
い
と
も
稱
し
‘得
ら
れ
る
。
殊
に
自
由
競
爭
が
一
般
に
行
は
る
X
こ
と
の
な
か
つ
た
時
代
に
在 

.っ
て
は
’
法
制
及
び
憤
習
に
ょ
っ
て
價
格
の
決
定
を
見
た
場
合
が
甚
だ
多
い
。
洵
に
價
格
機
構
は
今
日
に
至
る
迄
未
だ
曾
っ
て
完
全
な 

る
自
律
を
享
有
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。
凡
そ
物
に
は
；止
し
き
價
が
存
す
る
、寶
る
に
も
此
の
正
し
き
價
を
以
つ
て
し
-
買
ふ
に
も
此
の 

正
し
き
價
を
以
っ
て
す
可
き
で
ぁ
る
と
沄
ふ
思
想
は
長
く
經
濟
觀
念
中
に
存
し
て
ゐ
たo

而
し
て
古
氣
的
價
格
學
說
た
る
生
淹
費
法
則 
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